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第１章 はじめに 

1. 業務の趣旨 

 本業務は、文化庁国立近現代建築資料館（以下、「NAMA」という。）の所蔵資料に関する情報

システム（以下、「NAMA-DB」という。）構築にあたり、採用すべきシステムについて検討することを

目的としている。 
 平成 27（2015）年度には、本業務に先行する業務として、NAMA-DB の在り方に関する提案書

作成を目的とした「国立近現代建築資料館における情報システムの在り方に関する提案書作成業

務」も実施されている。その結果として、オープンソースの AtoM（Access to Memory：開発はカナ

ダの Artefactual Systems,Inc.,以下、「AS 社」という。）および商用パッケージである

InfoLib-Archives（開発は株式会社インフォコム）という二つの選択肢が提示された。 
 そうした結果を受けて本業務では、上記二つのシステムについて、次年度の導入も視野に入れ

つつ、より詳細な比較検討を実施する。 
 
2. 業務期間 

 平成 29（2017）年 8 月 24 日～平成 30（2018）年 3 月 30 日 
 
3. 業務内容 

3-1. 二つのシステムの検討 

3-1-1. AtoM 
a. 日本語対応：操作画面の日本語化 
b. テスト稼働：NAMA の資料情報データを載せて検証し、操作性等について報告 
c. その他：システム導入にあたっての必要事項（導入後の保守管理体制を含む）に関する提案等 
 
3-1-2. InfoLib-Archives 
a. テスト稼働（上記 3-1-1-b に同じ） 
b. その他（上記 3-1-1-c に同じ） 

※本業務期間中、InfoLib-Archives は開発中の状況であり、AtoM のように事業担当者で

様々な操作・検証を行うことは不可能であった。そのため、有識者会議にて同社より提供され

た情報の範囲内で検討を行った。 
 
3-2. その他の調査 

 NAMA-DB に必要な機能の検討および有識者への聞き取り調査を実施した。 
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4. 業務実施体制 

事業統括・指導：入澤寿美（学習院大学計算機センター教授） 
会計：室田佐和（学習院大学計算機センター副手） 
システム構築・検証等：小林賢司（エンジニア） 
進行管理・記録作成：平野泉（立教大学共生社会研究センター） 
 
5. 調査方法 

5-1. システムの検討 
 AtoM については、学習院大学計算機センター内にサーバを用意し、AtoM を実装したうえで、

NAMAより提供されたデータを搭載し、システムの動きや機能について検討した。その結果は第 6
章「AtoM テスト稼働の結果」にまとめた。InfoLib-Archives については、上記の通り有識者会議

での検討にとどまった。 
 
5-2. 聞き取り調査 
 文化資源を所蔵し、情報システムについて構築を検討中または構築中、あるいは構築したばかり

の機関を中心に、計 8 機関の担当者・有識者からお話を伺った。聞き取り後に詳細なメモ（内部用）

と、サマリー（公開用）を作成し、サマリーは先方に内容を確認していただき、確定版とした。聞き取

り調査の詳細は第５章「聞き取り調査の結果」にまとめた。 
 
5-3. 有識者会議 
 平成 30（2018）年 2 月 28 日（水）14:00～16:00 に、有識者会議を開催し、二つのシステムのプ

レゼンテーションに基づき、５名の有識者からコメントをいただいた。有識者会議の詳細は第７章

「有識者会議の結果」にまとめた。 
 
5-4. その他 
 その他、必要に応じて文献調査、ウェブ上にある情報の調査などを実施した。そうした調査の成

果は第２～４章にまとめた。 
 
上記の調査結果に基づき、NAMA-DB のあり方について、第８章で提案する。 
 
6. 事業の進行 

平成 29（2017）年 8 月 28 日：初回打ち合わせおよび NAMA への聞き取りを実施した。NAMA
が NAMA-DB に 求める 点 と して 、①国際アーカイブズ評議会

（International Council on Archives：ICA）のアーカイブズ関連記述標準

に準拠した記述を搭載し、検索可能とすること ②階層構造を柔軟に設定・
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表現でき、さらに事後の追加や変更が可能であること ③建築資料の特性に

応じた、用語統制が可能なこと ④デジタル化した図面を、特定のユーザー

にのみ閲覧可能とすること、が挙げられた。 
平成29（2017）年9月4日  後藤真氏（国立歴史民俗博物館 研究部准教授、メタ資料学研究セ

ンター副センター長）への聞き取りを実施した。 
平成 29（2017）年 9 月 25 日 阿児雄之氏（東京工業大学博物館 特任講師）への聞き取りを実施

した。 
平成29（2017）年10月末：  学習院大学計算機センターに設置されたサーバ上でAtoMを稼働

し、日本語形態素解析アプリケーションであるkuromojiをインストールして日

本語検索機能を向上させた。この間に、NAMA にテスト用のデータを準備し

ていただいた。 
平成 29（2017）年 11 月 14 日： 第 2 回打ち合わせ。スケジュール等の確認のあと、NAMA が用

意した「大髙正人資料」の記述データ 6,700 件(1.6MB)をコマンドラインか

らアップロードした。所要時間は約1時間。その後、データの csvエクスポー

トや、画像のアクセス権限の設定など、NAMA からの要望について確認し

た。 
平成 29（2017）年 11 月 17 日 大関勝久氏（東京国立近代美術館フィルムセンター デジタル映

画保存・活用調査研究事業班ユニット・リーダー）、岡本直佐氏（同、研究

員）、中西智範氏（同、研究員）への聞き取りを実施した。 
平成 29（2017）年 11 月 20 日  齋藤歩氏（京都大学総合博物館 研究資源アーカイブ系 特定

助教）、および森本祥子氏（東京大学文書館 准教授）・宮本隆史氏（同、

特任助教）への聞き取りを実施した。 
平成 29（2017）年 11 月 27 日 木目沢司氏（国立国会図書館 電子情報部電子情報サービス課

長）、小澤弘太氏（同、課長補佐）、徳原直子氏（同、電子情報企画課課長

補佐）、中川紗央里氏（同、電子情報企画課連携協力係）への聞き取りを

実施した。 
平成 29（2017）年 12 月 4 日  木戸英行氏（公益財団法人 DNP 文化振興財団 ggg・ddd 企画

室長）への聞き取りを実施した。 
平成 29（2017）年 12 月 26 日 第 3 回打ち合わせ。新たな聞き取り先（下記 IAMAS）の提案があ

り、実施が決まった。聞き取り先を提案してくださった松山ひとみ氏（大阪新

美術館建設準備室）が AtoM について情報交換をしたいとのご連絡があり、

日程を調整した。また、NAMA の要求定義が提示され、検討を行った。そ

の後、上位レベルの記述めがけて、その下位に位置すべき記述をまとめて

アップロードする方法などを検証した。 
平成 29（2018）年 1 月 15 日  上記松山氏が学習院大学計算機センターを来訪。AtoM の操作

方法・機能などを実演したのち、意見交換を行った。 
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平成 30（2018）年 2 月 6 日   伊村靖子氏（情報技術芸術大学院大学（IAMAS)講師）、松井茂

氏（同、准教授）、山田晃嗣氏（同、准教授）、池田泰教氏（同、プロジェクト

研究補助員）への聞き取りを実施した。 
平成 30（2018）年 2 月 20 日  第 4 回打ち合わせ。有識者会議での報告内容等について協議し

た後、NAMAからのAtoMの機能・操作に関する要望・質問事項について、

未対応の部分につき検討を行った。 
平成 30（2018）年 2 月 28 日 有識者会議を実施した。 
平成 30（2018）年 3月 30日  業務報告書をとりまとめ、資料編とともにNAMAに提出し、業務を

終了した。 
 
7. 本業務報告書の構成 

本報告書の構成は以下の通りである。 
第 1 章  はじめに（本章） 
第 2 章  国立近現代建築資料館の所蔵資料情報管理―現状と要望 
第 3 章  海外建築アーカイブズ検索システムの検討 
第 4 章  Access to Memory （AtoM） について 
第 5 章  聞き取り調査の結果 
第 6 章  AtoM テスト稼働の結果 
第 7 章  有識者会議の結果 
第 8 章  まとめと提案 
 
＊本報告書に記載された URL は全て平成 30（2018）年 3 月 8 日最終確認。 
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第２章 国立近現代建築資料館の所蔵資料情報管理―現状と要望 

 

1. はじめに 

 NAMA-DB の構築に向けて、NAMA が必要とする機能の検討及びシステムの提案を行うという

本業務の目的を果たすためには、① NAMA の所蔵資料関連業務の現状はどうなっているのか、

②NAMA が今後実務の中で実現したいと考えていることは何か、③ ①、②のうちシステムで実現

できることは何か、の３点を明確にしておく必要がある。 

 本章では、上記①、②について NAMA 関係者への聞き取り等により得られた情報から明らかに

し、③を検討する際の手がかりとすることを目指す。 

 

2. 方法 

2-1. 使用する資料等 

 この報告をまとめるにあたり、使用した資料等は以下の通り。 

 調査者がこれまでに NAMA 藤本貴子氏、頴原澄子氏への聞き取りや、業務遂行のため

の打ち合わせ・ディスカッションの中で作成したメモ類 

 お二人と調査者との間の、メールでのやりとり 

 藤本氏の書かれた記事など（章末の「参考文献」に記載） 

 

 まず調査者が上記の資料をもとに作成したメモを藤本氏にチェックしていただき（平成 29（2017）

年 10 月 18 日）、それをもとに項目別に情報を整理し、検討を行った結果を再確認していただいた

うえ（同年 11 月中旬）で最終的に全体を絞り込んでいった。 

 

2-2. 文中の用語について 

 本章で用いる一部の用語については、くり返しの煩雑さを防ぐため、以下の略語を用いる。 

所蔵資料に関する記述情報：記述レベルを問わず、A（archival）記述 

スキャンした画像など：デジタル・オブジェクト 

デジタル・オブジェクト一点一点に付したメタデータ：DO（digital object）メタデータ 

所蔵資料の運用・利用に関する情報：CM（collection management）情報またはデータ 

 

3. NAMAにおける、資料にまつわる実務の現状 

 次に、NAMA での資料に関する業務の現状を、アーカイブズにおける一連の業務と関連づけつ

つ列挙してみる。 
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3-1. 方針の設定 

S101 現場の意見・有識者等の専門的意見を組み入れつつ、様々な方針等を検討する仕組

み（収集/企画/情報の各小委員会）が存在する。 
 

3-2. 受け入れ（accession/acquisition）  

S201 収集方針はあるが、非常にざっくりしたものである。 
S202 資料寄贈→寄贈契約、この段階で著作権もおおむねNAMAに譲渡。つまり、デジタル・

オブジェクトそのもののウェブでの閲覧・ダウンロードを可能とすることに関しては、著作

権上の問題は意外と小さい。むしろ現存する（かもしれない）建物を占有している（かもし

れない）人々のプライバシーの問題やセキュリティの問題の方が大きい。また、建物の現

存・現住の有無については確認がつかない場合もありそう。 
S203 受け入れに際し、受け入れ記録（accession record）の意味も含めて、ISAD(G): 

General International Standard Archival Description （アーカイブズ記述に関す

る一般的国際標準）のフォンド記述を作成。 
 
3-3. 整理（processing） 

S301 資料の形態・種類は多様。 
S302 図面（drawing：媒体も印刷方法もサイズも多様）が、プロジェクトごとに整理されて筒に

入っているかもしれないし、ばらばらに筒にまとめられているかもしれない。 
S303 図面を青焼きして製本したものは、サイズが大きく重いので扱いに困っているが、まとめ

て見られる便利さもある。現在は平積みにしており、管理が難しい。 
S304 図面は写真に撮られたり、マイクロ化されたりなど、コンパクトにして保存する営みもされ

ている場合がある。 
S305 図面は報告書の中に印刷されている場合もあり、「報告書」＝文書資料と一律に考えるこ

とはできない。 
S306 多くの場合、図面が資料群の中で中心的位置を占める（最も利用価値が高い）ことから、

図面の整理が優先される。 
S307 図面が筒に入っている場合は筒に仮番号を振り、アイテムレベルでの整理を行う場合に

は、図面をフラットニングし、個別に ID を付与する。一部の図面についてはスキャンして

デジタル化を行う。 
S308 図面以外の文書類は、例えば「事務所の記録」と「個人資料」のどちらに属するものなの

かを判別するのが困難なものなども多く、なかなか整理が追いつかないケースも。その一

方で展示などに使用する資料として書簡やノートなど建築家の人となりが伝わる資料は、

優先的に見つけて ID をつけて利用していかなければならないという事情もある。 
S309 3D 資料（モデル）や、純粋に芸術作品として制作されたものも含まれている場合がある。 
S310 多様な資料の中で、図面の整理が優先されるという現状から、図面に関してはアイテム・
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レベルで整理が進み、デジタル・オブジェクトも蓄積していく。いっぽう、展示の要請が少

ない文書資料については、なかなか整理が進まないが、そうした資料についても、閲覧

請求の際や、展示したいときにふさわしい資料を容易に見いだせる程度にはしておかな

ければならない。 
S311 展示や貸し出しは、資料群を見直すきっかけにもなる大切な業務であり、アーカイブズの

整理が要求することと矛盾するわけではない。しかし双方の実務に向けられる資源が限

られているなかで、どちらのニーズを優先するかは悩ましい部分もある。 
 
3-4. 編成・記述(arrangement and description） 

S401 藤本貴子氏は世界の建築アーカイブズで研修・見学をされており、編成・記述方法につ

いても様々なやり方を実際に経験されている（藤本 2015）。また、館としてどのような編成

で資料を整理していくべきかという方針も、建築資料の編成に関するスタンダード・シリー

ズ 1や、アーカイブズ記述に関する国際標準、ISAD(G)第 2 版など、様々な標準をベー

スに決定されている。ただ、個々の資料群には個性があるので、もう少し柔軟なやり方が

あってもよいのではないかということも議論されている。 
S402 スタンダード・シリーズは、アメリカの建築記録を元に考案されたものなので、日本の建築

家・建築事務所の状況に合わない部分もあるのでは。 
S403 建築事務所→建築家の自宅へ運ばれ、個人的空間にいったん入って個人的管理（ある

いは遺族の管理）に任されてしまった資料も多い。とすれば、「原」秩序（original order）
をどこに求めるか。どこまで追求するべきか。あるいは、館としてどのように定義し、その定

義を統一的に適用するか。 
S404 基本的にスプレッドシートで記述を作成している。 
S405 記述に際しては、ISAD(G)第 2 版に準拠している。 
S406 記述に際しては、建築資料に含まれる様々な資料カテゴリ（図面、文書、写真等）に応じ

て、いくつかの異なるデータセットが設定されている。 
S407 複数の異なるデータセットを相互にマッピングしたり、ISAD(G)の記述項目にマッピング

する作業が必要である。また、マッピングに際しては、ISAD(G)の 1 項目に、複数のデー

タ・エレメントを入力しなければならない可能性があるため、データの互換性や加工可能

性を保持するためにも、一貫した記述ルールが必要である。 
S408 整理業務の現状から、A 記述でもアイテムレベルの記述は必然的に充実していくことに

なる。それをそのまま利用者に検索させる、というオプションもあるが、やはり資料群全体

の構造も、利用者が資料群を理解するうえで役に立つと思われるので、利用者に提示し

たい。しかし、実際には、受け入れ段階で作成されるフォンド記述（記述ステータスは「ド

ラフト（草案）」）と、アイテムレベルの A 記述との間に入る構造の検討と決定はどうしても

                                                   
1 齋藤歩. 建築レコードの目録編成モデル:「スタンダード・シリーズ」 から考える.  GCAS 
Report: 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻研究年報, 2014, no.3, 20-41. 
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後回しになってしまう。そこをどう調整するのか。 
S409 あるいは、「構造」を見せることの必要性は、ほんとうにあるのか・ないのか。 
S410   ユーザー層を考えると、おおむね建築（史）を専門とする研究者である。研究者であれば、

例えばデータは物理的秩序を反映したようなもので見せても、それをダウンロードして自

らソートできるような仕組みさえあれば、十分使えるのではないか。どこまでユーザーにサ

ービスする必要があるのか。 
S411 さらに、AtoM（＝ISAD(G)などアーカイブズの国際的な記述標準準拠）の入力項目で、

建築資料であれば当然記述すべき項目をカバーしきれない場合は、どうするのか。 
S412 株式会社インフォコムとの検討で出てきているのは、資料群の物理的な状態（「原」秩序

との関係でいかなる状態なのか？）をある程度反映した A 記述がデータベースに入って

いる、ということと、利用者に検索結果をどう見せるか（＝プロジェクト単位で時系列といっ

た知的に理解しやすい配列にするなど）、ということとを切り分けるという解決策。 
S413 S412 の解決策を採用するとして、ではA記述を、どの程度まで編成・記述が進んだ段階

でDBに載せ、公開していくのが適切なのか。進んだ段階で、途中の階層が変わるような

ことがあってよいのか 2。 
S414 記述に際して用いる様々な語句の統一（用語統制 controlled vocabulary の問題）も検

討していかなければならない。 
 

3-5. 保存（preservation） 

S501 物理的ストレージが複数個所に分散しているので、ロケーション管理が DB 上でできると

よい。 
S502 デジタル・オブジェクトは、サーバー上でゆるやかに管理しており、必要なときには見つけ

ることができる。だが今後はよりしっかりした管理方法が必要。 
 

3-6. 閲覧・利用（access） 

S601 現在は、リクエストベースで閲覧対応をしている。利用者は主に研究者。だが、A
 記述がウェブ上で検索可能となれば、利用者が増えることも予想される。 
S602 デジタル・オブジェクトについても、当面館内提供のみ、将来的にウェブへ、ということに

なるのでは。 
S603 著作権法との関連で、複写実務をどうするかを検討中である。 

 

                                                   
2 この点につき、藤本氏とのディスカッションの中で、フォンド直下の階層を、textual と
visual に 2 分してはどうかというアイディアが出た。そもそも建築資料が、現用段階からあ

る程度物理的な特性に応じて「置かれているはず」ということを前提にした考え方である。

ただ、分ける以上必ず「これはどっちだろう」と迷うモノが出てくることは予想され、何

にせよ迷うのであれば、トップ階層を完全に物理的な特性で分けるのはアーカイブズとし

てどうか、という疑問もあり、採用は難しそうだという結論になった。 



12 
 

3-7. その他 

S701 公文書管理法の適用除外となる、歴史資料等保有施設である。 
S702 建築資料を所蔵する他機関の情報も収集中である。ただ、長期的な情報の管理に

 は課題があるとも考えている（誰が更新するのか？） 
 
4. 要望 

 では、今回のプロジェクトの範囲から少しはみ出る部分も含めて、所蔵資料に関して現状での

NAMA の要望を、以下に列挙する。 

 

N01  階層的に表現された A 記述をデータベースとしてウェブ上で公開し、ユーザーが資料を発

見して利用できるようにしたい。ただ、階層構造の設定には自由度がほしい。 
N02  A 記述を、内部的にもできる限り一貫したものとし、一元管理したい。 
N03  デジタル・オブジェクトを、現時点では内部的に管理し、来館者にだけは閲覧可能としたい。

そのために、アクセス管理ができるシステムがほしい。また、将来的にはウェブ上での公開も

進めていきたい。 
N04  可能であれば、所蔵資料の館内展示への使用、貸し出し履歴、収蔵場所などの CM デー

タも管理できるシステムがあればよい。 
N05  建築関連資料を所蔵する他機関の情報も可能な限り集約し、ウェブ上で公開したい。 
N06  N05 に関連して、将来的には A 記述や DO メタデータを横断的に検索するポータルサイト

を、NAMA が現時点で建築に関する唯一の国立機関であることにかんがみ、NAMA が設

置・運営することになる可能性もある。 
N07  ジャパンサーチなど、機関横断的なシステムとの連携も視野に入れておきたい。 
N08  長期的な視野に立てば、可能な限りベンダーロックインは避けたい。 
 
5. まとめ 

 当然のことながら、これまでの記述には「NAMA-DB に必要な機能等を検討する」という本業務の

目的との関連で強いバイアスがかかっている。この目的から離れるほど、そもそも話題になる可能

性が低くなるからである。そうした限界を認めつつ、「現状」の全項目を、多少なりとも「要望」に対応

する部分があるかどうかで分類してみたのが表 2-1 である。 

 これも当然のことながら、N01（A 記述の DB 公開）、N02（A 記述の内部的管理）、N04（CM デー

タの管理）は、アーカイブズ業務の重要な部分である「編成・記述」と切り離すことができないため、

この三つのニーズは、「編成・記述」の現状に関わる全項目および「整理の全体」に関する一部の

項目と関連している。しかし、おそらく N04 で求められる全機能を NAMA-DB でカバーするのは難

しいであろう。 

 N03 のデジタル・オブジェクトの管理と公開については、とくに公開は基本的にこれからの業務な
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ので、該当項目が少ない。だが、NAMA-DB 上は核となる機能の一つである。 

 また、N07（データに関する他機関との連携）は将来的なニーズであり、今回導入するシステムで

どこまで実現するかは不明である。とはいえ、A 記述に関連する現時点での実務を所与のものとし

て NAMA-DB を設計した場合、連携を困難とするような記述実務が含まれていればそれを固定化

することになる。そして将来のある時点で、連携のための実務を組み立てる際に思わぬ障害となる

可能性もあるので、ある程度考慮に入れておく必要はあるだろう。 

 また、「どんな資料を収集するのか」「それをどう整理し、利用に供するのか」「利用者として、誰を

ターゲットにするのか」といった、S101（全体の方針）にかかわる部分が、つねに館の活動の全領域

に影響を与える。そのため、NAMA-DB もそうした全体の一部であり、独立して存在するわけでは

ないという点に留意しておかねばならないだろう。 

 

表 2-1. NAMA のニーズと現状の対応  

ニーズ 現状 

N01 
S101, S203, S307, S308, S310, S401, S402, S403, S404, S405, S406, S407, S408, S409, 

S410, S411, S412, S413, S414, S501, S502, S602 

N02 
S203, S307, S308, S310, S401, S402, S403, S404, S405, S406, S407, S408, S409, S410, 

S411, S412, S413, S414, S501, S502, S602 

N03 S101, S202, S307, S602 

N04 
S203, S308, S310, S401, S402, S403, S404, S405, S406, S407, S408, S409, S410, S411, 

S412, S413, S414, S501, S502, S602 

N05 S201, S702 

N06 S101, S702 

N07 S101, S401, S404, S405, S407 

N08 該当なし 

 

 建築記録の編成・記述を含む「整理」という、高度の専門性を求められる複雑な業務の全体にと

って、その成果物であるA記述と、デジタル化した画像を検索・閲覧可能とするNAMA-DBは、業

務の成果物を入れておくための容器であるというだけではなく、業務を支えるツールであり、所蔵

資料と社会とをつなぐインターフェースでもある。そしてそれは建築資料の「学術的、歴史的、芸術

的価値を次世代に継承」し、「近現代建築とその関係資料に対する国民の理解増進を図」る 3、とい

うNAMAのミッションにとっても重要な意味を持つものとなるはずである。したがってNAMA-DBの

検討にあたっては、それが上記のN01～05 を確実に実現するものとなるかどうか、そしてそれらの

                                                   
33 国立近現代建築資料館ウェブサイト.資料館概要. 設置趣旨.  
http://nama.bunka.go.jp/gaiyo/   

http://nama.bunka.go.jp/gaiyo/
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ニーズと照応しているNAMAの現在の実務を支え、改善するようなシステムたりうるかどうかを、慎

重に検討する必要があるだろう。 

 

【参考文献】 
Shepherd, Kelcy and Waverly Lowell. Standard Series for Architecture and Landscape 

Design Records: A Tool for the Arrangement and Description of Archival 
Collections. University of California, Berkekey: Environmental Design Archives, 
2010, https://archives.ced.berkeley.edu/publications  

藤本貴子. 制度としての美術館と破壊者としてのアーカイヴの可能性. 10+1 ウェブサイト. 
2015-06, http://10plus1.jp/monthly/2015/06/issue-06.php  

―― 藤本貴子のエッセイ「建築圏外通信」第 23 回. ギャラリーときの忘れもの ブログ. 
2017-07-22, http://blog.livedoor.jp/tokinowasuremono/archives/53294688.html 

―― 藤本貴子のエッセイ「建築圏外通信」第 24 回. ギャラリーときの忘れもの ブログ. 
2017-08-22, http://blog.livedoor.jp/tokinowasuremono/archives/cat_50036469.html 

 
 

http://10plus1.jp/monthly/2015/06/issue-06.php
http://blog.livedoor.jp/tokinowasuremono/archives/53294688.html
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第３章 海外建築アーカイブズ検索システムの検討 

1. はじめに 

 本章では、NAMA-DB のための様々な検討の参考とするため、海外で NAMA と同様の役割を

果たしているアーカイブズ機関の検索システムについての調査について報告する。 
 機関の選択にあたっては、NAMA の藤本貴子氏のご助言も受け、①複数の建築家・建築事務

所のアーカイブズを ②少なくともナショナル・レベルで収集し ③所蔵資料を公開していることを

条件とした。この条件に当てはまる機関の中から、地理的な多様性も考慮しつつピックアップしたの

が下記の 5 館である。 
 各館につき、A. 各館のウェブサイトからアーカイブズ検索システムにたどりつき、検索するまでの

手順を確認するとともに、B. 検索結果として表示されるアーカイブズ記述から 1-2 件を選び、編

成・記述方法とその表示方法について検討した。 
 
【調査の対象とした機関】 
 
(1) Environmental Design Archives, University of California/Berkeley (アメリカ) 
(2) Canadian Center for Architecture (カナダ) 
(3) Cité de l'architecture & du patrimoine (フランス) 
(4) Het Nieuwe Instituut (オランダ) 
(5) Akademie der Künste, Baukunst-archiv (ドイツ) 
 
 また、この調査は、本業務の参考となる情報やアイディアを収集することを目的に行う簡便なもの

であり、建築アーカイブズ機関のデータベースを悉皆的に調査したり、検索システムの理想像を追

求したりするためではないことを明記しておく。 
 
2. 方法 

以下の手順で、2017 年 10 月 18 日に調査を実施した。 
A. 上記 5館の名称を Googleで検索し、Googleの検索結果から、アーカイブズ検索までた

どりつくプロセスを記述。 

B. アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ。 

C. 検索オプションを確認。 

D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性の確認。 

E. 特定のアーカイブズ記述（フォンドレベル）を読み、編成・記述の方法を確認。 
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3. 調査結果 

3-1.  Environmental Design Archives, University of California/Berkeley (アメ

リカ) 

 
URL:  https://archives.ced.berkeley.edu/ 
機関情報（”About”ページ）：https://archives.ced.berkeley.edu/about-the-archives 
「歴史：  
1953 年、ウィリアム・W・ワースターが教育のためのコレクションとして Environmental Design 
Archives (創設当時は「建築アーカイブズ」Architectural Archives)を設立した。高名な建築史

家、ヘンリ－・ラッセル・ヒッチコックの助言に基づいてのことであった。開館を記念して最初に寄贈

されたのは、バーナード・メイベックの個人文書とプロジェクト記録であった。1973 年、景観設計学

部 （Department of Landscape Architecture）のコレクションと建築アーカイブズが一つになり、

College of Environmental Design はこれらを「文書コレクション」と総称することになった。このコ

レクションが、正式なアーカイブズ・プログラムの設立にあたり、1999年にEnvironmental Design 
Archives(以下、「EDA」という。)になったのである。アーカイブズはカリフォルニア北部地域を代

表する歴史的建築・環境設計関連のコレクションとなった。 
 創設以来、アーカイブズはバークレーの教員により運営され、支えられている。創設当初から館

の運営を担ったのは建築家ケネス・カードウェル（1953-1972）であり、その後任が建築史家のステ

ィーブン・トブリナー（1973-2003）である。建築家・著述家のマーク・トライブ（2004-2014）が EDA
設立期から教員兼キュレーターを勤め、ウェーヴァリー・B・ロウェルが初代の専門職アーキビストで

ある。」（英語から翻訳）  
 
3-1-A. Google の検索結果から、アーカイブズ検索までたどりつくプロセス 
 
 まず機関名称で Google 検索すると、結果のトップに EDA が表示され、そこからすぐに所蔵資料

のリスト「List of Collections」に進めるようになっている。 
 
The Environmental Design Archives is committed to raising awareness of the significant architectural 

and landscape heritage of Northern California and beyond through collecting, preserving, and providing 

access to the primary records of the ... 

List of Collections 
Names without links are collections held by the 

archives ... 

Monetary Donations 

Financial support is critical to the survival and 

success of the ... 

 

List of Collections をクリックすると、以下の画面が出る。 
 

https://archives.ced.berkeley.edu/
https://archives.ced.berkeley.edu/eda-donations
https://archives.ced.berkeley.edu/eda-donations
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3-1-B．アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ 

 

 
 EDAはカリフォルニア州内の機関で、カリフォルニア大学の一部なので、基本的に検索と検索結

果の表示はカリフォルニアのアーカイブズ専用ポータルであるOnline Archive of California
（OAC）4で行う仕組みになっている。このページ上のリストに、建築家の姓あるいは事務所名の

ABC順で並んでいるコレクション名を選択してクリックすると、建築家や事務所の履歴情報と、ごく

簡単なコレクションの説明が書かれたページへ飛ぶようになっている。 
 例えば、Ciampi, Mario を選択すると、次のページへ行く。 

 
 
 Ciampiの文書についてFinding Aid（目録）を見たい場合、see the Finding Aid の部分をクリ

ックすると OAC 上で提供されている Finding Aid へ飛ぶようになっている。また、建築プロジェクト

に関しては Project Index がスプレッドシートで別に用意され、see the Project Index からダウン

ロードできるようになっている。 
                                                   
4 University of California. “Online Archive of California“.  http://www.oac.cdlib.org/ 
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3-1-C. 検索オプション／3-1-D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性を確認 
 上記の通り、細かな検索は全て OAC 上で行う仕組みになっている。 
 キーワード検索の他、館の名前、地理的位置（Google Map と連携）などから多様な検索が可能。

検索結果は画面上で見られるほか、フォンドまたはコレクションレベルの Finding Aid を HTML ま

たは PDF でダウンロードすることも可能である。 
 

3-1-E. 特定のフォンド記述を読み、編成・記述方法を確認 
 スタンダード・シリーズ準拠である。 
 
3-1-F. 全体的な評価 
 記述情報を公開するシステムとしては OAC があるので、そこは OAC に完全に任せ、自館ウェブ

サイト上でできることを確実に無駄なく行っているという印象。全体にシンプルながら目に快くデザ

インされている。また Google 検索から目録にたどり着くまでも、合理的な流れで情報が提示される

だけでなく、寄り道してもそれなりに楽しめるように作られている。Project Index はスプレッドシート

でそのまま提供するなど、過剰に作り込まない提供のしかたにも好感が持てる。 
 
3-2.  Canadian Center for Architecture (カナダ) 

 
URL:  http://www.cca.qc.ca/en/(英語ページ) 
機関概要（”About”ページ）:  http://www.cca.qc.ca/en/about（同上） 
「カナダ建築センター（The Canadian Centre for Architecture：CCA）は、建築が公共の問題で

あるという基本認識に基づき運営されている国際的研究機関である。センターはフィリス・ランバー

トにより1979年に新しいタイプの文化機関として設立された。その目的は、現代社会における建築

の役割についてより多くの人々に理解してもらうこと、そしてこの分野の研究を振興することである。」

（英語から翻訳） 
 
3-2-A. Google の検索結果から、アーカイブズ検索までたどりつくプロセス 
 機関名称で検索すると、検索結果のトップに表示される。 
 

Canadian Centre for Architecture (CCA) 

https://www.cca.qc.ca/en/ 

 

The Canadian Centre for Architecture (CCA) was founded in 1979 as a new form of cultural institution to 

build public awareness of the role of architecture in society, promote scholarly research in the field, and 

stimulate innovation in design practice. 

http://www.cca.qc.ca/en/
http://www.cca.qc.ca/en/about
https://www.cca.qc.ca/en/
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Visit 

Collection access is available by appointment 

Monday through ... 

About 

About the Canadian Centre for Architecture. Read 

more on the ... 

More results from cca.qc.ca » 

 
 検索画面には直接入れないので Canadian Centre for Architecture (CCA)をクリックして進むと、

画面下方に Visit/About/Calendar/Past のタブがあるが、検索はない。 
 画面左上に Issues とあるのでそれをクリックするといろいろな選択肢が表示されるが、所蔵資料

の検索へ行くようなものはない。 
 試しに画面右上の拡大鏡のマークをクリックしてみると、これが Search への入り口であり、開くの

が次の画面である。 
 
3-2-B. アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ 

 
 
 このように、フリーワードで何でも検索できるフィールドとコメントのみが表示され、建築家の名前な

どを知らないと何も検索できない。したがって他の入り方を探してみる。画面右上の×をクリックして

機関のトップページに戻り、About→スクロールして Collection→スクロールして Archival 
Holdings を選択すると、コレクションのリストから記述を表示させることができる。また、どの画面に

いても Search Engine を選択すると、上記の検索ウィンドウが表示される。 
 
3-2-C. 検索オプションの確認 
 上記の通り、検索フィールドにフリーワードを入れて全コレクション（図書館なども含む）を一括検

索するか、Archival Holdings からコレクションリストへ進み、そこで特定のコレクションを選択する

かの 2 択のようである。 

https://www.cca.qc.ca/en/visit
https://www.cca.qc.ca/en/about
https://www.google.co.jp/search?rlz=1C1JZAP_jaJP742JP742&q=+site:cca.qc.ca+Canadian+center+for+architecture&sa=X&ved=0ahUKEwid1rOTiJ3ZAhWGEpQKHbhaDQUQrAMIMw
https://www.cca.qc.ca/en/
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3-2-D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性の確認 
 上記から、試みに 3 番目に表示されている Ray Affleck fonds(AP088)をクリックしてみると、 

 

 
このようなフォンドの概要が書かれたページが開く。これで終わりのようにも見えるが、フォンド名に

下線があるのでこれをクリックしてみると、下記のようなフォンド記述ページが開く。 
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しかし、このページを PDF 等でまとめてダウンロードすることはできない。 
 
3-2-E. 特定のフォンド記述を読み、編成・記述方法を確認 
 上記フォンドの編成は以下の通り。（関連部分を抜粋して一部のみ翻訳） 
 
「このフォンドは CCA への寄贈当時、17 の箱に収められ、レイモンド・アフレックの個人秘書により

おおまかにアルファベット順に配列されていた。記録の保存のため資料は 18 箱に入れ替えられた。

現秩序は維持されている。」 
 
 フォンドは三つのシリーズと 11 のサブシリーズに編成されている。シリーズとサブシリーズは以下

の通り。 
 
“AP088.S1 Professional Practice  

AP088.S1.SS1 Partnership agreements (1961-1988) 
AP088.S1.SS2 General correspondence (1966-1988) 
AP088.S1.SS3 Administrative files: contracts and projects (1952-1986) 
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AP088.S1.SS4 Professional associations (1966-1989) 
AP088.S1.SS5 Advisory committees and juries (1964-1986) 
AP088.S1.SS6 Participation in other groups and organizations (1969-1987) 

 
AP088.S2 Publications, lectures and teaching 

AP088.S2.SS1 Writings, interviews, panel discussions (1957-1989) 
AP088.S2.SS2 Correspondence with colleges and universities (1966-1989) 
AP088.S2.SS3 Documentation (1958-1986) 

 
AP088.S3 Personal Files 

AP088.S3.SS1 Personal and family files (1962-1986) 
AP088.S3.SS2 Fundraising and donations (1959-1982)” 

 
 つまり、物理的な原秩序は保存しているという事実と、それがこのように編成されていることはわか

るのだが、その二つがどの程度一致しているのかはよくわからない記述となっている。 
 
3-2-F. 全体的な評価 
 特定の建築家の資料を探している利用者であれば、トップページの拡大鏡アイコンが「検索」へ

の入り口だということさえわかれば、名前を入力して難なく検索できるだろう。そうでない利用者にと

っては、なかなか手ごわいサイトである。もう少し検索への入り口、検索方法をわかりやすく表示し

てもよいのではないだろうか。 
 
3-3.  Cité de l'architecture & du patrimoine (フランス) 

URL：https://www.citedelarchitecture.fr/ 
機関の概要（”About”ページ）：

https://www.citedelarchitecture.fr/fr/article/les-missions-de-la-cite  
「La Cité de l’architecture et du patrimoine は国立ながら産業・商業的性格を持つ機関として

2004 年に設立され、2007 年に一般公開された。単一の機関だが、博物館、建築センター、教育

機関、専門図書館、アーカイブズ機関の機能を併せ持っている。」（フランス語から翻訳） 
 
3-3-A. Google の検索結果から、アーカイブズ検索までたどりつくプロセス 
 機関名称で検索するとトップに表示される。しかし、検索やコレクションへのリンクはそこには表示

されないので、機関のホームページに進み、右上に表示されるメニュー（三本線）を開くと、選択肢

の中に Decouverte des collections（直訳すれば「コレクションの発見」）があるので、それを選択

する。 
 選択肢がいくつか表示されるので、Les archives d'architecture du XXe siècle（「20 世紀の建

https://www.citedelarchitecture.fr/
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築アーカイブズ」）を選択。 
 アーカイブズのトップページに飛ぶので、ページ右側に表示される Acceder à la base de 
données ArchiWebture（「データベース ArchiWebture にアクセス」）というボタンを選択すると、

建築アーカイブズ専用の統合データベース ArchiWebture
（http://archiwebture.citechaillot.fr/）のページへ進む。 
  
3-3-B. アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ 
 
ArchiWebture のトップ画面はこのようになっている。 

 

 
3-3-C. 検索オプションの確認 
 上のページの左、Recherche（検索）のところを見ると、三つのオプションがあることがわかる。 
 Liste des fonds（フォンドごとのリスト） 

 Recherche par formulaire （詳細検索） 

 Recherche libre （フリーワード検索） 

 
3-3-D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性の確認 
 とりあえず、Liste des fonds から、トップにある Charles Adda のものを選択してみる。 

http://archiwebture.citechaillot.fr/
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 上の画面のように、フォンド単位の概要が記載されたページが開き、この部分の情報だけを PDF
でダウンロードすることも可能である。 
 Présentation という見出しの上にある二つのタブから、画像のセレクションへ、あるいは詳細（完

全）目録 Inventaire complet へ進むこともできる。 
 ここで興味深いのは、この記述での分類（classement）は物理的なものらしいことである。（下へ

スクロールすると読めるようになっている） 
 
“Organisation - Classement  
Cotation et conditionnement du fonds: 
- 218 Ifa 001-150: boîtes de dossiers (écrits, imprimés, plans pliés), （文書用のボックス） 
- 218 Ifa 176-182: boîtes de rouleaux, （筒） 
- 218 Ifa 201: boîte plate 55 x 65 (photographies), （おそらく平置きのボックス、写真用）  
- 218 Ifa 400-521: pochettes de doc. graphiques (conservées en tiroirs de meubles à 

plans),（グラフィック資料収納） 
- 218 Ifa 600-626: pochettes de documents hors format.（大判資料収納）” 
となっており、具体的な請求番号は、形態別に付与されていることがわかる。 
 
 前述した Inventaire Complet のタブを選ぶと、目録情報が表示され、 
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 見たい項目だけをクリックして画面上で読むこともできるし、PDF で一部または全部をダウンロー

ドすることもできる。画像セレクションも下に表示されている。 
 
3-3-E. 特定のフォンド記述を読み、編成・記述方法を確認 
 Charles Adda の目録を PDF でダウンロードして読んでみた。 
http://archiwebture.citechaillot.fr/pdf/FRAPN02_ADDCH.pdf 
 編成自体はかなり人為的で（他のコレクションも少し見てみたが、かなり自由にシリーズが組まれ

ているようである）、シリーズの中のまとまりに付されている番号を見ると、目録上の配列は基本的に

物理的管理の実態順（＝箱の種類）に分けた上で、請求番号順に並んでいるように見受けられる。 
 
3-3-F. 全体の評価 
 カナダの CCA と比べれば使いやすいが、やはり検索に入るまでにいろいろな選択をしなければ

ならないのはマイナス要素ではないか。もう少し容易にArchiWebtureに進めるようにすることは可

能だろう。ただし ArchiWebture に入ってしまえば検索は容易だ。システムを構築し、膨大なレガ

シー記述をこのシステムに入れ、画像を載せる作業のたいへんさが見えてくるようなシステムであ

る。 
 
3-4.  Het Nieuwe Instituut (オランダ) 

URL：https://hetnieuweinstituut.nl/ 
機関の概要（”About”ページ）：https://hetnieuweinstituut.nl/en/about-us  
“.... Het Nieuwe Instituut は展示や講演会、研究員制度などを企画・運営し、研究・開発プロ

http://archiwebture.citechaillot.fr/pdf/FRAPN02_ADDCH.pdf
https://hetnieuweinstituut.nl/
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ジェクトを実施し、それらのプロジェクトの成果を公刊している。これらの活動は二つの複数年度に

またがるプログラム、「景観とインテリア」「モノと素材」および年度ごとのプログラム（2014 年「第一次

世界大戦」、2015 年「世界の博覧会」（？）、2016 年「オリンピック」）の枠組みのなかで実施されて

いる。  
.....Het Nieuwe Instituut （以下、「HNI」という。）は 2013 年 1 月 1 日、the Netherlands 
Architecture Institute、 Premsela, the Netherlands Institute for Design and Fashion、
そして Virtueel Platform（e-カルチャー専門機関）の合併により誕生した。」（英語から翻訳） 
 
3-4-A. Google の検索結果から、アーカイブズ検索までたどりつくプロセス 
 やはり機関名称で検索するとトップに出てくるが、そこからアーカイブズやコレクション検索に直接

入ることはできない。 
 機関のトップ画面に行き、左上に表示されている Rijksarchief voor Nederlandse 
Architectuur en Stedenbouw を選択すると https://collectie.hetnieuweinstituut.nl/へ。 
このページで Menu を開くと下の方に EN とあるので、それを選択して英語表示にする。 
Scroll to explore collections と表示されたらそれに従ってスクロールすると、ウィンドウが画面右

下から上がってくるので、そこから Search the collection を選択。 
Go to the Search Portal をクリックするとようやく検索画面である。 
  
3-4-B. アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ 
Search Portal に入ると、archives, objects, publications,..などのセクションに分かれているので

archives を選択すればよい。  

 
 
archives を選択すると、まずは Finding Aid レベルで 683 の全データがずらっと並ぶ画面にな

る。 

https://collectie.hetnieuweinstituut.nl/
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3-4-C. 検索オプションの確認 
このページでは Order by....で様々なソートが可能なので、例えば Title (asc＝昇順)でソートして

みると、フォンドタイトル（＝おおむね人名か事務所名）のABC順に配列される。またこの画面の上

部に検索フィールドがあるので、「アーカイブズ」に分類される所蔵資料だけを対象に、あるいはデ

ータベースに搭載されている全データを対象にして、特定のキーワードで検索することもできる。 
 
3-4-D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性の確認 
 例えば、全データベースを対象として「Joost Vahl」と入れて検索すると、セクションごとに何件ず

つヒットしたかがまず表示される。 

 
 
出版物が見たければ Publications に行けばよい。 
ここでは１件ヒットしている Archives に進む。 



28 
 

 
 
 この画面でだいたいの内容を読むこともできるし、XMLまたはPDFで目録全体をダウンロードす

ることも可能。表示もわかりやすい。 
 
3-4-E. 特定のフォンド記述を読み、編成・記述方法を確認 
 この Joost Vahl の目録を PDF でダウンロードして読んでみる。 
https://zoeken.hetnieuweinstituut.nl/images/archives/pdf/VAHL.ead.pdf 
 それによると、このフォンドは建築家自身でかなり整理してから寄贈されたらしく（ただし、オランダ

語を Google 翻訳したので正しい理解ではない可能性がある）、寄贈時のオリジナルの番号と、

HNI で付与した番号が併記されている。また、建築家自身が行った編成の概要がまとまりごとに作

成されているらしく、それらの概要は各まとまりの最初のファイルに入れておいて、利用者に必要に

応じてそれを参照するよう促しているなど、なかなか興味深い実務がうかがえる。 
 
（追記）他のコレクションの目録を見ると、請求番号がコレクション ID＋ｇ（文書資料）、＋ｔ（図面）、

＋ｆ（写真）などのようになっていて、資料の形態が ID 上区別されているものもある。おそらく、こうし

たコレクションにつしては、知的編成と物理的管理が別々になっていることを反映しているのではな

いかと思われる。 
（例えば、J.B. Bakema のアーカイブズ目録 
https://zoeken.hetnieuweinstituut.nl/images/archives/pdf/BAKE.ead.pdf） 
 
3-4-F. 全体の評価 
 CCA と同様、ウェブサイト全体がスマートデバイス対応になっているせいか、PC だと微妙に使い

づらい印象。オランダ語がわからない場合、まず英語表示にするのに一手間かかり、そこから検索

システムまでもやや道のりが遠い。しかし、ArchiWebture 同様、いったんたどり着いてしまえば比

較的使いやすいシステムであると言える。 
 

https://zoeken.hetnieuweinstituut.nl/images/archives/pdf/BAKE.ead.pdf
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3-5.  Akademie der Künste, Baukunst-archiv (ドイツ) 

URL:  https://www.adk.de/de/archiv/archivabteilungen/baukunst/ 
機関の概要（”About”ページから：https://www.adk.de/en/academy/index.htm 
“ベルリン芸術アカデミーは、1696 年に設立された、ヨーロッパでも最古の文化機関の一つである。 
現在のアカデミーは芸術家の国際的なコミュニティであり、6 部門に 416 名のメンバーを擁している

（視覚芸術、建築、音楽、舞台芸術、映画、メディア・アート）」（ここまで英語）「芸術アカデミーは展

示や様々な催し物が行われる場であり、芸術家と、芸術に関心のある人々が出会う場であり、芸術

および文化政策についての開かれた討論の場でもある。アカデミーのアーカイブズには、1200 を

超える芸術家の手稿類、広範な作品コレクションおよび図書館が含まれ、20 世紀の芸術に関する

学際的アーカイブズのうち、最も重要なものの一つとされている。」（ドイツ語から翻訳） 
 
3-5-A. Google の検索結果から、アーカイブズ検索までたどりつくプロセス 
 機関名称で検索すると結果のトップに表示され、右側のブロックに「Archiv」と表示される。 
 
Akademie der Künste, Berlin 

https://www.adk.de/ 

 

Translate this page 

Die Berliner Akademie der Künste ist eines der ältesten europäischen Kulturinstitute mit einer 

internationalen Gemeinschaft von Künstlern. 

Academy 

The Akademie der Künste (Academy of Arts). 

The ... 

Akademie 

Gegründet im Jahre 1696 gehört die Akademie 

der Künste in ... 

Baukunst 

Das Sammeln von Zeugnissen zur Architektur 

reicht bis ins späte ... 

Archiv 

Archivdatenbank - Easydb.archive - Benutzung - 

Bibliothek - ... 

 
 Archiv をクリックする Archiv のページに飛ぶので、その画面の左側にある Archivdatenbank
（アーカイブズ・データベース）を選択。 
データベースの説明画面に飛ぶので、そこからさらに Archivedatenbank を（いろいろなところに

入り口がある）選択するとようやく DB にたどり着く。 
ログインを求められるが、Gast（ゲスト）をクリックすればそのまま検索画面へ入ることができる。 
 

https://www.adk.de/de/archiv/archivabteilungen/baukunst/
https://www.adk.de/
https://translate.google.co.jp/translate?hl=en&sl=de&u=https://www.adk.de/&prev=search
https://www.adk.de/en/academy/index.htm
https://www.adk.de/de/akademie/
https://www.adk.de/de/archiv/archivabteilungen/baukunst/
https://www.adk.de/de/archiv/
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3-5-B. アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ 

 
 
 画面左側にコレクション全体の構造がツリーで表示されており、ここで Historisches Archiv（歴
史的アーカイブズ）という言葉に惑わされることなく（これを選択するとアカデミー自体のアーカイブ

ズへ）、その下の Baukunst を開く。 
 
3-5-C. 検索オプションの確認 
 画像の上にフリーワード検索用のフィールドがあるほか、画面左側のツリーで一覧しながら望む

資料にたどり着くこともできる。このツリーをアルファベット順にソートして見ることもできる。 
 
3-5-D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性の確認 
 Baukunst を開き、左側のツリーを見ると、 
 

1. Künstlerarchive/Persönliche Bestände （アーティスト/個人文書） 
2. Institutionen und Verbände（機関や団体） 
3. Thematische Sammlungen（テーマ別コレクション） 
4. Akademie der Künste（芸術アカデミー） 
5. Archivische Hilfsmittel（参考資料） 

 
のように分類されていて、1 を開くと、コレクションが人名順に並ぶようになっている。 
そして、驚くべきことに、全コレクションが以下の８セクションに分類されている。 

01. Lebensdokumente（生涯に関するドキュメント） 
02. Sachakten（件名・業務ファイル） 
03. Manuskripte（手稿類） 
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04. Allgemeine Korrespondenz nach Briefpartnern （書簡、相手先別） 
05. Druckschriften（印刷物） 
06. Fotos（写真） 
07. Pläne und Zeichnungen （図面類） 
08. Modelle und 3D-Objekte（モデルと３D オブジェクト） 

 
 人名の横の＋をクリックするとこれが開き、右側に分類順に情報が並んで表示される。この並び

順は、分類、日付、タイトルなどで変更することができる。 
 検索結果の全体(目録全体ではない)を、PDF で出力することも可能（右上のプリンタのようなアイ

コン）。 
 各記述にパーマリンク（permalink）が付されていることも注目に値する。 
 
3-5-E. 特定のフォンド記述を読み、編成・記述方法を確認 
 フォンド記述というものが存在せず、コレクションの由来などが全くつかめない。しかし編成は上記

の通り全て同じで、非常に安定している。知的な編成と物理的管理がどうつながっているのかは、

全体が見えないのでよくわからない。 
 
3-5-F. 全体の評価 
 とにかく非常に独特なシステムという印象。ただ、何も知らない人でも検索画面にさえたどり着け

ば、ツリー表示から選択することで、様々な資料群の記述を眺めてみることはできる。また、ここから

資料利用の手続きも済ませることができるらしいのも興味深い。 
 
4. 調査結果の検討 

 5 カ国、５機関のデータベースをチェックしてみて、気づいた点を挙げておく。 
 
4-1. ヨーロッパの 2 機関（フランス、オランダ）においては、少なくとも一部のフォンドについては、

物理的管理と知的編成とは必ずしも一致しないように見えた。ただ、その場合も目録上では

知的な編成で資料群を理解することができるような配慮がなされている。とくにフランスの

ArchiWebture では、具体物の収納と配列が示されているので、万が一図面だけ、または

写真だけ全部見たいという利用者がいた場合、そうしたニーズにも応えられるようになってい

る。知的な編成と物理的な配列が一致していない場合、知的な編成単位の配列と、物理的

管理のために付与され、出納の際に用いられる請求番号にずれが生じてしまい、リストだけ

を見て利用者が請求してきたときに、館の側で「あれはこっち」「これはあっち」と物理的配列

の順に並べ直して書架に向かう、などある程度の工夫が必要になる場合がある。その点でフ

ランスの実務は参考になった（実現には多大な手間がかかるようだが）。記述の完成度も

様々で、表示されるフォンド記述をPDFでダウンロードできるだけだったり、詳細なリストを部



32 
 

分ごとに、あるいはまるごとダウンロードできたりなど多様なパターンがあった。 
   また Europeana 上で試してみたところ、ArchiWebture のデータは検索にはヒットしない

ようだった。今後 Europeana との連携は予定されているのか、ジャパンサーチとの関連でも

気になるところである。 
 
4-2. EDA のやり方は非常に好感度が高かった。Google 検索の結果からほぼ直接にコレクション

情報に入ることができ、全体に読み物と画像が適度に配置され、検索「経験」としてとても快

適であったことは特記しておきたい。また Project Index についてはスプレッドシートでダウ

ンロード可能にしていたり、記述データの検索は OAC 上で実現して、他機関との横断検索

も可能にしているなど、一つのシステムや一つの機関で全てを実現しようとするのとは異なる

発想の自由さ・柔軟さを感じた。これはカリフォルニアという環境と、カリフォルニア大学バー

クレー校内の機関ならではの資源の豊かさが可能としていることかもしれない。  
 
4-３．全体にサイトの見栄えにこりすぎると、ユーザーが目的の情報にたどり着くまでに時間がかか

りすぎ、ストレスフルな検索経験になるようだ。 
 
４-4．調査者自身に建築分野の知識がないため、フリーワード検索については検討できなかったの

が残念である。 
 
4-5. 5 機関それぞれに個性があり、建築分野の編成・記述およびその成果の見せ方が、国際的

に標準化されるにはまだまだ時間がかかりそうに思えた。とはいえ、建築家・事務所名の典

拠管理と、Project Index のような、建築家が関わったプロジェクト情報の集約は、やはり必

須のようである。 
 
4-6. 現在NAMAで検討している二つのシステムは、基本的に一般的なアーカイブズ資料を対象

としたシステムである。そのため、建築記録特有の課題―例えば複数のプロジェクトの図面

が 1 本の筒に入っており物理的にはそのまま管理されているが、利用者としてはプロジェクト

単位で資料を見たい、というときなどに生じる物理的配列―知的編成間の齟齬を、作業・運

用として、整理作業→システム入力→結果表示に至るどの部分で解決するのかについては、

慎重な検討が必要となるのではなるだろう。 
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第４章 Access to Memory （AtoM） について 

1. はじめに 

 

Access to Memory（以下、「AtoM」という。）は、ICAのイニシアティブによりカナダのArtefactual 

Systems社（以下、「AS社」という。）が開発し、現在も維持しているアーカイブズ記述およびデジタ

ル・オブジェクト公開のためのソフトウェアである。世界中の規模も性格も様々なアーカイブズ機関

が、所蔵資料に関する記述やデジタル化画像をウェブ上で公開できるようにするために開発され

たAtoMは、複数のオープンソース・アプリケーションを組み合わせる形で構築されており、AS社が

提供するAtoM関連ウェブサイトから誰でも自由にダウンロードして使用することができる 5。同社は

営利目的の民間企業だが、AtoMに関してはオープンでフリーという基本線を維持し続けている。 

AtoM は日本国内ではほとんど利用者がおらず、英語で読める文献も多くない。そこで本レポー

トでは、AtoM 開発の経緯と基本的機能について、AtoM 関連サイトの掲載情報や、同サイトで公

開されている文献を用い、簡潔にまとめてみることとしたい。 

 

2. AtoM開発の経緯 

2-1. ICAプロジェクトの開始からベータ版のリリースまで（2003 年～2008 年）  

 

2003 年、ICA の情報技術委員会が、オープンソースのアーカイブズ資源情報システム（Open 

Source Archival Resource Information System: OSARIS）の機能要件についての報告書を公表した。

この委員会をリードしたのは、オランダを代表するアーキビスト・アーカイブズ論者である Peter 

Horsman である。この委員会は、報告書で明示した機能要件をもとに、オープンソースのアーカイ

ブズ記述用アプリケーションを開発することを目指していたが、資金不足から開発には至らなかっ

たという（van Garderen 2009:15-16）。 

 しかし 2005年になって、ICAの人権特別委員会（Human Rights Task Force）が、人権侵害に関す

るアーカイブズ資料のオンライン・ガイドを作成するためにUNESCOの「みんなのための情報プログ

ラム」(Information For All Programme (IFAP))6から 4 万５千ユーロの助成金を得る。この助成には、

オンライン・ガイドの作成にあたってはオープンソース・ソフトウェアを用いることが条件として付され

ていた。この助成金が、流れてしまったOSARISプロジェクトを再度軌道に乗せるためのチャンスた

りうると考えたHorsmanは、ICA事務局の合意を取り付けたうえで、当時ロッテルダム市公文書館の

プロジェクトに共同で取り組んでいたPeter van Garderenにソフトウェア開発を依頼したのである(van 

Garderen 2009:16)。 

                                                   
5 https://www.accesstomemory.org/en/ 
6 
http://www.unesco.org/new/en/communication-and-information/intergovernmental-programmes/info
rmation-for-all-programme-ifap/homepage/ 
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Peter van Garderenは、1997 年にブリティッシュ・コロンビア大学でアーカイブズ学修士号を取得

したのち、ソフトウェア開発企業勤務を経て、同大学のLuciana Duranti教授を代表者とする電子記

録の長期保存に関する国際研究、 InterPARES（“The International Research on Permanent 

Authentic Records in Electronic Systems”の略称）7のプロジェクト・コーディネーターに就任。その

後 2001 年にAS社を設立し、電子記録保存に関するコンサルティング業務に従事するようになった

という。「この間、私はフリーかつオープンソースのソフトウェアに関する運動に強い関心を持つよう

になっていた」（van Garderen 2009:2）と語る彼は、アーカイブズ学の知識、ITスキル、フリーでオー

プンなカルチャーへの共感という三つの資質を全て備えており、このICAのプロジェクトに最適の人

材であった。 

彼の働きにより、2006 年半ばにはプロトタイプが ICA に提示され、2008 年にマレーシアのクアラ

ルンプールで開催される ICA 大会（4 年に一度）でソフトウェアをリリースすることが決定された。

ICA 事務局長 Joan van Albada が、このソフトウェアを“Access to Memory”と名付けたのもこの頃で、

ICA の肝いりで開発されたことを明示するため、略称は ICA-AtoM とすることも決まった(van 

Garderen 2009:16) 。 

2006 年 9 月にはプロトタイプの更新版が UNESCO に提示されたが、この頃までに、プロジェクト

開始時に予定された資金と人員では、2008 年大会でのリリースには間に合わないことが明らかとな

った。その後プロジェクトは、世界銀行グループ・アーカイブズ、オランダ国立アーカイブズ教育・研

究所、フランス国立公文書館総局、アラブ首長国連邦ドキュメンテーション・研究センターなどから

資金を得て、最終的に 2008 年 7 月のリリースにこぎつけることになる。プロジェクトの資金総額は、

当初の UNESCO からの助成金全額がこのプロジェクトに向けられたと仮定すると、おおよそ 35 万

ユーロにのぼるとみられる（van Garderen 2009:16-18）。こうしたコストは、ICA の通常のプログラムか

らすれば大きなものだったが、同様のオープンソース・ソフトウェア開発プロジェクト（DSpace （2002

年）: 2 百万ドル、Fedora（2007 年）：４百万ドル）と比較するとむしろリーズナブルな金額であるという

（van Garderen 2009:19）。 

 

2-2. ICA-AtoM運営委員会から AS社での開発継続へ（2008年～現在）  

 

さて、上述の通り 2008年に開催されたICA大会では、最初のベータ版ICA-AtoM1.0がリリースさ

れると同時に、1,300 枚のデモCDが大会参加者に配布された。ベータ版はオンラインでも公開され、

その後AS社がホストするウェブサイト上で、全世界 30 機関での公式検証が始まることになる

（Bushey 2012:2）8。この検証プロセスでは、例えばフランス公文書館総局がICA記述標準との適合

性を徹底的に検証したほか、多くの館がシステムのユーザビリティーをテストしたという。例えばイラ

                                                   
7 Inter PARES Project. “Home”. http://www.interpares.org/ 
8 このベータ版の検証に関する情報の一部は現在も https://wiki.ica-atom.org/Beta_testing に残されて

いるが、各館での検証報告はほとんどリンク切れのようである。 
 

https://wiki.ica-atom.org/Beta_testing
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ン国立公文書館は、数十万件のアーカイブズ記述と典拠レコードを入力して検証を行い、既存の

典拠レコードと膨大なアーカイブズ記述をリンクすることの困難さを明らかにした。こうした検証によ

り明らかになった問題の解決策が検討され、システムに組み込まれていった（van Garderen 2009：

12）。 

それと同時に、ソフトウェアの持続可能性を確保するためにもより安定した組織的基盤が必要で

あるとの認識から、ICA 内に ICA-AtoM 運営委員会（ICA 執行委員会へ報告義務を負う）が設置さ

れた。そこで再確認されたのが、ICA-AtoM プロジェクトの目的と価値である。 

同委員会によれば、ICA-AtoM プロジェクトの目的は、以下の条件を満たすフリーでオープンソ

ースのソフトウェアを提供することであった。 

「１．様々な組織や機関が、所蔵するアーカイブズ資料をオンラインで提供できるようにすること

（とくに、このプロジェクトが提供するソフトウェアがなければそれができないような組織や

機関のために） 

２．ICA が定める記述標準に準拠した形で、アーカイブズ記述を管理すること 

３．多言語のインターフェースと翻訳機能を提供すること 

４．様々なタイプのコレクションをサポートすること 

５. 完全にウェブベースであり、ユーザーフレンドリーで、アクセス可能性に関するベスト・プラク

ティスに則っていること 

６．柔軟でカスタマイズ可能なこと 

７．機関の大小にかかわらず有用であること 

８．単一機関でも複数機関でも実装可能であること」（van Garderen 2009:18） 

 

 また、プロジェクトは「オープンソースの協働の精神」で進められるべきとされ、そこで求められる価

値は以下のようなものであった。 

 

「１．技術的ノウハウを公開・共有すること 

２．専門職のベスト・プラクティスを広めること 

３．ユーザーおよび開発者からなる活発なコミュニティを育てること 

４．既存のウェブ技術を生かして、最良のアーカイブズ・ソフトウェアを開発すること 

５．財政的・技術的資源が限られている組織に、解決策を提供すること 

６．必要な財政的・技術的資源を有する組織に、積極的な参加を求めること 

７．関連するコミュニティとの分野を超えた協働のための共通基盤を提供すること 

８．ICA-AtoMが幅広く利用されることを通じてビジネスモデルを確立し、ICA-AtoMやその他の

ICA の活動を支える資金源を生み出すこと」（van Garderen 2009:19） 

 

その後、さらにベータ版が数回リリースされ、ICA による技術監査、カナダ国立図書館・

公文書館（Library and Archives Canada）でのスケーラビリティ検証、そしてバンクーバーお
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よびトロントでのユーザビリティ検証を経て、2010 年 11 月に最初の製品版 ICA-AtoM1.1

がリリースされた。 

 しかし、ICA内の運営委員会を基盤としたプロジェクト運営には限界もあり、その後

ICA-AtoMプロジェクトは、その目的や価値も含めて丸ごとAS社に引き継がれることになっ

た。そして 2013 年 10 月、名称から「ICA」を除いた「AtoM」となり、新ヴァージョン 2.0.0

がリリースされる（AtoM Wiki, Development Philosophy）。

その後も順調に年 2 回ほどのペースで改善・更新が続

けられており、2018 年 2 月 14 日現在の最新版は 2.4.0

（2017 年 9 月 5 日リリース）9である。 

 

3. AtoMの構成と機能 

（右図：Artefactual Systems Inc. “What is AtoM?” Technical Overview. 

https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/overview/in

tro/) 

 

 右図はAtoMの構成を示したものである。繰り返しになる

が、AtoMはウェブベースのアプリケーションで、全てオープ

ンソースのアプリケーションを組み合わせて構築され、

Atom自体もGNU Affero General Public License, Ver.310で

公開されている。OSはUbuntu(Linux)、HTMLサーバーは

Nginx、WebアプリケーションフレームワークはPHPで書か

れたSymfony、データベースはMySQL、検索エンジンは

Elasticsearchを使用している。関連するドキュメンテーション（ユーザー用マニュアル、管理者用マ

ニュアル、開発者用マニュアル）は全て同社サイト上で公開されているほか、ユーザーフォーラムで

も関心のあるユーザーと同社スタッフとの活発なやりとりが行われている 11。技術的な知識とサーバ

ー環境さえあれば、誰でもシステムをセットアップし、稼働させることが可能である。 

 また、基本的な操作・作業のほとんどはウェブ上のインターフェースから行えるので、操作する権

限のあるユーザーであれば、いつでもどこからでも必要な作業をすることができる。ただし、様々な

環境設定の変更や、大量のデータのやりとりなどはコマンドラインから行うことが推奨されている。 

  

 AtoM の基本的な機能は、以下の通りである。 

 
                                                   
9 Artefactual Systems, Inc., Atom, “Downloads”. https://www.accesstomemory.org/en/download/ 
10 GNU Operating System. “GNU Affero General Public License”. 
https://www.gnu.org/licenses/agpl-3.0.en.html 
11 Artefactual Sytems, Inc., on Google Group, AtoM user discussion forum.  
https://groups.google.com/forum/#!forum/ica-atom-users 

https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/overview/intro/
https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/overview/intro/
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１）アーカイブズに関連する様々な記述情報を、複数の国際標準に準拠した形で入力・編集・検

索・閲覧できる。 

 国際アーカイブズ評議会が作成した四つの国際標準、 

• アーカイブズ記述に関する一般的国際標準（ISAD（G）） - 第 2 版、1999 年 

• 団体、個人及び家に関するアーカイブズ典拠レコード記述の国際標準（ISAAR（CPF）） - 

第 2 版、2003 年 

• アーカイブズ所蔵機関の記述に関する国際標準（ISDIAH） - 第 1 版、2008 年 

• 機能の記述に関する国際標準（ISDF） - 第 1 版、2007 年 

の他にも、カナダの記述標準 Rules for Archival Description (RAD), アメリカの記述標準

Describing Archives: Content Standard (DACS)、メタデータの共通語彙である Dublin Core、

米国議会図書館（LC）が管理している、記述メタデータのスキーマ Metadata Object 

Description Schema (MODS)などにも対応している。さらに、他の記述標準でも、開発者が必

要な設定を行えばそれに準拠した記述をロードし、公開することができる。 

 

２）アーカイブズ資料の階層的な構造に対応している。 

アーカイブズ資料は一般に、フォンドからアイテムまでの階層的構造で編成・記述される。

AtoMはそうした実務と国際標準に基づき、トップレベルの記述からはじめて、必要に応じて子

レベルの記述を充実させていく流れになっている。そのため、上位レベルの記述には、下位レ

ベルの記述に関する基本情報をあらかじめ入力しておくフィールドが用意されており、資料群

全体の構造分析を進めながら編成をイメージしていく、というアーキビストの作業をサポートす

る形になっている。また、中間レベルの記述を後から挿入したり、記述項目を移動させることも

できる。こうした階層構造は２種類のツリービューで表示され、階層構造を利用したナビゲーシ

ョンも容易である。 

 

３）複数機関の記述情報を共有・横断検索できる。 

そもそも自力でシステム開発をする資源のない機関のために開発されているので、地域や分

野ごとの複数機関が連携して記述情報を共有・公開できるようになっている。ユーザは機関情

報からその機関が所蔵する資料へ、あるいは検索結果の記述から機関情報へと自由に移動

することができる。 

 

４）多言語対応である。 

ユーザーインターフェース、記述内容ともに多言語での入力・検索・表示が可能。ただし、言

語によっては、形態素解析アプリケーションの導入が必要な場合がある 12。 

                                                   
12 日本語であればオープンソースの日本語形態素解析エンジン kuromoji

https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/data-templates/isad-template/#isad-template
https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/data-templates/isaar-template/#isaar-template
https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/data-templates/isdiah-template/#isdiah-template
https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/data-templates/isdf-template/#isdf-template
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５）多様な記述項目を相互にリンク可能。 

各記述は他の記述と縦横無尽にリンクできるようになっている。例えば典拠レコードとアーカイ

ブズ資料の記述、所蔵機関の記述、機能の記述、保管場所の記述などを容易にリンクさせる

ことが可能。 

 

６）多様なオブジェクトを扱える。 

アーカイブズ記述のほか、デジタル化した資料の画像ファイルや、動画・音声ファイルなどもア

ップロードし、公開することができる。 

 

７）多様なユーザーを管理できる。 

AtoM に対していかなる操作も行える管理者（Administrator）、記述を入力できる寄稿者

（Contributor）、記述の編集を自由に行える編集者 （Editor）、権限を付与された言語間で翻

訳を行える翻訳者（Translator）、一般ユーザー（Researcher）など、様々なユーザーを様々な

権限で設定・管理可能。また、各ユーザーにどのような操作を許可するか、あるいはどの記述

について操作を許可するかなどは、ユーザーごとに詳細に設定することもできる。 

 

８）アクセス権を細かに設定できる。 

PREMIS に対応した機能で、例えばデジタル化した画像のサムネイルは見られるが、マスター

画像にはアクセスできないなど、アクセス権のレベルを細かに設定することができる。また、ア

ーカイブズ記述を作成した際の公開ステータスはデフォルトで「draft（草稿）」になっており、そ

の状態ではその記述は公開されず、管理者のみが閲覧可能となる。ただし、典拠レコードや

アーカイブズ機関の記述はデフォルトで公開となる。draft 段階の記述を公開する権限は、ユ

ーザー管理機能を用いて個別に設定可能。 

 

９）受け入れから記述公開までのワークフローをサポート。 

資料を受け入れた際に館が作成する「受け入れ記録」を登録する機能があり、そこに入力され

た「資料群タイトル」「資料群作成者名」などの基本情報は、アーカイブズ記述や典拠レコード

を入力する際に、再入力することなく利用することができる。また、典拠レコードに入力した作

成者情報は、アーカイブズ記述を入力するときに自動的に継承されるなど、作業のなかで同

じ内容の入力を反復しなくてすむような工夫がなされている。 

 

１０）様々なタイプの用語統制が可能。 

アーカイブズ作成主体（名称）、アーカイブズ機関、機能などの他にも、主題、アーカイブズ資

料のタイプ、ストレージのタイプなど様々な用語・語彙統制が可能である。また、そうした用語

は最初に入力すると、次に同じフィールドに同じ用語を入力する際には自動的にプルダウンメ

                                                                                                                                                     
（https://www.atilika.com/ja/kuromoji/）などを導入。 

https://www.atilika.com/ja/kuromoji/
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ニューに表示される設定になっており、入力の手間を省くとともに、微妙に形の異なる語を誤

って入力してしまうというミスを防げるようになっている。 

 

１１）様々な形式でのインポート、エクスポート、レポート出力が可能。 

記述データのインポート・エクスポートは主として csvとXMLで行う。ダブリン・コアやSKOS(主

題などの用語）での出力も可能である。また公開された記述に関しては、目録をPDFなどの形

式でダウンロードすることもできる。 

 

4. おわりに 

 ごく限られた情報源によるものではあるが、AtoM について、ICA で開発が構想された時点から現

在に至るまでの道のりをたどり、最新版である 2.4 が提供している機能の全体像を描いてみた。 

 開発経緯からは、ソフトウェアがフリーでオープンであっても、その開発と維持には多大な時間と

資金、そして人材が投入されたことがうかがえる。開発プロジェクトのスタートからすでに 12 年。

AtoM Wikiによれば、カナダ、アメリカのほか、ブラジル、スイス、ベルギー、ペルー、イギリス、アル

ゼンチン、ギリシャ、インドネシア、韓国など様々な国の様々な機関がAtoMを導入しているよう

だ 13。 

 また、機能としては、やはり開発者がアーカイブズ学を熟知していることもあって、アーキビストの

実務をサポートするための工夫がなされている。また、資料群のコンテクストからはじめて、資料群

全体を把握し、それからだんだんに小さなまとまりへ―という方向で進んでいくアーカイブズの考え

方が、丸ごとAtoMには組み込まれている。したがって、ある機関がAtoMを使用することを通して、

自然にそうした考え方に沿った（それは国際標準に準拠した、ということでもある）方向へ実務を再

編成していくことも可能なのではないだろうか。 

一般に、機関内に IT部門がある、あるいは IT専門家がスタッフとして常駐しているのでなければ、

オープンソースのソフトウェアは導入しづらい。メンテナンスなどの面で不安要因があるからである。

しかし、世界のアーカイブズ機関の利害を代表する国際機関である ICA が、機関の大小や財源・

人材・専門的技能における格差にかかわらずアーカイブズ資料に関する情報を共有できるように

するために開発に着手したという点、そして営利企業の手にプロジェクトが移っても、その目的はし

っかりと受け継がれている点で、AtoM は世界のアーカイブズ・コミュニティの協力のもと、大切に育

てていくべきソフトウェアであるとも言えるのではないか。そう考えると、日本からも AtoM を利用し、

AtoM の改善を支える国際的コミュニティに参加しようという機関が少しでも増えることが望まれる。

利用する機関が増え、AS 社や AtoM ユーザーフォーラムに日本からの要望や意見がどんどん上

がって行くようになれば、それらはAtoMの開発・維持プロセスに順次組み込まれていくだろう。そう

なれば AtoM は、バージョンアップのたびに、日本の機関も使いやすいものへと、少しずつ進化し

ていくはずである。 

                                                   
13 https://wiki.accesstomemory.org/Community/Users 
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第 5章 聞き取り調査の結果 

5-1. 全体のまとめ 

1. はじめに 

本業務では、システム検討の際に参考となる情報を収集する目的で聞き取り調査を実

施した。聞き取りの対象は、有識者会議でご発言いただく有識者を中心として、また

NAMA 情報小委員会委員から得た情報、あるいは実際の聞き取り調査の中で得られた

情報を元に、NAMA の所蔵資料、導入を検討しているシステム、NAMA のニーズとの

関連性などを考慮して決定した。 
また、聞き取りには NAMA の藤本貴子氏が同行してくださったため、NAMA の実情

や要望に即したお話を伺うことができた。 
  聞き取りに際しては、お話下さる方にお許しをいただいて会話を録音し、終了後は

サマリーを作成して内容をご確認いただいた。サマリーの公開についてもお許しをいた

だいたので、本報告書に採録することとした。 

 

2. 聞き取り調査の概要 

聞き取り調査の概要は以下の通りである。 

 

聞き取り調査（１） 
2017 年 9 月 4 日（月） 
後藤真氏（国立歴史民俗博物館 研究部准教授、メタ資料学研究センター副センター長）  
デジタルアーカイブの動向に精通している後藤氏には、システム構築にあたって全体的にご助言

いただくとともに、国立歴史民俗博物館の「総合資料学」構想の中で構築中のデータベースにつ

いてお話をうかがった。国立の機関であること、幅広く多様な収集資料を所蔵していること、複数館

の所蔵資料情報をつなぐシステムを構築中であることなどNAMAの性格や関心事との共通点も多

い。 
 
聞き取り調査（２） 
2017 年 9 月 25 日（月） 
阿児雄之氏（東京工業大学博物館 特任講師） 
大学アーカイブズとしての機能も持つ博物館で、建築資料も扱っている阿児氏には、やはりシステ

ム・データ管理全体についてお話を伺った。とくに、資料調査・受け入れからの利用提供に至るま

での具体的な作業や、館の運営の中にシステムをどう位置付けるのかという点について重要な示

唆をいただいた。 
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聞き取り調査（３） 
2017 年 11 月 17 日（金） 
大関勝久氏（東京国立近代美術館フィルムセンター デジタル映画保存・活用調査研究事業班ユ

ニット・リーダー）、岡本直佐氏（同、研究員）、中西智範氏（同、研究員） 
調査研究事業の中でデジタル記録長期保存のための参照モデル、Open Archival Information 
System(OAIS)について検討されたと聞き、そのあたりも含めてお話を伺った。フィルムの管理に

は、物理的な媒体のままでも、デジタル媒体でも様々な課題があり、建築図面の「扱いにくさ」や、

所蔵資料の「作品」性、という点で共通する部分があり、非常に刺激的なお話が伺えた。 
 
聞き取り調査（4） 
2017 年 11 月 20 日（月） 
齋藤歩氏（京都大学総合博物館 研究資源アーカイブ系 特定助教） 
アーカイブズ学の研究者として建築記録を研究対象とする齋藤氏には、建築記録の編成・記述を

どう考え、それをシステム上でどう見せるべきか、という点を中心にお話を伺った。記録の機能に着

目した論理的な編成、精密な語彙統制、といった課題に加え、プロジェクト・インデックスの扱いが

重要なポイントであることが見えてきた。 
 
聞き取り調査（５） 
2017 年 11 月 20 日（月） 
森本祥子氏（東京大学文書館 准教授）、宮本隆史氏（同、特任助教） 
新システム「東京大学文書館デジタル・アーカイブ」のベータ版をリリースしたばかりの同館では、

新システム構築の理念や実装について具体的なお話を伺った。これまでの実務で蓄積してきたデ

ータを、オープンソースでアジャイルかつある程度安定したシステムに載せるという同館の実践は、

NAMA のニーズとも重なりあう部分がある。システム全体はオープンソースで公開予定であり、

NAMA にとって一つの選択肢となる可能性もある。 
   
聞き取り調査（６） 
2017 年 11 月 27 日（月） 
木目沢司氏（国立国会図書館 電子情報部電子情報サービス課長）、小澤弘太氏（同、課長補佐）、

徳原直子氏（同、電子情報企画課課長補佐）、中川紗央里氏（同、電子情報企画課連携協力係） 
NAMA の所蔵情報を他館の所蔵情報と「連携」させることを考えたとき、必ず視野にはいれておく

必要のあるジャパンサーチ（仮称。現在構想されている国レベルの分野横断統合ポータル）につい

て、そして国立国会図書館における OAIS 諸機能の実装についてお話を伺った。ジャパンサーチ

については、NAMA はアグリゲータとして機能することを求められる可能性もあるので、システム構

築にあたってはそこを見据えておく必要がありそうだ。 
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聞き取り調査（７） 
2017 年 12 月 4 日（月） 
木戸英行氏（公益財団法人 DNP 文化振興財団 ggg・ddd 企画室長） 
同財団は、グラフィック・アート作品のコレクションおよび作家の個人資料を所蔵しており、2017 年

10 月に新データベースを公開したばかり。所蔵資料の性格も似ていることから、データベース開発

の経緯や格納されているデータ、データの構造などについてお話を伺った。収蔵品管理データ、

記述データ、資料の画像など館の業務を一元管理できるシステムで、データへのアクセスも詳細な

設定が可能。業務の筋目に沿って時間をかけて構築されたシステムの威力を感じた。 
 
聞き取り調査（８） 
2018 年 2 月 6 日（火） 
伊村靖子氏（情報技術芸術大学院大学（IAMAS)講師）、松井茂氏（同、准教授）、山田晃嗣氏

（同、准教授）、池田泰教氏（同、プロジェクト研究補助員） 
おおがきビエンナーレでの展示を含む研究プロジェクトの中で、AtoM を実装・稼働しているとのこ

とで、導入の経緯や、使用感、メリットや課題などについてお話を伺った。機関として資料を所蔵・

公開するという業務を支えるシステムとしてではなく、メディア・アートの作品と資料（その境界線もま

だ微妙）を、どのように記述していくのか、まだ動いている作品、あるいは変容していく概念と、アー

カイブズ記述との齟齬も含めて検討するためのツールとして AtoM が使われているという点に、フリ

ーでオープンなソフトとしての AtoM の可能性を見ることができた。しかしここでも、メンテナンスは

課題となっている。 
 
3. 全体のまとめ 

これら 8 回の聞き取りから見えてきたのは、以下の点である。 
 
3-1. 業務とデータ、システムの関係 
システムを単なるデータの容器と考えるのではなく、日々の業務、館の運営との関係において考

えることが重要である。資料を編成・記述するという実務は個々の資料の特性と担当者の判断に委

ね、どんな目録データが作成されても対応できる東京大学文書館のような発想でいくのか。それと

も、システムを一種の業務標準化のための道具と考えて、既存のデータはそれに合わせて加工し、

今後作成するデータはシステムに合わせる形で調整していくのか。現在示されている二つの選択

肢は、どちらも後者の発想に近いが、それでほんとうによいのかをいま一度考えておく必要がある

だろう。 
また、博物館・美術館的な性格を持つ館では、CM（収蔵品管理）データの作成・管理は重要な

課題である。しかし、今回検討対象とする記述データを搭載・公開するシステムにはそこまでを管

理する機能はなく、DNP文化振興財団のようなシステムを一から導入することも難しい。そのため、

CMデータは別に管理していく必要がある。そうなると、そうしたデータと記述データ用のシステムを
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ある程度関連づけつつも、双方のデータを別々に管理し、修正・更新し、確実に保存していかねば

ならない。そのための実務をどう組み立てるのかは、今後の課題となりそうだ。 
 
3-2. データ管理 

CM データと記述データを一元管理できるシステムは業務上便利だが、前者はほぼ純粋に館内

向けのデータであり、この二つはシステムとして独立している方が望ましいという意見も多かった。ま

た、システム構築にあたって、大きな複雑なシステムをつくってそこに全てを入れるよりは、必要な

機能の優先順位を見極めて、機能に応じたシンプルなシステムをそれぞれある程度独立したもの

として構築し、それらを必要に応じて相互に連携させる仕組みが好まれるようである。その場合、

CM データは外部からはアクセスできないシステムとするのが望ましい。 
また、データを作成して管理すること、保存すること、利用提供することは切り分けて考え、使い

道に応じて「変換」するためのルールを決めて、その「変換」作業を容易にするための方策を立て

ていく、という発想も大切であることがわかった。 
 
3-3. 建築記録の編成・記述 
建築記録には、とくに図面の特性でもある物理的なハンドリングの難しさ（サイズや媒体）、建築

プロジェクトや作品（建物）の典拠管理の重要性、日本の建築への世界的な関心など、一般的なア

ーカイブズ資料とは異なる特徴がある。その編成・記述には国際的にもある程度確立したやり方が

あるとはいえ、やはりアーカイブズ一般の国際記述標準である ISAD(G)の標準記述項目では十分

に記述し切れない部分もあることは否定できない。その一方で、NAMA は、建築記録に関する唯

一の国立機関であり、建築記録の編成・記述についての議論と実務をリードしていくことが求めら

れる。その意味では、ISAD(G)という国際標準準拠のシステムを公開することで、建築記録に関心

のある多くの人にシステムを使ってもらい、標準の限界なども含めて幅広く議論するための土台を

用意することができるとすれば、それはかなり大きなメリットなのではないだろうか。 
 
3-4. 利用・アクセス・権利 
図面のデジタル化画像について、NAMA では著作権の問題はクリアしているという。しかし、建

物の図面には、施主の権利や建築物居住者のプライバシーを含む様々な権利がからんでおり、ネ

ット上での公開は難しい部分もある。今回の聞き取りでも、権利処理の難しさから「主たる利用は館

内上映」としている東京国立近代美術館フィルムセンター、館内閲覧からネット閲覧まで３段階のア

クセスを用意している国立国会図書館など、デジタル・オブジェクトへのアクセス提供には細かな段

階設定が求められる。そのため、導入するシステムもまた、そうした細かなアクセス設定が可能なも

のでなければならず、そうした設定機能の使いやすさは大きなポイントになるだろう。 
また、建築記録の利用に関する様々な問題の所在を明らかにし、それぞれの解決策を探ること

も今後の課題である。 
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3-5. 情報の連携 
NAMA が今回実現しようとしている、建築記録を所蔵する他機関の基本情報（ISDIAH で記述）

をNAMAのシステム上で公開するという点については、建築記録の専門家である齋藤歩氏からは、

日本の建築記録所蔵機関の現状を踏まえ、「ぜひ実現を」との意見をいただいた。しかし、その一

方で他機関の情報（いつ、何が変更となるか、NAMA の側からはわからない）を NAMA が管理・

更新し続けることの難しさを指摘する意見もあった。具体的にどのような手順で情報をメンテナンス

していくのか、長期的に大きな負担とならない方法を考えていく必要がある。 
また、ジャパンサーチとの連携などを考えたときに、OAI-PMH（The Open Archives 

Initiative Protocol for Metadata Harvesting）14対応や固定URIの付与、あるいは今後画像を

ネット上でも閲覧できるようにする場合を考慮したIIIF（（International Image Interoperability 
Framework）15への対応などについても繰り返し指摘を受けた。その点は最終的なシステム導入

にあたっても必ず考慮すべき点と考える。 
 
3-6. プロプライエタリーかオープンか 
システムを専門業者（企業）に開発してもらうのか、それともオープンソースのソフトを使うのか、に

ついても様々な意見があった。初期導入のコストを低く抑えられ、特定のプロプライエタリーなプロ

グラムに依存しないのがオープンソースの利点だが、その分、メンテナンスにあたっては、予想外

の時期に予想外の出費を強いられる可能性がある。部分的なアプリケーションの更新など、つねに

変化する状況を監視している必要もある。そうした点と、NAMA が国立機関として安定したサービ

ス提供を求められる機関であることを踏まえると、専門業者に開発とメンテナンスを任せるという選

択肢には大きなメリットがある。 
また NAMA については、初めて導入するシステムなので、まずは専門業者に頼む方が安心で

はないかという意見もあった。その一方で、最初だからこそ AtoM のような初期導入コストの低いシ

ステムを入れて数年間いろいろなことを試し、ほんとうに必要な機能を見極めたうえで新しいシステ

ムを構築して移行する、という選択肢もありそうだ。 
 

                                                   
14 リポジトリ間でメタデータを相互運用可能とするためのメカニズム。
https://www.openarchives.org/pmh 
15 デジタル画像を所蔵・公開するリポジトリ間での、デジタル画像の相互運用を可能とす

るための枠組み。http://iiif.io/communty/faq/ 
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5-2. 聞き取り調査サマリー 

1. 聞き取り調査（１）サマリー： 後藤真氏 

 
日時：2017 年 9 月 4 日（月）14：00-16：00 
場所：国立歴史民俗博物館 メタ資料学研究センター 
お話：  
後藤真氏（国立歴史民俗博物館 研究部准教授、メタ資料学研究センター副センター長） 

  略歴・研究分野等情報  
 https://www.rekihaku.ac.jp/research/researcher/goto_makoto/ 

聞き手: 藤本貴子（NAMA）、平野泉 
サマリー作成：平野泉 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
1. アクセス：どのようなユーザーに、どのように見せたいのか？ 
 
1-1. 基本的には NAMA が検索結果をどう見せたいのかがポイント。国立公文書館のような

見せ方なのか、それともアイテムを検索できればいいのか、組織全体の方針をどちら

に決めるかにかかってくる。NAMA の場合、階層構造で資料群を把握し、そのように

ユーザにも見せたい一方で、デジタル化された図面の画像がアイテムレベルで蓄積し

ているという現実があるので、①それらのデータ群をどう管理するか ②それらのデ

ータをユーザーにどう見せるか、の 2 点を決め、それに応じて①から②へと変換する

ルールを定めればよいのではないか。 

1-2. データをどう見せるかという問題と、どう蓄積・保存するかという問題は別に考える。 

1-3. 公文書館に多い階層構造を使った見せ方は、専門的知識のある研究者のようなユーザ

ーにはよくても、そうでない人にはわかりにくい場合もある。前者を対象に作りこん

でしまうと後で変更することは難しくなるので、最初によく検討したほうがよい。 

1-4. 機関として必要な記述メタデータのあり方と、検索結果の見せ方とは別の問題。階層

構造を上からたどるのか、アイテムレベルから上にたどるのかは、ユーザーインター

フェースでいかようにもできるのではないか。 

 

2. データ管理：どんなデータを、どのように作成・保存・管理するか 

 

2-1. 記述データ、およびデジタル化画像のデータをどのような形で保存・管理するかとい

う問題と、それを「どう見せるか」という問題は切り分ける。 

2-2. 記述データに関して言えば、資料の記述データ、資料作成者の典拠データ、資料保存

機関のデータなど、性格の違うものを同じ仕組みで扱うことは避けた方がよい。 
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2-3. 記述データと画像データなども、それぞれ別管理して、リンクさせる方がよい。 

2-4. 多様なリンクを可能にするためにも、相互運用性を高めるためにも、データへの固定

URL、可能なら DOI の付与は必須と考えた方がよい。 

2-5. データの持ち方として、EAD/XML は処理速度が遅いなどの問題あり。メタ資料学セン

ターでは、記述データは全て csv を RDF に変換して蓄積している。 

2-6. 画像については、当面館内利用に限る可能性が高いとしても、IIIF 対応とし、できるだ

けシンプルなシステムで別建てにしておけばよいように思う。閲覧させられるように

しておくと、予算もとりやすくなる。 

2-7. 画像を含むデータの長期保存と利用とは、別の問題として考えること。 

2-8. 資料の管理・運用に関するデータ（展示利用や貸出など）も何らかのシステムで管理

したいのであれば、これも記述や画像データを入れておくシステムとは別建てにして、

館のスタッフのみが入出力できるようにするのがよいだろう。 

 

3. 技術的な注意点 

 

3-1. API（Application Programming Interface）16をどう作るかがカギ。 

3-2. 固定 URL あるいは DOI の付与。アーカイブズのデータベースは、検索結果が動的に生

成される場合があり、それでは国立国会図書館（NDL）を中心として構想されている

ジャパンサーチ（仮称）には対応できない。 

3-3. 将来的にジャパンサーチのアグリゲータとして機能するということが想定されるので

あれば、OAI-PMH 対応も必要。 

3-4. 上記 3 点を組み込んだうええで、ベンダーロックインになり過ぎないようにすること。 

 

4. その他 

 

4-1. 機関データなどには緯度・経度情報が入っていることも重要。 

4-2. システムの初期構築に関して言えば、国立の機関であることを考えると企業に委託する方が

安心ではないか。メンテナンスに関しては、個人のエンジニアでも対応できる人がいればお願

いしてよいかもしれない。 
 

                                                   
16 ソフトウェア同士のやりとりに用いられるインターフェースの仕様のこと。 
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2. 聞き取り調査（２）サマリー： 阿児雄之氏 

 

日時：2017 年 9 月 25 日（月）14：00-17：30 
場所：東京工業大学博物館 
お話：阿児雄之氏（東京工業大学博物館 特任講師） 

  略歴・研究分野等情報  
 http://t2r2.star.titech.ac.jp/cgi-bin/researcherinfo.cgi?q_researcher_co
ntent_number=9146b2f19e246de7359d20eb6c23d336 
 もしくは、Researchmap http://researchmap.jp/ta_niiyan/ 

聞き手: 平野泉、藤本貴子（NAMA） 
サマリー作成：藤本貴子 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
1.  データベースの位置づけ：どのような機能を持たせるのか 
 
1-1. 館全体のワークフローの中でデータベースをどこに位置づけるのか考えて、機能の優

先順位を決めるべき。 

1-2. システムには機能を盛り込み過ぎない方がよいと思う。AtoM や InfoLib は、閲覧機能

というよりも所在確認のデータストレージとして機能が高まる方がよいのではないか。 

1-3. データベースで資料を閲覧した先のことを考えておくべき。閲覧だけで満足するユー

ザーは少なく、その先に資料利用がある。これをシステムに含めるかどうか。 

1-4. リファレンス情報や貸出情報は、資料の電子化や貸出管理など運用の指針となるため、

統計がとれるようになっているとよい。例えば、九州国立博物館は、平成 27 年度より

業務システムを含む一体のシステム「文化財情報システム」で管理している。 

 

2.  アクセス：どのようなユーザーに、どのように見せたいのか？  

 

2-1. 外部に資料情報を公開する場合は、永続性のある URI を持つことが必要。固定 URI を

付与するなら、システムや階層に依存しない仕方にしておく必要がある。 

2-2. URI を付与するなら、フォンドかアイテムか、その両方にするかだろう。経験的に、建

築資料を扱う研究者に対しては総量＝フォンドレベルの情報と特定のキーワードを含

むアイテムの情報を検索する手段があるとよいように思う。 

2-3. 画像の利用を館内に限るなら、IIIF への対応は必要ないかもしれない。 

 
3.  データ管理：どんなデータを、どのように作成・保存・管理するか 
 
3-1.資料群の概念としての構造とデータベースの構造を一致させる必要はないのではないか。 
3-2. データベースの移行の際にベンダーロックインにならないように、入力したデータを



49 
 

汎用性のある形式で出力できるようにしておく必要がある。他のシステムに移行でき

る状態でデータを持っておくことが大切。バックアップとして考えるのか、検討する

べき。ISAD(G)に準拠して記述したデータをシステムにインポートし、同じようにエク

スポートできるのか、テストしてみた方がよい。 

3-3. ジャパンサーチなどとの連携を考えた際に、データさえ渡せばよいならば、CSV など

のなるべくシンプルなデータで持っていた方が対応しやすい。東工大博物館は、大き

な仕組みに乗せるために人的にも柔軟に対応できる形でデータを持っておくという発

想で、全ての資料情報をそれぞれ HTML で表示し、固定 URL を与えることを考えてい

る。大学のドメインは変わる可能性があるので、 Internet Archive 提供の PURL

（https://archive.org/services/purl/）などの外部サービスを利用したパーマネントリンクの

一貫性保証も検討している。 

3-4. 整理時の ID を公開想定で付与するか、別途設定するか検討中だが、電子化された情報

はなるべく ID で置き換えられるようにしたいと思っている（ID.jpg は画像ファイル、

ID.html はウェブページ、ID.txt は資料情報 etc.）。 

 

4. ディスカッションの中で出てきた情報で、共有しておきたいこと 
 
1-2. について： 業務システムのうち、ユーザーからの利用申請にまつわるワークフローについて、

北米でAeonというシステムが導入されているという話を聞いた（2017-02頃、UC Berkeleyのバン

クロフト図書館で導入されていた。また、2017-07 のアメリカ・アーキビスト協会の大会でも、ところど

こ ろ で 耳 に し た ： 平 野 ） 。 詳 細 は Atlas Systems Inc. の サ イ ト を 参 照 の こ と 。

https://www.atlas-sys.com/aeon/ 
 
2-1. について： 固定 URI については、やはり北米で、California Digital Library が提供して

いるARK（Archival Resource Key）を導入する機関があるらしい（平野）。モンタナ大学図書館の

ブログに掲載された以下の記事が具体的で参考になる。 
Mannheimer, Sara. DOIs and ARKS: What Are They, and Why Use Them? 2015-02-05, 
http://spirs.lib.montana.edu/blog/frontpage/dois-arks-what-and-why/ 
 

https://www.atlas-sys.com/aeon/
http://spirs.lib.montana.edu/blog/frontpage/dois-arks-what-and-why/
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3. 聞き取り調査（３）サマリー： 東京国立近代美術館フィルムセンター 

 
日時：2017 年 11 月 17 日（金）10:30-12:00 
場所：東京国立近代美術館フィルムセンター 
お話：大関勝久氏（東京国立近代美術館フィルムセンター デジタル映画保存・活用調査研究事

業班ユニット・リーダー）、岡本直佐氏（同、研究員）、中西智範氏（同、研究員） 
聞き手: 藤本貴子（NAMA）、平野泉 
サマリー作成：平野泉 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
本文中で使用する略語等 
東京国立近代美術館フィルムセンター：NFC 
デジタル映画保存・活用調査研究事業：BDC（Born Digital Cinema）プロジェクト 17 
 
0. 保存対象としての「フィルム」の特性 
 
0-1. フィルム（物理的媒体としての）、フィルムをデジタル化したデータ、そしてボーン・

デジタルの動的映像のそれぞれに様々な課題があること 

0-2. 完成・上映された「作品」と、それに関連するネガ等、音声、放送用の複製テープや

ノン・フィルム資料との関連性 

0-3. データ量の大きさ：ハリウッドでは１作品に対して 40TB の情報を保存しているとの調

査結果がある。今後、映像技術が進歩すると、さらなる保存データ量の増加が予想さ

れる。→ストレージ負担（＋＋） 

0-4. 撮影・映写（再生）技術への依存性 

0-5. 著作権等様々な権利について、権利者・権利を主張しうる人が多いこと（＝権利処理

の難しさ） 

0-6. 財産的価値・商品価値の大きさ 

 

1.  データベースの位置づけ：システムに何をさせるのか 

 
1-1. システムを考えるときに重要なのは目的。利用なのか、保存なのかによって、システ

ムに求めることも異なってくる。 

1-2. 映画のアーカイブについて、BDC プロジェクト 2 年目で調査してみたが、具体的なシ

ステムは多様であった。海外では、もともと館で動かしている DB と、デジタル・オブ

                                                   
17 東京国立近代美術館. 2015.10.27. BDC プロジェクトについて. 
http://www.momat.go.jp/fc/research/bdcproject/ 
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ジェクトを管理する DB は別にしているところが多い。大きなフィルム・アーカイブが

よく使っている商用システムがあるが、おそらく業者と協力し、時間をかけて構築し

たもの。この構築プロセスで議論を重ねることが大切。 

 
2.  アクセス 
  
2-1. 基本的にはアクセスよりも保存。「保存だけしても意味がない」とよく言われるが、「保

存していなければ利用もできない」とも言える。 

2-2. 活用のメインは館内での上映。 

2-3. そのほかに、例えばBDCプロジェクトで作成した「日本アニメーション映画クラシッ

クス」18のように、館内の収蔵品管理とは別に公開用のデータを整え、別のシステムで

活用に供している。 

2-4. デジタル展示も行っているが、それらのデータは WordPress のようなウェブ用のコンテ

ンツ・マネジメント・システムに入っている。 

 

3.  データ管理：どんなデータを、どのように作成・保存・管理するか 

 
3-1. フィルムに付与するメタデータ：FIAF（The International Federation of Film Archives: 国

際フィルム・アーカイヴ連盟）19のカタロギング・マニュアル（2016 年 4 月公開）など

も参照はしたが、現在はNFC独自のもの。 

3-2. 収蔵品管理システムは単一のデータベースで、当初は Mac で開発し、6 年ほど前にク

ライアントサーバーシステムに移行。 

3-3. 「作品」を最上位に置き、作品ごとに ID を付与したうえで、film/non-film で大別して

いる。film には上映されたもの、ネガ等、音声、放送用の複製テープなどが含まれ、そ

れぞれに ID が付与され、作品と関連づけられている。non-film には、ポスター、脚本、

プレス、スチル、立体物、監督など映画関係者の遺品などが含まれる。アイテム・レ

ベルで記述し、作品ごとに（資料の寄贈元ではなく）情報をまとめている。その全体

を、映画室と情報資料室で分担して管理している。 

3-4. システムの内側はすべてオープンソースのアプリケーションを組み合わせて構築して

いる。 

3-5. また、このシステムはフィルムのカタログ情報の管理のみに用いており、デジタル・

オブジェクトは扱っていない。デジタル・オブジェクト自体も蓄積してきているが、

これは別システムを作って管理し、将来的に統合するという方向ではないか。 
                                                   
18 https://animation.filmarchives.jp/index.html 
19 Fairburn, Natasha., et al. “The FIAF Moving Image Cataloguing Manual”. FIAF, 2016,  
http://www.fiafnet.org/images/tinyUpload/E-Resources/Commission-And-PIP-Resources/CDC-reso
urces/20160920%20Fiaf%20Manual-WEB.pdf. 
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3-6. 映画はデータ量が大きいので、ストレージだけではなく、様々な処理（データ格納な

ど）にも半日から２日程の時間がかかる。連続する手続き的に処理を行うと半日以上

次の作業ができないことになり、このタイムラグを避けるために、海外でもカタログ

情報等を管理するシステム（Adlib20など）と、ストレージ（Oracleなど）とを別管理し、

いろいろな方法でつないでいるケースが多い。 

 

4. ディスカッションの中で出てきた情報で、共有しておきたいこと 

 
4-1. 長期保存と媒体：デジタル化しても、フィルムは必ず保存（保存媒体としての実績が

あり、安定している） 

4-2. 長期保存の手法：例えば 3 色分解：BGRデータを、白黒のフィルムにアナログデータ

として書き込むという方法があり、それにより、そのフィルムをデジタルスキャンす

れば、色を再合成することで映像を再現できるようになる。この方法の期待寿命は 500

年以上となる。しかし、2 時間のフィルムが平均 12,000 フィートとすると、3 色分解デ

ータを書いたフィルムはその 3 倍の長さとなる。また、Bits-on-filmという 21、0、1 の

情報にしたデジタルデータを安定したフィルムに保存していく方法も、ブラジルやメ

キシコでは試みられている 

4-3. 何が保存されるべきなのか？―フィルムの「真正性」とは？：例えば、公開当日に観

客が見た状況を再現するのが最も大事、など多様な見解がある。フィルムには当時の

映写技術では可視化できなかった様々な情報が残されており、現在の技術を用いると、

公開当時より素晴らしい映像が得られる。そうなると「元のフィルムに乗っている情

報は全て保存しよう」ということになり、保存すべきデータ量が何十 TB、ということ

になってしまう。その一方で、公開当時見えていなかった、監督が意図しなかったも

のが見えてもいいのか、という問題が生じてくる。 

 

                                                   
20 Axiell Group.” Adlib: Flexible & Customisable Collections Management Software”. 
http://alm.axiell.com/collections-management-solutions/technology/adlib/ 
21 Fachlabor Gubler AG. “Bits-on-film”. 
http://www.fachlabor-gubler.ch/eng/archiving/bits-on-film.html 
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4. 聞き取り調査（４）サマリー： 齋藤歩氏 

 
日時：2017 年 11 月 20 日（月）11：00-13：00 
場所：国立近現代建築資料館 
お話：齋藤歩氏（京都大学総合博物館研究資源アーカイブ系特定助教） 

略歴・研究分野等情報  
https://kyouindb.iimc.kyoto-u.ac.jp/j/kR8wT 

聞き手: 平野泉、藤本貴子（NAMA） 
サマリー作成：藤本貴子 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
1. 階層構造の問題点 
 
1-1. 日本における議論では、アーカイブズの編成に階層構造を持たせることが目的化してしまっ

ている。実際、そんなに深い階層は想定できず、そのような事例をほとんど目にする機会も

ない。複雑な階層構造は利用者の利便性においても有効か疑問である。 
1-2. 上記の階層は物理的状態の表現にも使うが、作成者や作成組織の活動・機能を再現するも

のとされており、近年のアーカイブズ学の議論では後者が注目を集めている。日本では物理

的状態の再現を重要視して階層構造を用いている傾向があり、違和感を感じている。 
1-3. 近代までの建築資料は数が少ないためアイテムによる単層構造の編成でも充分利用価値が

あり、図書館の書誌情報検索システムでも見せることができる。多層構造の編成でも、コレク

ション・レベルのみを登録するといった書誌情報検索システムの活用事例が国際的には多く

見られる。 
 
2. システム導入の際の論点 
 
2-1. 現在アーカイブズ向けに提供されている日本のシステムは、項目が多すぎて機能過多だと

感じる。公文書管理用に開発されたためと考えられる。こうした齟齬が生じているのは、アウト

プット（事業のゴール）となる Finding Aids（検索手段）のイメージが関係者で共有されてな

いことによる。現場の入力作業負担を考慮し、語彙を統制すべき項目を絞り込み、その他は

自由記述にするなど、柔軟に考える必要がある。 
2-2. 海外のアーカイブズ研究では、ユーザビリティへの関心が高まっている。記述標準をベース

にした議論から、そろそろ次の段階へ移行するべき。 
2-3. ICA に対するアジア・日本からの事例や意見の発信促進を考慮すると、文化庁のような公的

な組織がAtoM（ICAが開発に関わったオープンソース・ソフトウェア）を採用することの意義

は国際的に見ても非常に大きい。 
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2-4. 必要な情報の提示の仕方としては、新システム導入以前の東大文書館の「歴史資料等」のよ

うな見せ方で充分だと思う。 
2-5. 前掲のようなシンプルな情報提供を実現したいのなら、そもそもシステムを入れる必要はある

のか。将来的に拡充していく可能性があるか、内部管理用として持つということであれば、合

理的だと思う。 
2-6. 同一システム内で建築資料館の資料情報とともに他機関情報をどのように持つかは難しい

問題。システム構築の方法は十分に検討する必要があるが、他館の情報を持つ機能はぜ

ひ入れてほしい。建築資料を所蔵しているが、システムを自前で用意できない中小規模の

機関が市町村レベルに数多く存在する可能性があるため（2012年度と 2013年度の全国調

査の結果からも読み取れる）。その際、他機関間での語彙統制は必須である。システムを用

意するだけでなく、有効に活用してもらうためのコミュニティ形成も重要。 
2-7. 建築資料の場合、project index（プロジェクト索引）の作成・管理は必須である。運用の際、

プロジェクトの統一名称を資料情報にフィードバックしないように注意が必要。 
2-8. 一般的にはひとつのコレクションに対してproject indexが提供されるが 22、全資料群を横断

したproject indexを作成する場合は、プロジェクト名の語彙統制に課題が生じると予想され

る。データの持ち方についても、エンジニアらの意見を聞きながら丁寧に議論するべき課

題。 
 
3. その他 
 
3-1. 評価しているのはDigital Transgender Archive23のシステム。サーチ（検索）だけでなくブ

ラウズもでき、余計な情報がない。サーチとシンプルなブラウズ機能を有する同様の事例とし

てPrinceton University Library Finding Aidsがある 24。 
3-2. Calisphere25とOACの関係も押さえておくべき。同一の情報を参照しながらも、アイテムから

閲覧するサイトと、コレクションから閲覧するサイトを用意している。前者は所謂「デジタルア

ーカイブ」で、後者は古典的なFinding Aids。後者のOACに資料情報を登録して、自前の

システムは持たないアーカイブズ機関もある。 
 

                                                   
22 project index の例。一般的にはプロジェクト名の後ろに、箱番号とフォルダ番号が付与さ

れる。Environmental Design Archives. “Inventory of the William W. Wurster/Wurster, Bernardi & 
Emmons Collection, 1922-1974”. on: Online Archive of California,  
http://www.oac.cdlib.org/findaid/ark:/13030/tf8k40079x/admin/#odd-1.8.8 
23 Digital Transgender Archive. https://www.digitaltransgenderarchive.net/ 
24 Princeton University, Princeton University Library Finding Aids. 

https://findingaids.princeton.edu/ 
25 University of California. Calisphere. https://calisphere.org/ 
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5. 聞き取り調査（５）サマリー： 東京大学文書館 

 
日時：2017 年 11 月 20 日（月）14：00-16：30 
場所：東京大学文書館 
お話：森本祥子氏（東京大学文書館 准教授）・宮本隆史氏（同 特任助教） 

  http://www.u-tokyo.ac.jp/history/04_j.html 
聞き手: 藤本貴子・頴原澄子（NAMA）、平野泉 
サマリー作成：平野泉 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
1.  データベースの位置づけ：システムに何をさせるのか 
 
1-1. 東京大学文書館の新システムの目的は、文書館でこれまで蓄積してきた目録情報（現

場で各担当者が資料群の特性に応じてスプレッドシートで作成）をウェブ上で共有す

ること。そのため、館で作成した目録の多様な階層性や粒度を柔軟に反映できるもの

を目指した。 

1-2. 当初は、資料の多様な関係性を柔軟に描けるシステムを、Linked Data を使って構築したいと

考えていたが、サーバ環境など様々な制約があり、LAMP（Linux／Apache／MySQL／PHP）

環境＋Omeka+WordPress で構築することにした。開発段階では、エンドユーザ用 GUI は、ア

ジャイルに開発しやすい WordPress を使った。 

 
2.  アクセス  
 
2-1. 名称は「デジタルアーカイブ」だが、まずは目録情報（アーカイブズ学の理論に基づ

く編成・記述）を検索し、その結果閲覧可能な画像があれば表示されるシステム。目

録から離れたところで「コレクション」を見せるということは考えていない。可能な

ものについては画像も閲覧できるシステムになっている。 

2-2.外部機関とのネットワーク化については、そもそも東大文書館としては国立公文書館

と横断検索できるべきであると考えているし、それ以上のことも想定している。今後、

目録情報を RDF/XML で出せるようにしていきたいと考えている。また、同じシステム

のものをハーヴェストしてくることも可能になるだろう。 

 
3.  データ管理：どんなデータを、どのように作成・保存・管理するか 
 
3-1. データベースに、直接一件一件データを入力することは、現時点でも可能ではあるが、

実施していない。基本的はスプレッドシートのデータをインポートする形。インポー

トしたスプレッドシートはそのまま保存してあり、もし DB 上で書き込むことになれば、

新しいデータを出力して元のスプレッドシートを書き換えることになるだろう。 
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3-2. 業務管理データについては今後の課題だが、基本的には閲覧用のシステムとは別にす

るのがよいと考えている。 

3-3. デジタル・オブジェクトの保存については、現在はローカルに何重にもバックアップ

を取ることで対処している。将来的には磁気テープで保存していきたい。 

 
4. ディスカッションの中で出てきた情報で、共有しておきたいこと 
 
4-1. NAMA の構想の中で、ISDIAH 情報の維持・管理にかかる手間をどうするのか。連携先

が個別に自分の情報を更新していく仕組みがうまくいくか。NAMA が全てを更新し続

けることは可能か。また例えば Omeka では、デフォルトでは投稿の承認や管理の機能

が十分ではない。システム上どう組み込むかが課題。 

4-2. 東大文書館の新システムは、いくつかのプラグイン（例えば、SRU/SRW の Omeka 用プ

ラグインや、資料群の構造を変更したときにそれを反映させるためのプラグインなど）

を開発し、全体をパッケージ化して GPL（GNU General Public License）で公開していけ

ればと考えている。  
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6. 聞き取り調査（６）サマリー： 国立国会図書館 

 
日時：2017 年 11 月 27 日（月）13：00-15：00 
場所：国立国会図書館 
お話：木目沢司氏（国立国会図書館電子情報部電子情報サービス課長）、 
   小澤弘太氏（同課長補佐）、徳原直子氏（同電子情報企画課課長補佐）、 
   中川紗央里氏（同電子情報企画課連携協力係） 
聞き手: 頴原澄子、藤本貴子（NAMA） 
サマリー作成：藤本貴子 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
1. 国立国会図書館デジタルコレクションの OAIS 参照モデルへの準拠状況  
 
1-1. 国立国会図書館デジタルコレクション（以下デジコレ）は、国立国会図書館が収集・保存した

デジタル資料（紙資料等をデジタル化した「デジタル化資料」と、ウェブサイト等で公開され

たボーン・デジタルの「オンライン資料」）を検索・閲覧できるデジタルアーカイブシステムで、

国立国会図書館がフルスクラッチで開発した。特徴としては、公開範囲を国立国会図書館

館内のみ／図書館送信参加館内／インターネット公開等に制御する機能がある。 
1-2. デジタル化資料の収集から公開のフローは、デジタル化した画像データと目次データの納

品を受け、非圧縮の画像はBlu-rayで書庫において保存し、圧縮画像を可搬型HDDから

デジコレに登録し、公開する流れとなる。書誌データは国会図書館サーチを経由してデジコ

レに付与している。画像データの仕様（ファイルフォーマット、DPI、モノクロ（2 値,グレースケ

ール）/カラーの別）は元資料の刊行時期・デジタル化の実施等によって異なるが、ファイル

フォーマットは JPEG2000 又は JPEG である。録音・映像資料のデジタル化も始めている。

オンライン資料は、「インターネット等で出版される電子情報で、図書または逐次刊行物に相

当するもの」で、当面は無償かつDRMがないもの。フォーマットは殆どがPDFである。他機

関がデジタル化したものとして、歴史的音源、視覚障がい者等用資料（DAISY）、博士論文

などがある。 
1-3. OAIS の Ingest（受入）に相当する機能としては、コンテンツとメタデータを業務用画面でチ

ェックし、媒体のウイルスチェックを行う処理を行っている。続いて、提出されたファイルをデ

ジコレ用の保存用フォーマットに変換する処理を行っている。 
1-4. OAIS ではコンテンツ情報と保存記述情報を AIP というパッケージで保存することとしている

が、デジコレの場合は、コンテンツは保存用ストレージに、保存記述情報は RDBMS
（Relational Database Management System）に XML 形式で、物理的に分かれて保存

されている。検索のための書誌情報等のメタデータは RDBMS で管理し、検索エンジンで

検索する仕組みとなっている。DIP として出力する際には tar 形式などパッケージ化された
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アーカイブ形式でも出力可能である。 
1-5. 保存記述情報は、PREMIS を参考に付与している。永続的識別子を付与し、メッセージ・ダ

イジェスト、ファイルフォーマット等を記録する。デジコレの永続的識別子は、NISO
（ National Information Standards Organization ） が 推 奨 し て い た ”info:” に

namespace として ndljp を申請し、”pid（Persisitent Identifier）”の下に連番を振って付

与している（ただし、NISO は”info:”の namespace の割り当てを停止してしまったため、

info:ndljp/pid は国際的に一意な識別子とは言えなくなってしまった）。一部資料には DOI
を付与している。メッセージ・ダイジェストにはMD5を採用している。ファイルフォーマットは、

Apache Tika 等複数のツールで判定している。PREMIS（Preservation Metadata: 
Implementaion Strategies）にはないが、ファイルフォーマットの判定方法、判定に使用し

たツールも保存記述情報として記録している。 
1-6. OAIS の Archival Storage（保管）エンティティに対応する機能として、装置自身のエラーチ

ェック機能があり、災害対策としては遠隔バックアップをとっている。ストレージについては、

デジコレは画像へのアクセス数が多く、システム停止が起ると利用者への影響が大きいため、

容量が大きいだけではなく、信頼性や I/O性能、拡張性等を考慮に入れる必要がある。また、

国の機関として調達の際の競争性も確保しなくてはならないため、特定ベンダーのストレー

ジにロックインしないように、ストレージの増設やコンテンツの保存先管理をストレージ装置の

機能に任せるのではなく、デジコレのアプリケーションで管理できるように分散管理データベ

ースを設計した。OAIS の Data Management（データ管理）エンティティとしては、データ

ベースの管理に OSS（オープンソースソフトウェア）の DBMS を使用している。主な DB とし

ては分散管理 DB でストレージ管理を、組織化 DB で書誌データの管理を、権利情報管理

DB で著作権管理等を行っている。検索は、OSS の全文検索エンジンを使用して行う。 
1-7. OAISのPreservation Planning（保存計画）は、再生環境が陳腐化していないか監視を行

う技術監視、ファイルフォーマットの旧式化に対応する保存戦略をたてるものだが、それらに

相当する計画の策定は職員が行っている。システム実装はしていない。 
1-8. OAIS 参照モデルは人や組織による運用も含めて長期保存を実現するための参照モデルで

あり、全ての機能をシステムとして実装しなければならないわけではない。OAIS参照モデル

にとらわれすぎず、システムとして実装する範囲を現実的な開発規模内におさめることが肝

要である。 
 
2.  ジャパンサーチ（仮称）構想の現状と今後 
 
2-1. 2014 年頃から、内閣府が事務局を務める知的財産戦略本部（本部長は内閣総理大臣）が

毎年策定している「知的財産推進計画」において、国の分野横断統合ポータルの必要性が

指摘されており、国立国会図書館サーチ（NDL サーチ）がその機能を担うということで検討

が進められていた。だが、図書館分野で書籍の情報検索に特化した NDL サーチでは、文
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化財等の他分野のメタデータを扱うことが難しいという指摘があり、新たに「ジャパンサーチ

（仮称）」構想に向けた検討が 2016 年頃から始まった。NDL の役割は従来どおり図書館分

野の「つなぎ役」として書籍等の保存やメタデータの集約をしていくことに加え、多様な分野

のコンテンツのメタデータを集約するジャパンサーチ（仮称）の構築も求められることになった。

目指すのはメタデータの集約であり、あらゆる分野のコンテンツの収集を行うわけではない。

目的は、日本のコンテンツの所在の明確化、データ提供機関へのアクセス促進、データの

利活用の促進、データ提供機関への支援と、これらを通じてのビジネス・サービスの創出

等。 
2-2. 2020 年の公開を目指し、プロトタイプのコンセプトの検討を進めている。プロトタイプの三つ

の顔として、①国の分野横断統合ポータル、②利活用のユースケース（「キュレーションペー

ジ」「電子展示会」の提供）、③利活用促進基盤（API・部品機能の提供）がある。①のポータ

ルの検索機能としては、これまでの NDL サーチと同じ方式の横断検索だけでなく、「カスタ

ム検索」という仕組みを用意する予定。カスタム検索は検索対象とする DB の範囲と項目を

ユーザが選択して串刺し検索できる機能。マッピングした共通項目に加え、データ提供館の

オリジナルの項目も使うことができる。②の利活用のユースケースである「キュレーションペー

ジ」は、テーマごとに予め定義した検索結果等を表示し、テキストや画像、検索結果の見せ

方をキュレーションしておくもの。「電子展示会」は、「キュレーションページ」と同じように連携

機関が編集できる機能を備えるほか、画像を IIIF（International Image 
Interoperability Framework）に変換して掲載できるようにすることも考えている。③の利

活用基盤の仕組みには、メタデータをAPIで提供する機能、ウェブサイトにキュレーションペ

ージや電子展示会等を「部品」として簡単に埋め込むことができる機能を提供できるようにす

る他、データ提供機関のページの用意も考えている。 
2-3. 連携方法について、大量のデータを頻繁に更新するような機関ではOAI-PMH（データの自

動収集によってメタデータを交換するためのプロトコル）が必要かもしれないが、一般的には、

TSV、CSV、或いはエクセルデータといった表形式のデータのファイルを提供いただくこと

で連携できるようにしたいと考えている（スライド②-16）。基本的には、連携時にもらうデータ

は階層を持たないものを想定している。その後、データの利活用のために、NDL側でどれく

らい構造化したデータに変換するかは検討中。連携元のデータベースへは、メタデータの

提供時に遷移先の URL も併せて提供してもらえれば、検索結果やキュレーションページか

らそこに遷移して見てもらえるようになる。なお、データ提供機関にデータベースがない場合

でも、エクセル等の目録情報の提供でも構わない。まずはどこに何があるかが分かるように

することから始めることでもよいと考える。いまは、連携拡張のために、Europeana でいうとこ

ろのアグリゲーターとなる、分野ごとの「つなぎ役」となる機関を探している。「つなぎ役」に、

当該分野のメタデータを集約してもらい、そこからデータをもらってジャパンサーチ（仮称）に

投入できるようになることを目指したい。 
2-4. 基本的な使命の一つは、永続的なプラットフォームを提供することだと考えている。受け取っ
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たメタデータの長期アクセス保証のための取組は重要であると認識している。また、キュレー

ションページや電子展示会のためにアーカイブされた画像は、IIIF の規格に対応させるとと

もに、こちらも長期アクセス保証を目指すべきものと考えている。 
2-5. 2017 年 4 月、デジタルアーカイブの連携に関する関係省等連絡会・実務者協議会（内閣府

が事務局）がまとめた「デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン」では、公的機関

が作成したり、公的助成を受けて作成したメタデータに関しては、クリエイティブ・コモンズ

CC0 を推奨している。今後検討していただけると、ありがたい。メタデータやサムネイルのオ

ープン化には、ジャパンサーチ（仮称）の成否がかかっていると考えている。 
 
3.  その他 
 
3-1. オープンソースソフトウェア用いた場合の保守は、採用したオープンソースのコミュニティの継

続性を考えると難しい問題である。オープンソースではサービス要件を満たせない場合もあ

り、デジコレでも当初は Dspace を使っていたが、国立国会図書館として必要な公開範囲の

制御ができないため、オープンソースソフトウェアは RDBMS や検索エンジンなどソフトウェ

ア部品レベルの採用に留め、アプリケーション本体はフルスクラッチで開発することになった

という経緯がある。 
3-2. デジコレは今年度 IIIF に対応する予定。公開が館内に限られる場合でも、将来的に他館と

の連携を考えるなら、IIIF 対応ができていた方がよいだろう。仮に館内だけの公開画像であ

っても、館内の端末において、他館が公開している画像と一緒に見られるようになるというメリ

ットもある。 
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7. 聞き取り調査（７）サマリー： 木戸英行氏 

 
日時：2017 年 12 月 4 日（月）13：00-15：00 
場所：公益財団法人 DNP 文化振興財団 会議室 
お話：木戸英行氏（公益財団法人 DNP 文化振興財団、ggg・ddd 企画室長） 
聞き手: 藤本貴子（NAMA）、平野泉 
サマリー作成：平野泉 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
0. 所蔵資料の特性 
 
0-1. グラフィック・アート作品の体系的収集・公開が館のミッション。コレクションの核

は版画作品・ポスターであり、作品として管理・公開（展示）されうるもの。 

0-2. 2008 年に田中一光氏の個人資料群を一括で受贈して以降、「アーカイブズ」としての把

握・記述に適した資料を所蔵することになった。 

 

1.  データベースの位置づけ：システムに何をさせるのか  

 
1-1. アーティストの個人資料群について、当初は版画・ポスター用の DB にアイテム・レベ

ルで入力してきたが、ISAD（G）準拠での編成・記述へと方針転換した。それに合わ

せて 2013 年頃から DB の更新を検討、これまで複数の DB で別管理してきた情報を全

て統合的に管理できる新システムを構築した。 

1-2. 初期の要件は ①ISAD(G)に可能な限り準拠し、②既存の DB を全て統合でき、③デー

タを一般公開することが可能で、④日英２カ国語対応であること。 

1-3. 旧システムには、コレクション管理システムとして充実した機能が盛り込まれていた。

例えば、記述メタデータには資料のサムネイルがついていて、現物と容易に照合でき

るようになっている。また展示や貸し出しの他、資料への様々な問い合わせなどもす

べて履歴として登録され、一覧可能となっている。そうしたデータを全て新システム

に統合し、さらにアーカイブズ的な階層構造や「シリーズ」などまとまり単位での記

述も入力・検索・閲覧できるようにした。 

1-4. もともと、作品用の DB に入力していたアイテム・レベルのデータ蓄積がある。そのた

め、アーカイブズに関しては、上位レベルの記述とまとまりをあらためて作成し、デ

ータを加工して現システムに入力していることになる。 
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2．アクセス 

 
2-1. 標準的な利用者として想定しているのは研究者。だからこそ、上位レベルの記述がす

んだ段階で記述を公開することにも十分意味があると考えている。 

2-2. 1 つのシステムに、内部用管理データと外部用の記述データが格納されているので、公

開・非公開は細かく、かつ柔軟に設定できるようになっている。 

2-3. 資料を実際に閲覧するには、収蔵庫のあるCCGA現代グラフィックアートセンター26に

行っていただく必要がある。来館された方には、センシティブ情報などが含まれると

して学芸員が閲覧に適さないと判断する場合や、寄贈者・ご遺族の意向で利用が制限

されている場合など、一定の場合を除いて、原則として何でも閲覧していただいてい

る。利用制限されている資料についても、館内限定の管理用画面上でメタデータは検

索・閲覧できる。ただしインターネットでは非公開にしている。 

 

3.  データ管理：どんなデータを、どのように作成・保存・管理するか 

 
3-1. 現システムには 8 万件ほどのデータが載っており、DNP のデータセンターにホスティ

ングしてもらっている。画像については、基本的に記述との照合が可能な程度のもの

のみ（400 ピクセル程度）。 

3-2. 超高精細画像も毎年一定量作成しているが、DB には載せず別管理している。 

3-3. デジタル化するのは作品が中心だが、作品以外のものについても、スタッフが撮影し

た画像を登録し、外部からは閲覧できないようにしている。 

3-4. 照会履歴などは、照会があればすぐに入力し、その後フォローアップで入力していく。 

3-5. 登録された情報を訂正した場合などは、更新日時・更新者名は自動的に記録されるが、

内容は更新者が必要に応じて管理用フィールドに記入する運用になっている。 

 

4. ディスカッションの中で出てきた情報で、共有しておきたいこと 

 
4-1. この DB では、アイテム同士の関連性なども、気づいたときにすぐ入力できるようにな

っている。関連性を見つけたら、関連している一方のアイテムのデータ表示画面から、

「Register Related Items」タブをクリックして、検索をかけて、関連資料をチェックボ

ックスで選択して一括登録できるようになっている。 

4-2. 基本的に、元のシステムで業務がうまく回っていた。 

4-3. 階層構造について：一般的に美術館の担当者は、階層構造で情報を管理するという発

想があまりない。CM（収蔵品管理）システムは商用のものもたくさんあるが、基本的

                                                   
26 CCGA 現代グラフィックアートセンター. トップページ. 
http://www.dnp.co.jp/gallery/ccga/ 
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には作品 1 点 1 点を１階層で管理する形で、作品ごとに何を記述すべきか、という方

向でしか議論できない。自分自身は、データを入力するフィールドは少なければ少な

いほどよいと考えている。また、デザイン資料は、作品として収蔵されず、企業など

が倉庫で、段ボールのまま持っているケースも多いだろう。その場合、そうしたまと

まりでざっくりとメタデータを作って公開できた方がよいだろうと思う。 

4-4. デザインの場合、「作品」と「資料」との境界が微妙なものも多い。「資料」と判断す

れば原秩序を尊重して、まとまり単位で整理している。判断基準はケースバイケース。 
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8. 聞き取り調査（８）サマリー： 情報科学芸術大学院大学（IAMAS） 

 
日時: 2018 年 2 月 6 日（火）14:00―17:00 
場所：情報科学芸術大学院大学（IAMAS）（岐阜県大垣市加賀野 4-1-7） 
   http://www.iamas.ac.jp/ 
お話: 伊村靖子氏（講師）、松井茂氏（准教授）、山田晃嗣氏（准教授）、 
   池田泰教氏（プロジェクト研究補助員） 
参加：松山ひとみ氏（大阪新美術館建設準備室） 
Skype 参加：小林賢司 
聞き手: 藤本貴子氏（NAMA）、入澤寿美（学習院） 
記録・サマリー作成：平野泉 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
※この聞き取りは、当日も参加してくださった松山氏から「IAMASがAtoMを実装して使っている」

というお話を伺ったことがきっかけで実現した。聞き取りにあたっては、事前に伊村氏に質問事項を

お送りしてあり、当日もそれにそってお話いただいた。 
 
1. AtoM 使用の目的と、採用にいたる経緯 
・目的 
メディア・アートの資料をどのように記述し、研究活用できるのかという問題意識を前提とし、連続シ

ンポジウム+資料展示による、岐阜おおがきビエンナーレ 2017「メディア・アート研究事始め」27 を

開催。メディア・アート関連資料の公開へ向けたケーススタディとして、AtoMに実装したデジタル

データと目録の学内閲覧を行った（2017 年 12 月 19 日〜24 日）。 
 
・経緯 
メディア・アート関連資料に必要な記述項目の検討、デジタル・オブジェクト（画像、音声、映像、コ

ード等）の公開方法の検討を行うために、AtoM を試験運用することとした。 
作曲家・三輪眞弘の資料については、文化庁メディア芸術アーカイブ推進支援事業の助成により、

平成 28年度にデジタル化を実施。データベース化については平成 28年度から 29年度にかけて

文化庁メディア芸術所蔵情報等整備事業の助成を受けている。 
 
2. AtoM に載せている資料情報・内容 
・三輪眞弘フォンド 
内容：コンサートに関するパンフレット、チラシ、掲載記事（新聞、雑誌）、手紙、葉書、手稿等

                                                   
27 http://www.iamas.ac.jp/biennale17/ 
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（1988〜2017 年） 
 
・久保田晃弘フォンド 
内容：音響合成用プログラミング言語 SuperColliderによるライヴ・コーディングのコード、音源、記

録写真、記録映像（2005～2009 年） 
 
「Identity area」「Context area」「Context area」を中心に Itemと資料概要の記述を行った他は、

デジタル・オブジェクトのアップロードのみ。 
久保田晃弘フォンドは、Archival history に github のリンクを貼り、久保田自身によるデータのヴ

ァージョン更新の履歴が見えるようにしている。メディア・アートの記録や保存、さらには閲覧者によ

る二次創作を含めた可能性を考慮して、このような方法を実験した。github のデータは久保田の

勤務先である多摩美術大学のサーバーで管理されているため、通常の「所蔵」概念とは異なるが、

デジタルデータの公開（共有）の事例として、従来の紙資料の記述を中心とした三輪フォンドと並置

して見せることとした。 
 
3. 入れているデータ量 
・三輪眞弘フォンド 
件数：114 件 
容量：6.27GB 
データの種類：テキスト、PDF 
 
・久保田晃弘フォンド 
件数：114 件  
容量：10.4MB 
データの種類：テキスト、PDF+GitHub リンク+映像・音響ファイルリンク 
 
4. サーバーの規模など 
データ総容量：OS 込み全体で 20GB 程度 
usr/以下で 10.8GB 
PC を一台用意する形でスタートし、その後すべてを仮想環境に移行。大規模のアクセスを想定し

た環境ではない。すべて AtoM のドキュメンテーションで推奨されている環境で構築している。 
 
5. どの程度カスタマイズをしたか 
ほとんどしていない。「設定」画面でできる範囲のことだけしかしていない。 
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6. どの程度技術者の方が関わったのか 
入力データを csv で作成する以外は、全て技術サイドが担当。 
 
7. AtoM を採用してみて感じるメリットとデメリット 
【メリット】 
 アーカイブプロセス自体を柔軟に構築できる可能性がある 

 使い方自体を考えること、つまりアーカイブ手法自体の開発や提案を実装ベースでで

きる可能性もある 

 web ベースなので、公開するのも容易 

 入力・編集についてもアクセス場所に依存しない 

 膨大な資料の整理には便利 

【デメリット】 
 ISAD(G)記述項目と公開したい情報とが一致しない。ISAD(G)記述全体の硬さや難しさ  

 UIの煩雑さ、複雑さ。初めて触れる人にもわかりやすいようなものではない。 

 システム構築の技術的ハードル。様々なアプリのアップデートやセキュリティホール

などに目配りする必要があるような状況は好ましくない。 

 デジタル・オブジェクトの著作権、利用権の管理をどうするか 

 

8. 今後の運用の見通し 
β版として年度内に外部公開予定。AtoM の今後の運用の見通しは、選択肢のひとつとして引き

続き実践的に利用していくことになると考えている。 
 7.の質問に「採用」という言葉が使用されているが、本学においては、メディア表現学専攻におけ

る「material based studies」の基盤となるインフラを探索しているに過ぎず、そもそも AtoM を「採

用」したという認識はない。アーカイブズ学を実践しているわけではなく、あくまでもメディア表現学

の研究基盤としての有用性を検討するという認識で利用している。つまり、AtoM をインストールし、

活用することが、メディア表現学に資するかという観点で、試験運用をしている。現状では、メディア

表現学が分野とする、芸術学、メディオロジー、社会学等において、アーカイブズ学に依拠したソ

フトウェアの活用によって、理想的な研究環境を提示できるか否か、判断を下すにはいたっていな

い。研究者間のクローズドな情報共有などへの活用に資するかなども検討しているが、資料に対す

る記述にこだわらないとすると、Google のサービスなどの利便性には及ばないと思われる。AtoM
は、オープンソースのソフトウェアとして 10 年以上運用されているわりには、コミュニティと、汎用性

の面で、やや脆弱性を感じる。まずは、アーカイブズ学内での活用事例が増し、運用に関する問

題点が減った上で、他分野における活用の見通しが立つのではないか。そうした意味では、今後

も AtoM の動向には注目していたいと考えている。 
 



67 
 

9. おおよそのアクセス数 
展示期間内に館内 PC からアクセスできるようにしたのみで、現在は外部からのアクセスはない。 
 
10. AtoM 独自の定期的なシステム運用は発生しているか（検索インデックスのメンテナンス等） 
システム運用については、現在はデータの追加自体があまり行われていないため、検索インデック

スの定期作成の必要性は生じていない。今後想定しているメンテナンスは、前述の検索インデック

スの定期作成に加え、データのバックアップ、カスタマイズ時のキャッシュクリアが想定されている。 
現状は業者の仮想環境にて OS レベルでのバックアップまでは対応していないため実施していな

いが、近々バックアップ体制を整える予定。 
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第６章 AtoMテスト稼働の結果 

1. はじめに 

 今回の業務では、InfoLib-Archives および AtoM の二つのシステムを比較検討することになっ

ていた。しかし株式会社インフォコムの InfoLib-Archives については、年度中に公開されなかっ

たので、同システムに関する情報としては平成 30（2018）年 2 月 28 日の有識者会議での同社の

プレゼンテーションおよび質疑応答から得られたものに限られ、「各システムについて詳細を比較

検討」するということは困難となった。 
 一方 AtoM については、第１章に示した通り実際にテスト稼働することができたので、そこで得ら

れた知見について簡潔に報告する。また、実際のページの見え方、動き方、入力などの操作方法

などについては、平成 27（2015）年度に実施された委託事業「国立近現代建築資料館における情

報システム構築に向けた提案書作成業務」の「報告書資料編」（有限会社地域・研究アシスト事務

所、平成 28（2016）年 3 月 28 日）にも記載があり、その後の AtoM バージョンアップでも基本的な

部分には変更はないので、割愛することとした。 
 
2. AtoM導入の際につまづきやすい点 

 AtoMのドキュメンテーションは全てAS社のAtoMサイト上で提供されており 28、だいたいのことは、

そこに書かれている通りに行えばよい。しかしOSであるUbuntuのインストールから始めて、AtoM
を実際に動かすまでには、いくつかつまづきやすい点がある。以下にそうした点について、コマンド

ラインでの操作になるが、導入を試みる場合のために報告しておきたい。 
 
2-1. Ubuntu16.04LTSのインストール関連 

Ubuntu をインストール後の”update”および”upgrade”処理でエラーが出る場合がある。

「Google」で“Ubuntu 16.04 update エラー”で検索すると対処法のサイトが幾つかあり、そこに記

載された方法を確認し、下記の方法で対処した。原因は”appstreamcli”というプロセスが異常終

了することのようである。 

 
 なお、コマンド”sudo”は特権レベルで次に書かれているコマンドを実行すること、また”mv”はファ

イル等の移動、”apt”は様々なパッケージのマネージメント・ツールである。なお、データの変更や

追加などは、Linux に標準で組み込まれているテキストエディタ”vi”等で行えばよい。 
                                                   
28 Artefactual Systems, Inc. “AtoM Documentation”. 
documentationhttps://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/   

sudo killalｌ –KILL apt.systemd.daily 
sudo mv /etc/apt/apt.conf.d/50appstream /etc/apt/apt.conf.d/50appstream.disable 
sudo apt update –y 
sudo apt upgrade –y 
sudo mv /etc/apt/apt.conf.d/50appstream.disable /etc/apt/apt.conf.d/50appstream 
sudo apt update -y 

https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/
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 これらのコマンドにより行われるのは、以下の（１）～（４）である。 
(1)apt.systemd.daily というプロセスが実行されていれば、それを止める。 
(2)appstreamcli 実行の設定ファイルを退避し、update し、つぎに upgrade を行う。 
(3)設定ファイルを元に戻す。 
(4)update を行って、update が正常に機能することを確認する。 
 
2-2. AtoM インストール時に注意する点 

2-2-1. AtoM の Web インストール時（http//localhost へアクセスする）に、タイムアウトしてし

まう場合がある。これに対しては、表 6-1「タイムアウトへの対処」の「ファイル名」に示したファイ

ルに対し、特権レベルで、「対処」に示した変更を加える。 
 

表 6-1. タイムアウトへの対処 

ファイル名 キーワード 対処 

/etc/php/7.0/fpm/php.ini max_execution_time = 300 ５分に変更 

/etc/php/7.0/fpm/pool.d/atom.conf  request_terminate_timeout = 300 追加 

/etc/nginx/sites-available/atom fastcgi_read_timeout 300; 追加 

 

2-2-2. ユーザーインターフェースでＣＳＶファイル等をインポートする場合、ジョブ管理プロセ

ス （ atom-worker ） 29 が 動 作 し て い な け れ ば な ら な い 。 そ の た

め、”/usr/lib/systemd/system/atom-worker.service”ファイルの 「After=network.target」の後に、

半角空白文字を挿入後に「mysql.service」を追加し、ブート時の処理順を指定する必要があ

る。 
 

2-3. AtoM を日本語環境で使うには 

2-3-1. 時刻とデフォルト言語 
① PHP：前表の php.ini ファイルで「date.timezone = “Asia/Tokyo”」にする。 

② AtoM：時刻に関しては”/usr/share/nginx/atom/apps/qubit/config/setting.yml”ファ

イルで、「default_timezone: Asia/Tokyo」にし、デフォルトで日本語入力モード

にするには「default_culture: ja」にする。 

2-3-2. 英語・日本語対応関係 
AtoM 運用上主として用いる言語を日本語とし、他国語（この例では英語）に翻訳

して 2 カ国語対応にする場合の注意事項である。 

③ ユーザーインターフェースを日本語（culture）表示にした場合は日本語から

                                                   
29 Artefactual Systems, Inc.  AtoM Administrator’s Manual. “Asynchronous jobs and worker 
management “. 
https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/admin-anual/installation/asynchronous-jobs/#installati
on-asynchronous-jobs 
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英語へ、English にした場合は英語から日本語への翻訳が可能となる。 

④ CSV インポートでデータ（例えばアーカイブズ記述）を入力する際には、CSV

のヘッダ行のフィールド名”culture”に対応する値を”ja”にすることにより、後

に英語への翻訳がやりやすくなる。しかし、デフォルトの英-日の単語の対応

関係が間違っていると、例えばフォンドの「作成者」名が表示されないとい

うような不具合が生じてしまう。ＣＳＶヘッダ行のフィールド名として

は、 ”eventType”, “levelOfDescription”, “PublicationStatus”, “descriptionStatus”, 

“levelOfDetail”がそうした不具合に関連しているので要注意。これらの対応は、

ユーザーインターフェースから“アーカイブズ記述”を「追加」する画面に行き、

項目に があるところをクリックしてプルダウンメニューを開くことで確認

できる。 

 
3. 日本語での検索について 

 上記がうまくいくと、例えばユーザーインターフェースおよびコンテンツの 2 カ国語表示ができるよ

うになる。しかし、多言語対応のアプリケーションでありながら、AtoM は日本語検索という面で課題

があることが知られていた。英語のように単語間に空白が入る言語なら問題なく検索できるが、日

本語のような単語間に空白がはさまれない言語では、1 文字ごとに分節されて検索されてしまうの

である。例えば、「大髙正人」で検索すると、「大髙正人」もヒットするが、他に「大学」や「大震災」な

ど、同じ文字が入っている無関係な単語もヒットしてしまうことになる。 
 そこで本業務では、AtoM が用いている検索エンジン Elasticsearch に、日本語形態素解析ア

プリケーション kuromoji を導入することで、日本語でも十分に検索が可能なことを確認した。 
 
 以下がその方法である。 
 なお、”#”はコメント行、”//”以降もコメント、”$”以降がコマンドである。 
 
3-1. 対象環境 

o OS：Ubuntu バージョン 16.04 
o Atom ホームディレクトリ：/usr/share/nginx/atom 
o Elasticsearch：バージョン 1.7.6 /usr/share/elasticsearch 
 

3-2. kuromojiをインストールする 

---------------------------------------------------- 
# elasticsearchの動作確認 
$ sudo /etc/init.d/elasticsearch status 
 
$ cd /usr/share/elasticsearch //以降の処理をしやすくするためにディレクトリ変更 
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# elasticsearch の plugin の確認 （elasticsearch に kuromoji がインストールされていな

いことを確認する。jq は出力結果の整形のため利用しているので任意） 
$ curl localhost:9200/_nodes/plugins | jq 
 
# kuromojiを elasticsearchの plugin としてインストール 
$sudo bin/plugin install 
elasticsearch/elasticsearch-analysis-kuromoji/2.7.0 
 
# elasticsearchの再起動 
$ sudo /etc/init.d/elasticsearch restart 
 
# pluginの確認（elasticsearchに kuromojiがインストールされたかを確認） 
$ curl localhost:9200/_nodes/plugins | jq 
 
AtoM 
$ cd /usr/share/nginx/atom   
 
# コード変更（後述） 
$ vi plugins/arElasticSearchPlugin/config/search.yml 
$ vi plugins/arElasticSearchPlugin/lib/arElasticSearchMapping.class.php 
 
# Webサーバ nginx再起動 
$ sudo service nginx restart 
 
# AtoMのインデックスを再インデックスする 
$ sudo php symfony search:populate 
 
# japaneseの確認 
$ curl localhost:9200/atom | jq '.atom.settings.index.analysis.analyzer | keys'  
 
# kuromojiの確認 
$ curl -XPOST localhost:9200/atom/_analyze?analyzer=japanese -d '公文

書の保存' | jq 
 
データの確認 

• AtoM 上で検索し、分節ごとに検索がなされていることを確認してみる。 
 

3-3. コード変更（下線部が変更箇所） 

search.yml の vi での変更 
  index: 
    configuration: 
      analysis: 
        analyzer: 
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          italian: 
            tokenizer: standard 
            filter: [lowercase, italian_stop, preserved_asciifolding] 
          japanese: // 追加 
            tokenizer: kuromoji_tokenizer 
            filter: [kuromoji_baseform] //filterは調整の余地がある 
 
arElasticSearchMapping.class.php の vi での変更 

• elastic search の 
https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/analysis-lan
g-analyzer.html に記載されているものだけが有効かと考えたが、ここに定義せず

に populate をしても、standard が使われてしまうので必須。 
  private static $analyzers = array( 
    'it' => 'italian', 
    'ja' => 'japanese', // 追加 
    'no' => 'norwegian', 
  ); 

 
------------------------------------------- 
 
 kuromoji の導入により、日本語検索の精度は大きく向上し、日本のアーカイブズ機関にとって

AtoM 導入の大きなハードルとなっていた問題が一つ解決したことになる。以下は、キーワード「大

髙正人」で検索した際の検索結果画面に表示される最初の 5 件である。 
 

 
 
 

https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/analysis-lang-analyzer.html
https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/analysis-lang-analyzer.html
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4. NAMAのニーズと AtoMが提供する機能について 

  AtoM の日本語検索の問題を解決したのち、NAMA より提供を受けたデータで、NAMA 担当

者の要望を伺いつつ、NAMA のニーズにどこまで対応できるかを検討した。検討にあたっては、

AtoM のドキュメンテーションを参照しつつ、そこに書かれている通りに実際に行ってみた。 
 また、技術的には、NAMA のニーズに合わせて AtoM のプログラム自体に変更を加えることも可

能である。しかしそうした変更を加えるほど、バージョンアップ時の作業は複雑になることから、今回

はデフォルトで何ができるかを検討することに集中した。検討の結果を、未解決のものも含め、表

6-2「NAMA のニーズと AtoM にできること」に示す。 
 
表 6-2.  NAMA のニーズと AtoM にできること 
ニーズ 要望・確認事項 AtoM でできるか 
N01 所蔵資料の記述を、ISAD（G)準拠で、階

層構造を反映した形で表示する 
デフォルトで可能 

N01 ISAD(G)準拠の記述を csv 等でロードす

る 
デフォルトで可能。GUI またはコマンドラインか

ら。6700 件（1.6MB)のデータのアップロード所

要時間は 1 時間。 
N01 ISAD(G)準拠の記述を個別に GUI から

入力する 
デフォルトで可能。 

N01 既存の上位記述の下に、下位記述をロー

ドする 
デ フ ォ ル ト で 可 能 。 Legacy ID ま た は 

qubitParentSlug を用いる。 
N01 下位のデータを入力した後、上位階層/記

述を新たに設定・入力し、下位レベルのデ

ータをそれに関連づける 

GUI から Move（移動）機能を使う。 
https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4
/user-manual/add-edit-content/archival-des
criptions/#move-archival-description 
ただし大量一括にできるかどうかは未検証。でき

るだけアイテムレベルのデータは最低限フォルダ

にまとめてロードしておいた方がよい。 

N01 デジタル・オブジェクトに最低限の記述の

みを付与し、アイテム・レベルにまとめてア

ップロードした後、より詳細な記述をして一

括入力する 

csv import: update description で可能。 
https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4
/user-manual/import-export/csv-import/#up
date-existing-descriptions-via-csv-import 

N01 日本語で検索できる kuromoji など日本語形態素解析アプリケーショ

ンをインストールすれば可能。 
N01 多言語で表示できる デフォルトで可能 
N01 アーカイブズ記述のブラウズ画面で、表示

される配列が文字コード順になっている

が、変更可能か 

現時点では難しい。 

N01 表示する項目の順序を変更できるか。例

えば、資料そのものに付与されている ID
が最もユーザの目につく位置に表示され

るようにすることは可能か。 

現時点では管理画面からはできない。 

N01 個々の記述項目について、公開・非公開

を制御することは可能か。（例えば一定の

項目は一般ユーザには見えないようにす

る） 

多くの機関が、一般ユーザーには見せなくてよい

と判断するような項目については、 visible 
elements の設定から非表示にできる。 
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N01 draft （ 一 般 ユ ー ザ ー 閲 覧 不 可 ）

→published（一般ユーザー閲覧可能）の

一括変更の方法 

GUI から上位レベルの記述で一括変更すること

は可能。 
コ マ ン ド ラ イ ン か ら も 可 能 。

https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4
/admin-manual/maintenance/cli-tools/#upd
ate-all-draft-archival-descriptions-to-publis
hed 

N01 AtoM の「作成者」に、目録作業で必ず入

力する図面等の作成者が入ると自動的に

ISAAR(CPF)データが作成されるので、

それは避けたい→フォンドレベルの作成

者のみ「作成者」に入れるとして、個別の

文書や図面を「書いた人」はどこにどう入

力すべきか。 

今のところ、作成者名を厳密に管理するのであれ

ば、フォンドレベルなど上位レベルにだけ作成者

名を入力し、下のレベルは「作成者」以外のフィ

ールドに入力するしかない。 

N01 作成年月日でソートできるようにするため

の入力方法は。 
EventDateStart/End を ISO の形式で入力 

N01 記述を日本語以外の言語に翻訳したデー

タを、csvインポートで日本語・多言語同時

に、あるいは一括して追加で入力できる

か。 

おそらくできない。 

N01 資料構造を表現するツリービューの見え

方をユーザーが選ぶことはできるか。 
できない。 

N01 Project Index をどう扱うべきか。 スプレッドシートまたは PDF で、アーカイブズ記

述の画面または静的ページからリンクするという

方法はどうか。 
N02 資料そのものに付与されている ID（＝請

求番号）と、システム上の ID（＝レファレン

スコード。フォンド→シリーズ→…を重ねて

自動付与される）とが一致しないことをどう

処理するか 

A. 物理的に付与されているアイテムレベル ID
をレファレンスコードとし、AtoM のレファレンスコ

ードを上位レベル記述から inherit する機能を

no にする。（「設定」から可能） 
B. csv import 時の legacy ID を物理的アイテ

ムレベル ID と完全一致させ、Alternative 
Identifierにも入力して「資料番号」として画面表

示。AtoM のレファレンスコードは inherit して自

動生成する。 
N03 デジタル化した画像を閲覧できる デフォルトで可能 
N03 デジタル化した画像の閲覧の可・不可を

個別に設定・管理できる 
ユーザー管理または PREMIS ベースの

permission 設定を用いる 
N03 デジタル・オブジェクトと記述データを同時

にインポートし、その際に公開・非公開の

別も同時に指定する方法があるか 

csv import で画像の記述をドラフトに 

N03 記述を入力した後で画像を一括登録する

場合、どの ID に紐づけるのか 
上位レベルの下位に一括登録するのであれば

QubitParentSlug、アイテムレベル記述に関連

づけるのであれば inforamation_object_id。

legacyID を 一 意 に で き る の で あ れ ば 、

source_name（csv のファイル名）でも可能では。 
https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4
/user-manual/import-export/csv-import/#csv
-descriptions-updates 

N03 段階的なアクセス制限が可能か ユーザー管理で可能 
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N03 トップページのLog in機能を隠すことはで

きるか（来館し、画像閲覧可能なアカウント

を使って AtoM にアクセスしたユーザー

が、そのアカウントを使用して自宅などから

アクセスすることを防止するため） 

可能だが、来館利用者用のアカウントを館内で

厳しく管理（PW は見せない、スタッフがログイン

して利用させる、頻繁にアカウント設定を変えるな

ど）する方がよい。 

N04 収蔵品管理情報の入力・管理 受け入れ記録、収蔵場所などは入力できる。 
N04 すでにエクセル等で管理されている収蔵

品管理情報などについて、AtoM に一部

項目を入力したとして、入力できなかった

分をどのように継続して管理していくか。 

運用の問題なのでここでは検討しない。 

N05 所蔵機関情報（ISDIAH)を登録する デフォルトで可能 
その他 トップページのカスタマイズ 可能だが、ソースコードをいじるような変更をする

と、アップデート時に手間が増える。CSS ででき

る範囲にとどめるのがよいのでは。 
その他 静的ページを、ウェブ展示目的に使える

か。 
可能。掲載する画像や動画のファイルはサーバ

ーにアップすること。 
 
本表から見えてくるのは、以下の点である。 
 
１） 第１章で提示したNAMA のニーズのうち、N01、N02、N03、N05に関していえば、多少の工

夫も必要な部分もあるとはいえ、おおむね AtoM のデフォルトの機能で実現できる。 
２） 建築プロジェクト・インデックスなどを用いて建築資料特有のアクセスポイントを提供したい、な

ど、建築資料特有の、あるいは NAMA 固有の実務からくる要望については、AtoM の改変で

はなく、何らかの工夫により対処していく必要がある。 
  ＊下の画面： 大髙正人建築設計資料群について、建築プロジェクトのリストや資料群の構成

についての情報を、アーカイブズ記述（フォンドレベル）からリンクで提供してみた例。 
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３） 多言語に対応はしているが、翻訳したテキストを一括入力する方法が不明。ユーザーインター

フェースから個別に入力していく方法は、フォンドレベルやシリーズレベルなど、まとまった記述

の翻訳の際にはよいかもしれないが、アイテムレベルなど、スプレッドシートであればドラッグ操

作で容易にコピーできる情報なども、個別に入力しなければならないことになり、不便である。 
４） 日常的なことはユーザーインターフェースから行えるが、大量のデータを一括登録する際には

コマンドラインからの入力が必要となるため、そうした操作に習熟したスタッフの確保または育成

が必要となる。 
 
5. AtoMをよりよいものにする 

 AtoMはユーザー側が開発側に要求を挙げていくこと、あるいはユーザー側の開発成果をAS社

に還元して、アプリケーション全体の機能向上に役立てることで少しずつ良くなっていくシステムで

ある。また、開発のための財源を得た機関が AS 社と協力してシステム開発を行うと、その成果が新

しいバージョンの AtoM に組み込まれてオープンになっていく。 
 例えば大きなバージョンアップの際にはいつも、デジタルコンテンツ翻訳システム、Transifex30

を用いた、多言語で表示される訳語・訳文の改善のための翻訳プロジェクトがスタートする。バージ

ョン 2.4 のリリース前、2017 年 6 月～8 月にかけても同様で、世界各地から多くのボランティアがよ

り適切な訳語をAtoMに提供した。こうしたプロジェクトで訂正された訳語・訳文の全てが新バージョ

ンに反映されることで、多言語での表示は少しずつ改善していくことになる。 
 また、プログラムの修正や改善も随時行われている。今回の検証作業の中でも、Dockerというア

プリケーション実行環境に対応するためにAtoMが提供している設定ファイルにおいて、phpのバー

ジョン指定に不備があるのに小林賢司が気づき、修正を加えた。2018 年 2 月 11 日に修正ファイル

をAS社に送付、同社との間でコントリビューター用の契約書 31を交わしたうえで、2 月 28 日には修

正がアプリケーションに組み込まれた 32。バグなど緊急度の高いものであれば、おそらくさらに迅速

な対応がなされるだろう。このように、日本からこまめに要求事項や修正を伝えていくようにすれば、

AtoMは日本のアーカイブズ機関にとっても、日本語話者であるユーザーにとっても使いやすいも

のになっていくはずである。 

 

                                                   
30 Transifex ウェブサイト. https://www.transifex.com/ 
31 Artefactual Systems, Inc. AtoM Wiki, “Contribute Code-Copyright and License”.  
https://wiki.accesstomemory.org/Development/Contribute_code#Copyright_and_license. 
コントリビューターは自ら貢献した部分について AtoM 以外のことにも自由に用いる権利

を保持しつつ、AS 社が提供するアプリケーションのユーザーにも自由な利用を認める旨の

合意。これにより、コントリビューターの権利を守りつつ、オープンでフリーという原則

を貫くことが可能となる。 
32 GitHub, Inc. “Specify php version in Dockerfile #664”. artefactual/atom,  
https://github.com/artefactual/atom/pull/664 
 

https://wiki.accesstomemory.org/Development/Contribute_code#Copyright_and_license
https://github.com/artefactual/atom/pull/664
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6. おわりに 

 AtoM は基本的に、国際標準に準拠した標準的な実務向けのアプリケーションなので、アーカイ

ブズ機関固有の実務が増えるほど、AtoM の機能ではカバーできない部分が大きくなることになる。

その点では、費用をかければ自由にカスタマイズ可能な商用パッケージに比べると見劣りする。 
 しかし、AtoM を実際に稼働してみると次々にわいてくる疑問を一つ一つ解決していく作業は、ア

ーカイブズの実務の進め方について、アーカイブズ記述やメタデータについて、あるいは文化資

源に関する情報を管理し提供するためのシステムのありようについて、多くを教えてくれたのも事実

である。そして、AtoM と関わることは、それを支えている国際的なコミュニティとつながることでもあ

る。そうしたコミュニティが運営する様々なフォーラムやプロジェクトに参加することで、AtoM（ある

いはその後継アプリケーション）の維持と改善に日本から貢献ができることも、AtoM の魅力であ

る。 
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第７章 有識者会議の結果 

7-1. 有識者会議の記録（サマリー） 

＊会議でのやりとりについては、個人名ではなく、「有識者」「NAMA」「インフォコム」「AtoM」のように発言者

の立場のみを表示した。また、配布資料等については巻末の「付録」にまとめて収録した。 

 
日時：平成 30 年 2 月 28 日 14 時 00 分〜16 時 00 分 

会場：文化庁国立近現代建築資料館 2 階会議室 

有識者（50 音順） 

阿児雄之氏（東京工業大学博物館 特任講師） 

後藤真氏（国立歴史民俗博物館 研究部准教授、メタ資料学研究センター副センター長） 

齋藤歩氏（京都大学総合博物館 研究資源アーカイブ系 特定助教） 

永崎研宣氏（一般財団法人人文情報学研究所 主席研究員） 

森本祥子氏（東京大学文書館 准教授） 

 

次第 

1. 開会・趣旨説明（業務担当者） 

2. 比較検討の対象とした二つのシステム（InfoLib-Archives、開発：インフォコ

ム株式会社）、（AtoM、開発：Artefactual Systems, Inc.）の仕様・機能等に関す

る報告（各 30 分） 

3. 有識者のコメントおよび質疑応答 

4. 閉会 

 

1. 開会・趣旨説明 

 入澤寿美（業務統括、学習院大学計算機センター教授） 

 

●文化庁国立近現代建築資料館 橋本祥介副館長よりご挨拶： 

国立近現代建築資料館（以下、「資料館」）は建築資料を文化的資源として保存することを使

命として設立され、ほぼ 5 年になる。開館以来収集に力を入れ、貴重な建築資料の海外流出

や散逸を防ぐ努力を重ねてきた。現在 9 万点近い建築図面を中心とする資料を所蔵しており、

今後それを幅広く利用提供していくにあたり、膨大な資料をどう効率的に整理して国民に提供

するのか、という点から、データベースの構築、および他のアーカイブズ機関とのネットワーク

形成を、喫緊の課題として意識。建築資料の特性、アーカイブズ資料の特性に合致したシス
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テムを導入したい。そのために導入すべきシステム候補の絞り込みを行うため、今回の業務と

なった。この結果を受けてさらに導入に向けて検討していきたい。 

 

2. 二つのシステムの報告 

2-1. 株式会社インフォコム：InfoLib-Archives 

藤原淳一氏（同社サービスビジネス事業本部・コンテンツソリューション事業部・デジタルアー

カイブ営業グループ副課長）、吉田勇二氏（同上級主任）、小嶋将士氏（同事業本部・コンテ

ンツソリューション事業部・開発第一チーム上級主任） 

 

 インフォコムについて・公文書館向け事業について 

1995 年より、図書館検索システムの構築などからはじめ、デジタルアーカイブ事業へ。 

公文書館向けの事業としては、国立公文書館デジタルアーカイブ、アジア歴史資料センター

などを初めとして、県・市町村レベル、大学アーカイブズなど導入実績多数。 

InfoLib-Archives は、公文書管理法施行の 2011 年 10 月より販売を開始した、業界初の公文

書館用デジタルアーカイブシステム。現在多種多様な機関のシステム構築に対応可能とすべ

く機能拡張作業の最終段階。公表できる範囲でご覧いただきたい。 

 

 機能概要 

 資料群や簿冊、古文書や書籍など、多様な資料・記述単位のメタデータおよびデジ

タルオブジェクトを管理・公開可能。 

 目録データを階層で管理でき、項目定義により手持ちデータの形式に合わせた階層

でデータを管理可能。 

 資料群や簿冊にもメタデータを付与できる。 

 階層をたどった検索・ブラウジングが可能。 

 様々なフォーマットのデジタルオブジェクトを登録・管理し、直感的に目録へ紐付

けることができる。 

 高精細画像として登録すると IIIF 公開も可能。 

 オブジェクトやメタデータの公開・非公開を個別かつ詳細に設定可能。 

 緯度経度データが入力されていれば地図検索、時間データが入力されていれば年表

検索も可能。 

 詳細表示画面では、ファイル形式に合わせた viewer でコンテンツ表示。 

 スマートデバイスにも対応。 
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 外部機関とのシステム連携、横断検索などに必要な機能を標準装備（SRU/SRW、 

OAI-PMH、REST API など）。 

 目録データ一括登録・編集・出力が可能。 

 Google Analytics API を用いた利用統計機能を搭載。 

 同義語・関連語辞書を一括登録し、シソーラス検索可能。 

 公文書館で用いる申請書等を印刷する機能あり。 

 

 三つの機能についてデモンストレーション 

A. メタデータ編集機能 

 資料群の階層構造から目指すレベルの記述へ。 

 アイテム記述の右に表示される編集マークをクリックすると編集画面へ。 

 編集画面には記述データと紐付いた画像も表示。 

 記述に画像を追加したい場合はドラッグ＆ドロップで入れられる。 

 一つのメタデータに複数のデジタルオブジェクトを関連付け可能。 

 システム上に自動生成される ID やログ、メタデータ定義なども表示。 

 権限設定：多様なユーザーグループが設定でき、グループごとにあるいはユーザー

ごとに閲覧権限や様々な操作を行う権限を管理可能。 

 各階層でメタデータの構造が異なる場合、階層ごとに異なるメタデータスキーマを

定義可能。 

 特定のデータを選択して削除・ダウンロードなども可能。 

B. デジタルオブジェクトの登録 

 複数のデジタルオブジェクトが、フォルダなどに分類されて管理されている場合、

フォルダごとアップロード画面にドラッグ＆ドロップすると、フォルダ構造を読み

取ってシステム上に表示される。その後に個別のアイテムの記述編集することがで

きる。 

 高精細画像として登録すれば IIIF 準拠で画像配信も可能。 

 画像の差し替え、あるいは特定の画像またはフォルダを特定の記述に紐付けること

も可能（フォルダの場合、フォルダに含まれる画像は一括でその記述に紐付く）。 

 登録したアイテムは様々な項目で検索可能。 

C. 公開画面でどのように見えるか 

 デフォルトのテンプレート→カスタマイズ可能。 

 「ピックアップコンテンツ」や「アクセスランキング」などを表示可能。 

 画面に表示するコンテンツや画面遷移についてはクライアントの要望次第。 
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 詳細検索→クライアントの要望に応じて変更可能。 

 

【質疑応答】 

有識者：一つのメタデータに複数の画像を関連づけたときに、個別の画像のアクセス制限は

可能か。 

インフォコム：可能である。 

有識者：アップロード時にタイトルが衝突したらどうなるか。 

インフォコム：アップロードできない仕様になっている。 

＊検索は Elasticsearch, DB は PostgreSQL. 

 

2-2. AtoM 

入澤寿美（学習院大学計算機センター教授）、小林賢司（エンジニア）、平野泉（立教大学共

生社会研究センター） 

 

 システム概要・開発経緯・コスト試算等は「付録. 有識者会議配布資料」を参照。 

 デモンストレーション 

 現在学習院大学計算機センター内のサーバー上で稼働、特定のユーザーにのみ権限

を与えて管理している。ログインする権限によって、トップバーに表示されるアイ

コンが変わり、ユーザーができることが変わってくる。 

 ユーザーグループは管理者－一般ユーザーまで 5 段階がデフォルト。個別のユーザ

ーごとにも権限設定ができる。 

 アーカイブズ記述（典拠レコード、機関情報は別）・デジタルオブジェクトは公開・

非公開を指定できる。 

 記述は ICA の４標準に準拠しており、各記述を関連づけられるようになっている。 

 建築は国際的著名人も多く、多言語対応は視野に入れてもよい。 

 資料群の構造→ツリー構造で表示。 

 ISAAR 記述が ISAD（G）の関連項目に自動的に流れ込む。 

 機関情報も ISDIAH で書ける。 

 画像は１データ１オブジェクト。 

 

【質疑応答】 

有識者：業務で使う場合の使い勝手はどうなのか。例えば画像のアップロードと、画像とメタデ

ータの紐付け、メタデータの調整などはどのように行うのか。InfoLib-Archives のよう



82 
 

にフォルダごとドラッグ&ドロップは可能か。 

AtoM：操作したい記述に行き、メタデータは編集、デジタルオブジェクトは「More」ボタンから

入る画面でインポート。サムネイルと閲覧用画像が自動生成される。フォルダごとのド

ラッグ＆ドロップは不可能。 

 

有識者：翻訳についてはどうか。また日本での導入事例は。 

AtoM：記述については記述の編集画面上で、ユーザーインターフェースについては右下に

表示される「ユーザーインターフェースを翻訳」から翻訳可能。このデータをまとめて

送れば、次の更新に反映。日本では、テスト的に使っているところはあるが、サポート

がないので本格的な導入例はないのでは。 

 

3. 有識者のコメントおよび質疑応答 

 

有識者：実際の運用を考えたときに、内部で利用する人々の権限管理がどこまで詳細に可能

なのか。資料館は個人情報も厳密に管理する必要があるので、両システムの中でど

うユーザーを定義して管理できるのかを聞きたい。また、資料館で開催する展示は 4

言語で表示しているが、記述はどこまでやるのか。InfoLib-Archives でも多言語対応

にカスタマイズできるのか。 

インフォコム：「ユーザー」とユーザーが所属する「グループ」という概念がある。どちらも数に制

限がなく、それぞれのグループに「入力」「編集」「公開・非公開の決定」などの権限を

個別に与えることができる。グループに対してユーザーを所属させることによって、ユ

ーザーがログインすればできる操作を制御することができる。データに対する権限と、

ユーザーとして使える機能の双方を細かく設定できるので、業務ごとにユーザーと役

割を定義・設定すればよい。言語については、公開画面では日本語と英語のプロフ

ァイルがあるが、プロファイルを追加することは可能。データの多言語化は、項目定

義の範疇なので、メタデータ定義をすれば可能。検索画面では、英語画面のときに

は英語で表示するような制御をしていないので、全言語が表示されることになる。が、

これもカスタマイズは可能。 

AtoM：AtoM にはデフォルトのユーザーグループが設定されている。管理者には何でもできる

ので、その人数は制限する必要がある。 

 

有識者：システムへのデータ入力は基本的に一括入力をイメージしているのか。それともシス

テム上での項目単位での入力をイメージしているのか。 
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NAMA：システム導入の目的は目録情報をきちんと管理・検索できることと、デジタル化した図

面がストレスなく見えること。画像については一定量をデジタル化して、目録も一定

量を作成してから入れる実務が多くなると思う。また収蔵品管理情報については、両

システムとも対応していないので、他の形で管理していく予定。 

 

有識者：csvについては形式に制限があるのか。インフォコムのシステムは何でも対応可能と思

うが。 

AtoM：AtoM はテンプレートが複数用意されているので、それに合わせて入力する。 

 

有識者：要求定義が一般的。今回の検討で、建築資料を扱う独自のニーズはどれほど踏まえ

られているのか。要求定義はこれだけでよいのか。 

NAMA：基本的に、あまりカスタマイズしないシステムにしたい。基本的には、アクセス制限に

ついても、メタデータは誰にでも公開、画像は一定のユーザーのみ、内部の人間は

全て見られる、の 3 段階を考えている。 

 

有識者：インフォコムであれば構築・導入後の保守を担っていくことになるので、カスタマイズに

沿った保守も可能となる。一方 AtoM は完全にオープンソースなので、導入後の体

制が問題になる。カスタマイズすれば、それを見ていく SE を手配するという想定にも

なるので、将来どうしたいかによって作り方が変わってくるのでは。 

 

有識者：AtoM は国際的な専門家コミュニティが作って公開し、みんなで使っているもの。例え

ば IIIF には未対応だが、コミュニティが要求していけば対応するだろう。また、オープ

ンソースのアップデートは、ユーザーが増えるほど簡単になり、心配すべき事項は減

ってくることになる。インフォコムも、オープンソースの開発にかかわり、そこでマネタイ

ズできる方法を考えていってはどうだろうか。せっかくの開発力を世界に知ってもらえ

るし、会社として世界に貢献しているというアピールもできるのでは。日本の機関が

AtoM を使うとなれば、やはり全体を扱ってくれる業者さんがいるといいと思う。ぜひ

企業としてやってくださるとよいのだが。 

 

有識者：資料館の要求定義にある「関係機関の情報の登録」は InfoLib-Archives でもできるの

か。典拠管理機能、語彙統制についてももう少し聞きたい。建築資料の利用者は建

築家名のみならず建築作品名で検索するので、作品の正式名がわからない人でも、

サーチ（文字列入力による検索）だけではなくブラウズ（固有名詞選択による検索）で
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調べられる方法が必要と思う。 

インフォコム：関係機関の情報は典拠データの一部として考えてよければ、InfoLib-Archives も

人物名、機関名の DB を持つことができるようになっているが、典拠データは独立し

て登録する必要がある。ただ、メタデータを入力するタイミングで典拠DBを呼んで追

加できるようになっている。建築家の作品名で検索、という件については、メタデータ

の構造を工夫すれば実現できるのではないか。記述自体は資料のまとまりで管理し、

人物単位でクエリを投げることができるようになっている。 

AtoM：AtoM は機関情報と典拠レコードは別の記述標準に準拠しているが、基本的にはどち

らも典拠レコードである点では InfoLib-Archives と同じ。作品については、建造され

なかったものも含めてプロジェクト・インデックスを記述と関連づける形で利用者に提

供し、そのプロジェクト名をアクセスポイントとして入力しておくことで検索可能とする

という形なら AtoM では実現できるのではないか。 

 

有識者：資料館のように分野が特化しているところについては、建築作品名等の固有名詞で

いかに検索（ブラウズ）できるようにするかが重要。特定の分野に特化したアーカイブ

ズは建築や美術を嚆矢にますます需要が増えていくだろうから、この機能がデフォル

トでスマートなかたちで可能になれば他の分野でも利便性が高まる。 

有識者：統合識別子として国際標準名称識別子（International Standard Name Identifier: ISNI）

なども出てきている。作品名も入ると聞いている。 

 

NAMA：InfoLib-Archives を導入した場合、コストはだいたいどのくらいになるのか。 

インフォコム：サーバー、UPS、ラック一式および OS のサブスクリプション、公開系と内部系に

わけるという想定では、ざっくり 800 万程度か。バックアップ方式やサーバの冗長化

等により大きく変動する。構築費用は要件が明確でないと算出できないが、パッケー

ジの定価は１ライセンス 1500 万。 

 

４. 閉会 
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7-2. 有識者会議の結果と考察 

 
1. NAMA要求定義との対応 

 
まず、NAMA の要求定義と各システムの機能とがどのように対応するかを、以下の表 7-1 にまとめ

た。 
 
表 7-1 要求定義とシステム対応表 
要求事項 

（重要度の高い順） 
InfoLib- 

Archives 

AtoM コメント 

1. 文科省のサーバーに入

れることができる 

○ ○  

2. 階層構造が表現でき、

階層設定の自由度が高

い 

○ ○  

3. 画像の登録ができる ○ ○ InfoLib-Archives はフォルダのドラッグ＆ド

ロップで可能。AtoM は量が少なければ

GUI から、大量一括登録はコマンドラインか

らの操作となる。 

4. 関係機関の情報を登録

することができる 

○ ○ InfoLib-Archives は典拠レコードの一部と

して登録・管理、AtoM は ISDIAH 記述とし

て登録・管理 

5. アクセス制限がかけられ

る 

○ ○ 個別の画像、ユーザーカテゴリごとなどに設

定可能。 

6. 典拠管理機能がある ○ ○ InfoLib-Archives は辞書登録・シソーラス

検索も可能 

7. 管理情報を入れることが

できる 

○ △ InfoLib-Archives はカスタマイズで可能 

8. 固定 URL の付与が可

能 

○ ○ システム内ではどちらも一意の ID。DOI や

ハンドルなどは別に取得。 

9. IIIF に対応 ○ × InfoLib-Archives では高精細画像で登録

すれば OK 

10. OAI-PMH に対応 ○ ○  

 
 全体として、InfoLib-Archives はいかようにもカスタマイズできる自由度の高いシステムであり、
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カスタマイズを前提とすればNAMAの要求にこたえることができる。いっぽうAtoMは、アーカイブ

ズの国際標準をベースに設計されたオープンソースのアプリケーションなので、当然ながら、現時

点では NAMA の要求に応えられない部分がある。エンジニアが関わることでカスタマイズは可能

だが、その分、オープンソースを用いるメリットは小さくなる。 
 
2. 有識者コメント 

 
有識者会議の席上、およびコメントシートに記入していただいた質問・コメントを、以下の表7-2にま

とめた。コメントは内容に応じて「ニーズ／業務」「運用／保守」「設計／機能」「利用提供」「オープ

ン（「ソース」を略した）」の５つに分類し、「InfoLib-Archives へのコメント」→「AtoM へのコメント」

→「双方へ、あるいは全般的なコメント」の順に配列した。 
 
表 7-2 有識者コメント 
コメン

ト ID 
システム名／全体 質問・コメント カテゴリ 

C01 InfoLib-Archives 様々なデータを自由に入れられるので、高度なことが業

務に応じてできる。 

ニーズ／業務 

C02 InfoLib-Archives 階層構造の出力は可能か。 ニーズ／業務 

C03 InfoLib-Archives 画像から複数のメタデータのアクセス制限管理は容易

か。 

ニーズ／業務 

C04 InfoLib-Archives 画像にひもづいているメタデータを逆引きできるか。 ニーズ／業務 

C05 InfoLib-Archives 画像を差し替えると URL も変わるのか。 ニーズ／業務 

C06 AtoM 長期的には保守体制が課題となる。 ニーズ／業務 

C07 AtoM アーカイブズ管理の基本的な考え方を押さえたシステム

なので、その点は問題ない。 

ニーズ／業務 

C08 AtoM 実務をやるにあたり、GUI はどれほど使いやすいのか。 ニーズ／業務 

C09 AtoM importXML はファイル丸ごとではできないのか。 ニーズ／業務 

C10 AtoM 大量の画像の場合のケースについて詳しい説明がほし

い。 

ニーズ／業務 

C11 AtoM ユーザーグループでの権限設定の基準は。 ニーズ／業務 

C12 AtoM csv 入力に際してデータの調整が必要だとすると、作業

量が増えるのでは。 

ニーズ／業務 

C13 AtoM 建築資料館のニーズにどこまで対応できるのか。 ニーズ／業務 
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C14 全体 日常の作業も大事。手元で何がどうできるのか。 ニーズ／業務 

C15 全体 どういう人が何人くらいでどれくらいの数のデータをどれ

くらいの深さでいじるのか。 

ニーズ／業務 

C16 InfoLib-Archives メンテナンス含めた安心感があり、アーカイブズ対応実

績もあるので、基本面は問題がないと感じた。 

運用／保守 

C17 Atom 運用はどのように設計するのか。個人事業主や企業に委

託するのか。 

運用／保守 

C18 AtoM 完成システムに至るまでの開発コストはどのように試算さ

れているのか。 

運用／保守 

C19 AtoM 日本での導入実績がない。 運用／保守 

C20 全体 運用設計についての説明がほしい。運用年数やランニン

グコストについて。 

運用／保守 

C21 InfoLib-Archives API を多用しているが、Google からのインデクシングは

大丈夫か。 

設計／機能 

C22 InfoLib-Archives D&D で登録したあとの、コンテンツの存在位置はどうな

るのか（公開 URL の設定の関係も含め）。 

設計／機能 

C23 InfoLib-Archives PostGre→Elasticsearch のインデクシングのタイミング

は。 

設計／機能 

C24 InfoLib-Archives 建築資料とその利用のニーズに対応するのがどの程度

のカスタマイズにより可能となるのか、またそれによりどの

程度特殊なプログラムになるのかについて確認が必要。 

設計／機能 

C25 InfoLib-Archives 公文書館向けシステムということだが、収集アーカイブズ

との相性はどうか。 

設計／機能 

C26 InfoLib-Archives 辞書検索と LOD との関係は。 設計／機能 

C27 InfoLib-Archives 地図はどこのを使うのか。複数の地図の切り替えは可能

か。 

設計／機能 

C28 InfoLib-Archives 典拠データの扱いはどうなっているのか。 設計／機能 

C29 InfoLib-Archives Elasticsearch の更新にはどう対応していくのか。 設計／機能 

C30 全体 典拠管理に VIAF などを使う機能はあるか。 設計／機能 

C31 全体 メタデータ、コンテンツの Permanent-link についてはど

ういう設計か。 

設計／機能 
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C32 InfoLib-Archives 利用度を高めるための横断検索は論理的に可能という

だけではなく、実際に機能しているか。 

利用提供 

C33 AtoM 利用者画面がわかりにくい。もう少し工夫できないか。 利用提供 

C34 AtoM 日本語訳をきちんとやって、更新時に反映してもらうこと

が必要。 

利用提供 

C35 全体 プロジェクト・作品名で検索したいユーザーは多いはず。

そこにどう対応するのか。 

利用提供 

C36 InfoLib-Archives 自由度が高いだけ、ベンダーロックになりやすいという危

険性がある。 

オープン 

C37 AtoM オープンソースの動向に「ついていく」と言う点は課題とし

て残る。 

オープン 

C38 AtoM 日本からも開発に参加して国際的に共同開発するとよ

い。 

オープン 

C39 AtoM ベンダーロックにならないのはよい。 オープン 

C40 全体 国際的に文化予算全般が逼迫しつつある中では、国際

的なコミュニティの中で協力し合って予算を節約しつつ

良い成果を出していくことが重要。AtoM にはがんばって

ほしい。 

オープン 

 

 このほかに、今回の会議の「趣旨が見えにくい」「プレゼンはシステム紹介でしかなく、システムが

できることと NAMA のニーズとの対応が見えない」、また会議運営上「司会と AtoM 側のプレゼン

テーションの報告を同一人物が担当するのは、司会の中立性という点で問題」という指摘も見られ

た。 
 基本的に AtoM は誰でも自由に使えるシステム、InfoLib-Archives は構築中、という条件の差

から、本業務で業務担当者側に蓄積した知見の量は AtoM の方が圧倒的に多い。そのため、二

つのシステムを公平な条件で比較検討することは難しい。さらにシステム比較を難しくした要因とし

ては、二つのシステムの性格があまりにも違いすぎる、という点もあったように思う。 
 InfoLib-Archives は企業が開発する商用パッケージで、機関のニーズに応じたカスタマイズを

前提としている。しかもまだ構築中であるため、現時点ではパッケージとしてデフォルトでできること

と、カスタマイズにより可能となることの切り分けが見えにくい。一方 AtoM は、開発を担うのは企業

だが、世界的なアーカイブズ・コミュニティが資金提供することで維持されている、オープンソースで

フリーなアプリケーションである。そのため、デフォルトでできることは全て公開されている一方で、

現時点で不可能なことを可能とするには、エンジニア（導入機関が手配するのであれ、AS 社であ

れ）の関与が必要である。今回の比較検討が、カスタマイズを前提とした商用パッケージ 2 件、ある
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いはオープンソースでフリーなアプリケーション 2 件を対象としていたのであれば、ずいぶん議論も

しやすかったのではないだろうか。 
 
3. コスト比較  

 
 会議上では、コストについても双方の立場からざっくりとした試算が示された。いずれも詳細な機

能要件や運用条件を示されたうえでの見積もりとは異なり、具体的な作業量などが不明なことや、

InfoLib-Archives はまだ構築中であることから、あくまで参考値を示すにとどまった。表 7-3 はそう

した参考値のまとめである。 
 
表 7-3 InfoLib-Archives および AtoM の導入（＋保守）にかかるコスト 
InfoLib-Archives 1. サーバ環境整備：800 万程度（サーバ、UPS、ラック一式、OS サブスクリプ

ションを含み、公開系と内部系を分けるという前提） 

2. 初期構築：1,500 万（パッケージ定価／ライセンス。カスタマイズ別） 

AtoM 1. サーバ環境整備：MPC 300 万程度、AWS 100-150 万程度 

2. 初期構築：60-110 万（AtoM 稼働および整形された初期データのアップロ

ード） 

3. メンテナンス：  
 サーバ（AWS の場合）約 40 万／年 （MPC の場合）未算出 
 システム保守：月 20 万 
 バージョンアップ対応：最大 200 万程度（作業量による） 

 
4. 考察 

 
 有識者の意見やコメントから総論的に見えてきたのは、まず第一に、InfoLib-Archives には日

本のアーカイブズ機関への導入実績に支えられた機能性と安定感がある、という点である。構築・

導入時にはある程度の金額を見込まなければならないが、導入・構築時のカスタマイズに応じたシ

ステム保守を、導入後も同社に任せることができる。貴重な建築記録の長期的保存というミッション

を果たすべき機関にとって、システム保守体制の安定性は重要な要素であり、その点を有識者も

評価していた。その一方で、どんなニーズにも応えられるカスタマイズ可能性という、このシステム

の大きなメリットそれ自体に、ベンダーロックインの危険性を見る声もあった。 
 次に AtoM については、国際標準への準拠や、オープンであること、そして国際的なアーカイブ

ズ・コミュニティとの協働性などを評価する声がある一方で、ユーザビリティーや、長期的なシステム

保守という面での不安が指摘された。 
 こうして見ると、二つのシステムの性格の違いが、有識者がそれらのシステムで実現されるとみる

「価値」に反映しているともいえるのではないか。つまり InfoLib-Archives は、（１）機関のニーズへ

の応答性、（２）システム保守の安定性という点で AtoM に大きく勝っている。一方 AtoM は、（３）
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国際的アーカイブズ・コミュニティの理論動向や実務標準化の動きへの応答性、（４）オープンでフ

リーなシステムがアーカイブズ・コミュニティにもたらす可能性、という点では、InfoLib-Archives よ

りも優れているといえよう。 
 とすれば、両システムのどちらを選択するかは、（A）導入する機関がいかなる価値を優先する機

関なのか、（B）機関の現状でのニーズや実務のあり方が、アーカイブズ界の理論やベスト・プラク

ティスとどれほど合致しているのか、（C）機関がシステムにどれほどのコスト（資金・人材）をかけら

れるのか、という三つの要素にかかってくるのではないだろうか。 
 次章では、これらの点を検討したうえで、最終的な提案をすることにしたい。 
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第８章 まとめと提案 

 
1. はじめに 

 本章では、業務の結果をまとめたうえで、NAMA が採用すべきシステムについて提案を行う。 

 しかし、その前に指摘しておかねばならないのは、これに先立つ章でも何度か述べたとおり、対

象となるシステムの双方を詳細に検討するための前提、つまりどちらにも業務担当者がアクセス可

能であるか、あるいは最悪でも実装例をウェブ上から確認可能であるという前提が、一方が構築中

であることによって崩れてしまったことである。そのため二つのシステムをほんとうの意味で比較する

ことはできなかっただけではなく、検討のための情報として蓄積したのは、ほとんどが AtoM に関す

るものだった。本章での検討はそうした限界の中で行われるものであり、その結論もまた、そうした

限界の中で述べるものである。 

 

2. 比較検討の結果 

2-1. 機能とコストによる比較 

 第 7 章「有識者会議の結果と考察」ですでに述べた通り、InfoLib-Archives は様々なアーカイブ

ズ機関のニーズに柔軟に応答できるシステムで、パッケージとしてリリースされる部分に加えて、機

関のニーズに応じたカスタマイズを行えば、NAMA の要望の大部分を実現できる可能性が高い。

また、そのカスタマイズに応じたメンテナンスも受けることができるので安心である。その分導入時の

コストが高くなることや、ベンダーロックインの可能性、とくに急速に変化する ICT環境に適応するた

めにシステム更新が必要になるたびに、相当のコストを見込まなければならない可能性がある点に

ついて、それをデメリットと考えるか否かは、NAMA の意思と資源次第である。 

 いっぽう AtoM は、アーカイブズの受け入れから公開までの実務の流れに沿って設計され、アー

カイブズ関連の国際標準、とくに ICA の 4 標準に準拠した記述をきれいに見せられるという魅力が

ある。機関内にシステムに強いスタッフがいれば、コストを一定以下に抑えつつ、ICT 環境や国際

標準の変化に合わせてすばやく更新されていくシステムを使い続けることも可能である。しかし、全

てをアウトソースするとすれば、前章で示した通り、それなりにコストはかかってしまう。 

 

2-2. 四つの価値と三つの要素 

 第 7 章第 3 節、「考察」で、この二つのシステムのどちらを選択するかについて、それぞれのシス

テムが実現する四つの価値と、選択を左右する三つの要素により左右されるのではないか、と述べ

た。その四つの価値と、二つのシステムの対応を示したのが、次ページの表 8-1 である。 



92 
 

表 8-1. 四つの価値と二つのシステムの対応 

システムで実現される価値 InfoLib-Archives AｔｏＭ 

（１）機関のニーズへの応答性 ◎ ○ 

（２）システム保守の安定性 ◎ △ 

（３）アーカイブズ学の理論・実務

の変化への応答性 

○ ◎ 

（４）オープンなシステムの可能性 － ◎ 

 

これに、NAMA の選択を左右すると思われる 3 要素を組み合わせると、表 8-2 のようになる。 

 

表 8-2. 四つの価値と三つの要素の対応 

価値のウェイト 現状の実務が国際的な

ベスト・プラクティスと一致 

資源が潤沢 InfoLib-Archives／AtoM 

（１）（２）＞（３）（４） Yes Yes InfoLib-Archives 

（１）（２）＞（３）（４） Yes No とりあえず AtoM でがんばってみる？ 

（１）（２）＞（３）（４） No Yes InfoLib-Archives、ただし導入・カスタマイ

ズを契機に実務も見直しを。 

（１）（２）＞（３）（４） No No AtoM か、あるいはそもそもまだシステム導

入を考えなくてもよい。 

（１）（２）＜（３）（４） Yes Yes どちらでもよい。 

（１）（２）＜（３）（４） Yes No AtoM 

（１）（２）＜（３）（４） No Yes どちらでもよい。ただしシステム導入を契機

に実務も見直しを。 

（１）（２）＜（３）（４） No No AtoM か、あるいはそもそもまだシステム導

入を考えなくてもよい。 

 

こうしてみると、どちらかのシステムが確実に推奨されるのは二つのケースのみである。つまり、 

 

A. 機関ニーズへの応答性とシステムの安定性を重視し、現状ですぐれた実務が実現されており、

資源も潤沢な場合： InfoLib-Archives 

B. アーカイブズ学理論・実践動向への応答性とオープンソースの可能性に価値を見いだし、現

状ですぐれた実務が実現されているが、資源には限界がある場合：AtoM 

 

また、（３）（４）を重視する場合でも、ニーズへの応答性やシステムの安定性を全く考慮しない機関

というのも想定しにくいので、資源に恵まれていれば、理念・価値としては AtoM に傾いていても、

InfoLib-Archives を選択する可能性も高いように思われる。逆に資源に限界があると、当然のことな
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がら InfoLib-Archives を選択する可能性は非常に低くなるだろう。 

 

3．提案 

 NAMA は日本の建築資料の保存・公開という使命を持った国立の機関であり、システム構築に

あたっては十分な資源を確保できるはずである。国立公文書館をはじめとする日本の公文書館等

への導入実績からみても、InfoLib-Archives は全体として、安定性を重視する公的な機関が導入

するにふさわしい優れたシステムであるといえよう。 

 ただ、今回の検討業務のなかで見えてきたのは、とくに第２章で取り上げた部分であるが、

NAMA の資料整理担当者も、現状の実務が必ずしも「あるべき姿」ではないと考えていることであ

る。そうだとすれば、現状の実務を元にシステムに投影される「ニーズ」が、システムの機能という形

で固定された場合、現状の「あるべき姿」ではない実務もまた、そのまま固定されてしまう可能性も

ある。NAMA 設立以来、展示等の業務もこなしながら試行錯誤する中で組み立てられてきた資料

整理の実務と、アーカイブズ界の国際的な標準との間に、もし何らかのずれがあるとしたら、そのず

れを修正する作業を行う契機が今こそ到来しているのではないだろうか。 

 だとすれば、国際的に共有されたアーカイブズ学の原則に基づいて設計されたAtoMをまず導入

し、AtoMが要求する業務の流れと、NAMAの実務のずれを確認しつつ、資料整理業務の全体の

流れを調整することも、長期的に見てNAMAにとってはプラスになると考える。また、ICAでは現在、

四つの記述標準の統合のベースとなる概念モデル、Records in Contexts（RiC）33の構築が進めら

れており、今後数年間でアーカイブズ記述標準の世界に大きな変化が訪れる可能性もある。現時

点で精緻なシステムを作り込むことで、そうした変化への対応が遅れてしまうのも好ましくない。 

 そこで、可能性として提案しておきたいのは、まずは初期構築コストが比較的安価なAtoMを導

入・運用しながら、スタッフのアーカイブズや情報システムに関する知識やスキルの向上をはかり、

その結果として最善の実務を確立したところで、きめ細やかなニーズに対応できる

InfoLib-Archivesの導入をあらためて検討することである。その間に、AtoMの長期的保守という課

題についても、日本国内でのサポート体制を整える、あるいはAS社に基本的なサポートを任せる 34

などの複数の選択肢を検討したうえで、長期的な運用が可能か否かについて結論を出すこともで

きるだろう。 

 InfoLib-Archives は、販売が開始されれば多くのアーカイブズ機関に導入されるはずである。そう

なれば、システムの使い勝手を、一般ユーザーとしてウェブ上から確かめることも、導入機関にヒア

リングすることもできる。また、導入事例が増えることで、機能的にはさらなる向上が見込めるだけで

                                                   
33 Pitti, Daniel. et al. “Records in Contexts (RiC): a standard for archival description developed by 
the ICA Experts Group on Archival Description”. Summary and slids of the presentations on 8 
September 2016, International Council on Archives, 
https://www.ica.org/en/records-in-contexts-ric-a-standard-for-archival-description-presentation-cong
ress-2016. 
34 Artefactual Systems, Inc. AtoM tech support. 
https://www.artefactual.com/services/atom-tech-support/ 
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なく、コスト面でも導入しやすい価格になっていく可能性もある。また、東京大学文書館のシステム

もオープンソースで公開される予定とのお話だったので、それが公開後どのように受け止められる

のかといった点も見守っていく必要があるだろう。そもそも現在の ICT 環境では、どんなに素晴らし

いシステムを導入しても定期的に大きな更新を行わなければならない。そうした点を考えても、シス

テムの本格導入にあたっては、パッケージがリリースされた直後よりは他機関での導入・運用という

検証を経てからのほうが、情報も入手しやすく、判断もしやすくなるのではないだろうか。 

 AtoMはアーカイブズ・コミュニティに支えられ、つくり続けられるシステムである。そして「コミュニテ

ィ」は、21世紀のアーカイブズ界における重要なキーワードの一つだ。アーカイブズという営み自体

が、様々なコミュニティの中に位置づけられ「社会の多くの人々と共有されるべき参加的プロセ

ス」35であるととらえられるようになってきたのである。そうした考え方と、NAMAに資料を寄贈した建

築家たちが残した言葉との間には、どこか響き合うところがないだろうか。 

 建築記録を社会に開き、人々と共有するための仕組みを「みなでつくる方法」36の一つとして、つ

まり建築記録について様々な分野の人と協働するためのプラットフォームとして、オープンでフリー

なAtoMを活用する。そしてそこから生まれた成果を「みなのもの」37としていく。それができるならば、

NAMAは、建築記録を残し・開き・活かすことにかかわる新しい文化を創る空間を人々に提供する

という、重要な役割を担うことになるだろう。 

 

                                                   
35 Cook, Terry. “Evidence, memory, identity, and community: four shifting archival paradigms”. 
Archival Science, 2013, Vol.13, Issue 2–3, p.114. 
https://link.springer.com/article/10.1007/s10502-012-9180-7 
36 中谷礼仁. みなでつくる方法を求めて―吉阪隆正＋U 研究室の建築について. 齋藤祐子

他編. みなでつくる方法―吉阪隆正＋U 研究室の建築. 文化庁国立近現代建築資料館展覧

会図録. 文化庁, 2015 年, p.04. 
37 同上. 
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付録： 有識者会議配布資料・スライド 

（次ページより） 
 



 
 
 

 
 

 
 
 

 
  

   
      
      
      
      
      
      
      
      

 
  

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議配布資料 
20180228-01

「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議コメントシート

【参考：国立近現代建築資料館要求定義】

重要度 高

・文科省のサーバーに入れることができる

・階層構造が表現でき、階層設定の自由度が高い

・画像の登録ができる

・関係機関の情報を登録することができる

・アクセス制限がかけられる

・典拠管理機能がある

・管理情報を入れることができる

・固定 URLの付与が可能
・IIIFに対応
・OAI-PMHに対応

重要度 低

【下記コメント欄にご意見等をご記入ください】

インフォコム InfoLib-Archives 
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Proprieta叩 and Con刊dential

本書の全部または一部の無断転載を禁じます 

1. はじめに
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盟事業概要

莞帯電:~3事業者、 号室企業 医薬霊祭関係の機関や官公庁、教育京究機関の顧客向けに情報システムの企画・開発・コンサルテーショシ等

の各種ITソリユーションの提供や、情報通信システムの企薗・運用・管理等の各種サービスの提供

-消費者が利用する携帯電話等へのコユテンツヤコロコマース与のサービスの提供

盟会社概要

商号 :インフォコム株式会社 [グJレーブ会社]

代表者� 代表取締役社長� CEO竹原教博�  株式会社アムタス

n → 株式会社インフォコム東日本
ti3i:.lL : 1983年2月

株式会社インフォコム西日本� 
本社所在地 :東京都渋谷区神宮前2-34-17 GRAND打株式会社

主要拠点 ‘東京、神奈川、大阪、福岡� ログイツト株式会社

資本金 : 15億9千万円� インフォミュ トス株式会社

社員数 : 637名(単体)� 1，074名(連結)� シックスーアパ ト株式会社

株式会社ドゥマン
連結売上高 : 417億68百万円� (2017年3月期)� 

Infocom America Inc. (ニューヨーク市)
上場市場 : JASDAQ (2002年3月上場)

主要株主 町帝人株式会社� (55.1%) 

替輸直詞

デジタルアーカイブシステム� 20年以上の実績

圏デヲタルアーカイブ専門組織として20年に渡る取り組み

当社は1995年に電子図書館システムをご提供して以来、� 20年以上テヲタルアーカイブ、の分野に関わってまいりました。

デジタルアーカイブ専門組織、自社開発のデラタルアーカイブシステムバッケーラソフトをちち、デラタルアーカイブ事業

に取組んでおります。

社内のデヲタルコンテシツソリユーションとの連携・融合を進めながら、現在に至っています。

総務省庁庁ICT利活用サービス創出支援事業」

総務省「知のデジタルアーカイブに関する研究会」

日本のデジタルアーカイブのスタン夕、ードを作ってきました。

テ、ラタルアーカイブ‘シスデムパッケーラソフト� rlnfoLibJ 
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デラタルアーカイブシステム ilnfo LibJシリーズ

圏調査研究からシステム開発・構築まで、一貫して提供

コンテンツソリユーション事業部では、デヲタルアーカイブ構築のためのパッケーラソフトウエアiInfo LibJシリーズの

販売及び51事業を行っています。 

Info Libは、公文書館、研究機関、大学図書館、地方公共団体等への導入実績があり現在200件を超えるデータベース及び

デラタルアーカイブが構築されています。

}'¥ッケーラソ 1)ユーシヨンを中核

とした 5 1開発を実施しますn

豊富なデラタルアーカイブシステムの構築実績があります

圏様々な分野のデジタルアーカイブシステムを多数構築

亡。
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DC問1 (Dublin Core Metadata Initiativ記) 
Platinum)てートナー企業

圏世界初のDCMI Platinum) ¥ートナー企業

インフォコムは、世界初のDC叩のPlatinumパートナー企業
として、 2008年以来DCMIでの活動やDC附に参加する研究
者に対する支援を通じて国内におけるデラタルアーカイブの
普及を促進しています。 

一一一

I"~"明 日 

L蜘ited金事自O菅沼官勾n竺竺竺f

匙Oft匂伊

デラタルアーカイブに関する日本国内における標準化や、
国際標準の普及に取り組み続けています。 

2 公文書館向けシステム事例紹介
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3. InfoLib-Archivesについて
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業界初の公文書管理用デラタルアーカイブシステム

童書� IInfoLibArchivesJの開発背景司� 

IInfoLib-ArchivesJは、公文書館向け公文書管理・公開用デヲタルアーカイブシステムです。� 

2011年� 4月1日に公文書管理法が施行されたことを受け、インフォコムは2011年10月より業界に先駆けて公文書管理用

デラタルアーカイブシステム� ilnfoLib-ArchivesJの販売を開始しました。

公文書の簿冊や件名、資料群、古文書、複製資料、行政刊行物、図書等の目録情報を管理・公開でき、各自録に付随する

デラタルコンテンツの管理と公聞を実現します。� 

ilnfoLibArchivesJにより、お客様の課題のひとつである公文書の煩雑な収集や管理をスムーズに実現し、簡単に公開回� 

できる仕組みを提供する事が可能となります。� 

ιASJlAQ._ 
Ne¥'!s Release-

す略己往時�  tla

インフ有Fコム榛賞金位

軍家鯨完".神宮護老ご:l{'P 

Jk:，uA;Jコー福富得心街〉

ー
インフォコム、1II界祖の公文書管理局デジタルアーカイブシステム� 

rlnゐlJb-鳴河村噛ピiの庖覧を開始� 

4与ヱ-=2-k..'芝三塁.?!\iL'京，.差益 g"鑑定施設捻け隆也事良範見下ぜμヲ?コ」な _~'1と!t";
公主審際向作に..金支審曾 ~;!;-'Iニヨ弘鰐し tヨ院?季初の全文書審 "ir!7'-ôシ夕刊'7一台イプ"，文子ム 

p，"了、セ軒""1$官民売を何男友旬健治以たも玄す

能拡張開発中!� ; 
J 

Fl..-_"，，'-'ト"'.-，;が喝jの銅鐸有量1
出;g!t惨公主審曾でi志、登受'1':;;:.:11おとしての均支宮f条多重"霊冨交官E熔買高率:芝使苦� ζ 憶す"

害警随身忍として監葱，./各櫨育務や亭ーヲヨ1;';:;苧ジヲ.乞を峯おるとともに� rf"!.:宮院して;:t_(合玖7

;;;~与寓覧者、の妙、『ピヌ C今売よ-~~jjちいrす

一方 Zヨ\!1$毛男 Z 自に公支"守電誌が富男さえた事によ内公文寄金自重令官守主主各誌予 ~2-'!I)想
定にM..，と烹笥万円考記がコ"められていマず

=今機能拡張により、要{こ多謹多壊な機関の

システム捧築{こ対認可能と怠ります。
イン7TコムでなZこれ玄て� 3企支� .. ・S箇奮c一言毒物誕へのシア予ム翁筆舟宅見宝烹ラ.L.，定要三実留

吟て公文官房泰明ベ1':シヲル7ーカイヲシコミデム引い一元位一町出掛占勿費量突き究考会Fいたします1京シス子ム胞

を~蓄電 m{-:>寄 E晋が L'クラ今ド τラーゼスとL て，震鶏言電信士 Zコて"斗人.喜録"謹盗Sひと 3で1>;;; 

2文富男規送3 担‘民￠宥拷.ヌムーズ!ご~理乱期号土立安できる!tl!!みを鍵惇ずる事ポ寄Z之です

」一一一…一一一 一一一一一一一一一一一一」� 

flnfoLib-ArchivesJ機能一覧� 

.W巴b対応 岡田録(典拠)一括登録機能

=暗号化通信対応 耳目録(典拠)個別編集機能

M多言語対応 -典拠参照・管理機能 

圃� EAD入出力対応� (EAD3) z 目録一括更新機能

岡田録ー括出力機能

-ユーザ関グ、ループ管理機能 回目録公開設定機能

胃ユーザ認証機能

翼手IJ用統計機能� 

z操作履歴機能 -コンテンツ個別編集機能

組コンテンツー括編集機能

民コンテンツ一括出力機能

同更新機能 "コンテンツ公開設定機能

掴辞書データ値別編集機能 回フォーマット変換凶生成機能

掴辞書データ一括出力機能 ・IIIF管理機能

盤璽璽護霊翠翠襲撃欝藍翠欝議襲撃童謡
，メニュー機能� 

Rキーワード検索機能� 

z辞書検索機能� 

a階層検索機能

細目録一覧表示機能� 

M 目録詳細表示機能

官コンテンツピ、ユーア機能

眉ヘルプ機能� 

Eスマートデバイス対応

民正規化検索機能

-ログインー機能

開多言語対応� 

Eファセット検索

冒帳票出力機能

‘SRU/SRWサーバ機能� 

関目録管E里API

-コンテンツ管理API

"コンテンツ'情報取得API

-検索API 

.API利用制限機能� 

.OA1-PMHリポジトリ機能

調!日F対応画像配信機能
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4. InfoLib-Archiv邸機能概要
 

InfoLib-Archiv部!立、公文書等富還� a 訟問題iこ
作られたアーカイブソフトウエアで、す。� 
※InfoLib-Archivesは、冨立公文書舘で公表している「デラタルアーカイフ� a システム標準仕様書jに準拠していますc
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※函聞は開発中のイメーラです旬変更される可能性があります。
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※画面は開発中のイメーラです恩変更される可能性があります.
「刑"""'"-"'""もγ 剖以=~.".=.時四百九ヲIー甘穴

トップペーラ(キーワード検索画面) コレクション検索画面 ;コンテンツの

一覧から指定


"ー百九}

検索結果一覧

を表示 詳細表示画面
(アイテム)

一一一

川市

科窮者にメタデータを活罵 豊富な横禁/表示方法を渠供
ます。

地図検索 詳細表示画面(アイテム)

年表検索
註1主主主題3

ファイル形式に合わせた
ビューアでコンテンツを
表示します。
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InfoLib-ArchivesはSRUjSRW、OAI-PMHプロトコル、 REST APIに標準対応しており、

国立公文書館デラタルアーカイブ等からの横断検索に対応することが可能です。

各種APIち提供しており、他機関との連携ち容易に実現することができます。
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※画面は開発中のイメーラです.変更される可能性があります。

ご不明な点がございましたら、お気軽にご連絡ください。
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「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議配布資料 
20180228-02 

AtoM（Access to Memory）について

入澤寿美

（業務責任者、学習院大学計算機センター教授） 

1. AtoMの構成

（右図：Artefactual Systems Inc. “What is AtoM?” Technical overview.)1 

AtoMは、アーカイブズに関連する多様な記述情報と、
デジタル・オブジェクトへのアクセスを提供すること

を目的とした、 Webベース、フリー、オープンソース
のアプリケーションである。

主なミドルウェアは以下の通り 2。 

• OS：Ubuntu（推奨） 

• Symfony（開発環境、ＰＨＰ） 

• Nginx/Apache（Webサーバ） 

• Elasticsearch （検索エンジン） 

• MySQL （DBサーバ） 

• Memcached（キャッシュサーバ） 

• Gearman job server（ジョブサーバ） 

2. AtoM開発の経緯 

2003年：国際アーカイブズ評議会 (International Council on Archives：ICA)の情報技術委
員会、オープンソースのアーカイブズ資源情報システム（ Open Source Archival 
Resource Information System: OSARIS）の機能要件についての報告書を公表。 

2005年： ICAの人権特別委員会（ Human Rights Task Force）が UNESCOからの得た助
成 4万 5千ユーロで、ソフトウェア開発に着手。 

2006年半ば：プロトタイプを ICAに提示。 

2006年 9月：プロトタイプの更新版を UNESCOに提示。世界銀行グループ・アーカイブ
ズ等から追加助成を受けて開発継続。 

1 https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/overview/intro/ 

h
2

ttps://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/admin-manual/installation/requirements/#install
ation-requirements 
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「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議配布資料 
20180228-02 

2008年：クアラルンプールで開催された ICA大会でベータ版 ICA-AtoM1.0を公開・配布。
全世界 30機関での公式検証実施。
＊この間にベータ版を数回リリース。 ICA による技術監査、カナダ国立図書館・
公文書館（ Library and Archives Canada）でのスケーラビリティ検証、バンクー
バーおよびトロントでのユーザビリティ検証実施。 

2010年 11月：最初の製品版 ICA-AtoM1.1をリリース。 

2013年 10月：名称から「ICA」を除いた「 AtoM」（開発継続はカナダの Artefactual Systems, 
Inc.が担当）となり、新バージョン 2.0.0がリリースされる。その後も年 2回ほど
のペースで改善・更新を継続。 

2018年 2月 14日現在の最新版は 2.4.0（2017年 9月 5日リリース） 3。

参考：AtoM採用サイト： https://wiki.accesstomemory.org/Community/Users 

3. AtoMの基本的な機能 

1）アーカイブズに関連する様々な記述情報を、複数の国際標準に準拠した形で入力・編
集・検索・閲覧できる。 

2）アーカイブズ資料／典拠レコード／機能／統制語彙等の関連性や階層的構造などを表
現できる。 

3）複数機関の記述情報を共有・横断検索できる。 

4）多言語対応である。 

5）多様な記述項目を相互に（多くは自動的に）リンクできる。 

6）多様なオブジェクト、多様なファイル形式を扱える。 

7）多様なユーザを管理できる（管理者から一般ユーザまで）。 
8）記述情報やデジタル・オブジェクトへのアクセスの可否を細かに設定できる。 

9）受け入れから記述公開までのワークフローをサポートしている。 

10）様々なタイプの統制語彙・アクセスポイントが管理できる。 

11）様々な形式でのインポート、エクスポート、レポート出力が可能である。 

4．サーバ構成の方針 

4-1. 条件 

•	 a. サービスレベル
 

o 休業中も稼働する
 

o 99.4%稼働想定（ 363日/365日） 

•	 b. 負荷
 

o 閲覧ユーザ数 : 同時接続数が 1 request/秒 以下）
 

3 https://www.accesstomemory.org/en/download/ 
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「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議配布資料 
20180228-02 

•	 c. データ量（「【参考】データ量試算」より算出）
 

o テキストデータ : 24MB
 

o 画像データ : 340GB
 

4-2.	 構成の方針 

•	 同時接続数がそれほど多くない想定： Webサーバ（ DB以外の nginx, elasticsearch
等々をすべて載せる）と DBサーバのみで分ける。高スペックな CPUは不要。 

•	 サービスレベルから、 Web/DBともに 2台での冗長化 

•	 データ登録（管理者によるジョブ実行）はベストエフォートと想定 

• 画像は冗長化した Webサーバから見られるようにサーバとして独立
（Webサーバが 2台存在するため、画像をそれぞれのサーバには保存できない）

以上より、ロードバランサー 2台 + Web 2台 + DB 2台 + 画像サーバ 2台 の構成とした。 
※ロードバランサーは Webサーバ A, Bへ振り分けを行うサーバ 

4-3.	 文部科学省プライベートクラウド（ Mext Private Cloud：MPC）環境での試算 

•	 ロードバランサー x 2台 

o	 OS: CentOS 
o CPU: 4コア
 

o メモリ: 2GB（最小）
 

o ディスク容量 : 50GB（最小）
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「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議配布資料 
20180228-02 

•	 Web用サーバ x 2台 

o	 OS: CentOS 
o	 CPU: 4コア 

o	 メモリ: 4GB 
ディスク容量 : 50GB（最小） 

•	 DB サーバ x 2台用

o

o	 OS: CentOS 
o	 CPU: 4コア 

o	 メモリ: 4GB 
ディスク容量 : 50GB（最小） 

•	 用サーバ x 2台画像

o

o	 OS: CentOS 
o CPU: 4コア 

o メモリ: 2GB 
o ディスク容量 : 350GB（上限 1TBまで）

ポイント 
MPC環境は、管理されたセキュアな環境である一方、構築／保守においては 

•	 さまざまなサーバをスクラッチで構築する必要がある 

• 保守範囲が広い（何か問題が起きたらすべて対応しないといけない）


ため、初期構築費用／保守費用が多くかかる。
 

4-4. 【参考】データ量試算
テキストデータ、画像データともに倍のバッファを持つと想定。

テキストデータ：約 24MB
 

•	 アイテムレベル記述データ： 24,000,000byte = 約 24MB 
• ファイルレベル記述データ： 240,000byte = 1MB未満


画像データ：約 340GB
 
•	 画像 A1サイズ 200dpi: 216GB
 

2MB×54,000件（総図面数の 90%）×2
 

•	 A0サイズ 200dpi: 120GB 画像

o

o	 10MB×6,000件（総図面数の 10%）×2 

4-5. 【参考】 AWSでの試算 

Amazonが提供するクラウドサービス AWSでの構成も検討。（AWSはクラウドサービスの
中でデファクトになってきているため）。 

•	 ロードバランサー x 1台 

o	 ELB 
•	 Web用サーバ x 2台
 

EC2 (t2.medium)
 

•	 DB サーバ x 1台用

o

o	 RDS (db.t2.small) 
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「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議配布資料 
20180228-02 

•	 画像用サーバ x 1台 

o	 S3

目安 
https://calculator.s3.amazonaws.com/index.html#r=NRT&key=calc-0EC4DA58-018A-4DF1­
997E-9DC00DD81EF6 

•	 MPCと同程度で、およそ $200〜$300/月程度

ポイント 

•	 AWSはロードバランサーや DBや画像サーバなどのサービスが提供されているの
で、初期構築は比較的安価（ただし設定作業と、 Web用サーバの構築は必要） 

•	 ElsasticSerach（検索用のミドルウェア）は、 AWSで提供しているものがあるが、
バージョンが合わないため、 Webサーバ上に構築する必要がある。 

4-6.	 【参考】構築・維持コストの参考値 

A.	 サーバ初期構築費 

AWS：100-150万
 
MPC：300万以上
 

B.	 構築したサーバに、 AtoMを載せて動くようにする（初期構築、稼動確認）


動かすだけであれば 50万〜100万程度
 

C.	 初期作業としてデータをアップロード


データが整形されており、インポートする程度であれば 10万ほど
 
D.	 年間契約でのシステム保守： 

 ベストエフォート（営業時間内にできる範囲で対応）の範囲内：月 20万 

 バージョンアップ対応：作業量不明のため計算困難、最大 200万程度 

E.	 サーバーの年間費用 

 AWSで 300ドル×12か月＝ 3600ドル（約 385,000円） 

 MPCについては料金テーブルを把握していない。算出は可能。 

参考文献 

AtoM Wiki. Development Philosophy. 
https://wiki.accesstomemory.org/Development/Philosophy

Bushey, Jessica. "International Council on Archives (ICA) Access to Memory’(AtoM): 
Open-source Software for Archival Description." Archivi & Computer 1 (2012). 
https://wiki.accesstomemory.org/File:JBushey-ICA-AtoM-2012.pdf

Van Garderen, Peter. "The ICA-AtoM Project and Technology." Presentation delivered at the 
Association of Brazilian Archivists' Third Meeting on Archival Information Databases, 
March 16-17 2009, Rio de Janiero, Brazil. 
https://wiki.accesstomemory.org/File:VanGarderen-ICA-AtoM-2009.pdf

＊URLは文中・脚注のものも含め全て 2018-02-14最終確認。
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1 

AtoM（Access to Memory）について

「幵立近現代建築資料館において採用するべき

情報システムの比較検討業務」有識者并議 

2018年2月28日

アウトライン 

1. AtoMとは 

2.AtoM開発盹緯 

3. AtoMの機能（デモ付き） 

4.サーバ構成・ コスト試算 

1.AtoMとは 

•フリー 

•オープンソース 

•Webベース で、

アーカイブズ関俞記述

＆デジタルオブジェクトへのアクセス提供

１．AtoMとは 

• OS：UBUNTU（推奨） 

• Symfony（開発環境、PHP） 

• Nginx/Apache（Webサーバ） 

• Elasticsearch （検索エンジン） 

• MySQL （DBサーバ） 

• Memcached（キャッシュサーバ） 

• Gearman job server（ジョブサーバ）

などを組み耆わせて構成

２．AtoM開発盹緯 

2005 ICAが開発に着手 

2008 ベータ版ਁ開 

2010 製品版ICA AtoM1.1ਁ開 

2013 障称からICAがなくなり、カナダの 

Artefactual Systems, Inc.が開発継猀 

2018旧2耈14日現在の最新版： 

2.4.0（2017旧9耈5日リリース） 

https://wiki.accesstomemory.org/Community/Users 
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３．AtoMの機能 

1. 旨際標準準拠のアーカイブズ記述情報を名力・編集・検索・閲覧 

2. 各記述の関俞性や階層閕構造を柔軟に਀現 

3. 複数機関の記述情報を共有・横断検索 

4. 多言語后応 

5. 多様な記述項目を相互に（多くは耇৿閕に）リンク可能

３．AtoMの機能 

6. 多様なファイル形式をサポート 

7. 多様なユーザー管৶（管৶者から丰般ユーザーまで） 

8. アクセス権限の設閔 

9. アーカイブズのワークフローをサポート 

10. 財丈語彙・アクセスポイント管৶ 

11. インポート、エクスポート、レポート丯力

４．サーバ構成（੧）・コスト試算

４．１ 条件 

a. サービスレベル 
• 休業中も稼働する 

• 99.4%稼働想閔（363日/365日） 

b. 負荷 
• 閲覧ユーザ数 : 同時接猀数が 1 request/秒敱下） 

c. データ量（ NAMAの現状に੦づいた試算） 
• テキストデータ : 24MB 

• 仙像データ : 340GB

対象クラウドサービス 
• AWS:アマゾンウエブサービス 
• MPC：文部科学省プライベートクラウド 

IaaS(Infrastructure as a Service) 

4. サーバ構成（੧）・コスト試算

４．サーバ構成（੧）・コスト試算

４．２ 初期盹費 

1. サーバ初期構築費 

AWS：100 150万 

MPC：300万敱丮 

2. 初期構築、稼৿確惆： 50万〜100万槙度 

3. 初期データをアップロード

（整形データのインポートのみ）： 10万槙度

４．サーバ構成（੧）・コスト試算

４．３ システム保守（旧間） 

•バージョンアップ后応：最旦200万 

•トラブル后応（ベストエフォートの範囲閖）： 

20万槙度／耈 

• サーバー旧間費৷ 

AWS 300ドル×12か耈 

3600ドル（約385,000閣） 

MPC 現時珿では未算丯

2
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[bookmark: _Toc510076086]第１章　はじめに

[bookmark: _Toc510076087]1.　業務の趣旨

　本業務は、文化庁国立近現代建築資料館（以下、「NAMA」という。）の所蔵資料に関する情報システム（以下、「NAMA-DB」という。）構築にあたり、採用すべきシステムについて検討することを目的としている。

　平成27（2015）年度には、本業務に先行する業務として、NAMA-DBの在り方に関する提案書作成を目的とした「国立近現代建築資料館における情報システムの在り方に関する提案書作成業務」も実施されている。その結果として、オープンソースのAtoM（Access to Memory：開発はカナダのArtefactual Systems,Inc.,以下、「AS社」という。）および商用パッケージであるInfoLib-Archives（開発は株式会社インフォコム）という二つの選択肢が提示された。

　そうした結果を受けて本業務では、上記二つのシステムについて、次年度の導入も視野に入れつつ、より詳細な比較検討を実施する。



[bookmark: _Toc510076088]2.　業務期間

　平成29（2017）年8月24日～平成30（2018）年3月30日



[bookmark: _Toc510076089]3.　業務内容

[bookmark: _Toc510076090]3-1.　二つのシステムの検討

3-1-1.　AtoM

a. 日本語対応：操作画面の日本語化

b.　テスト稼働：NAMAの資料情報データを載せて検証し、操作性等について報告

c.　その他：システム導入にあたっての必要事項（導入後の保守管理体制を含む）に関する提案等



3-1-2. InfoLib-Archives

a.　テスト稼働（上記3-1-1-bに同じ）

b.　その他（上記3-1-1-cに同じ）

※本業務期間中、InfoLib-Archivesは開発中の状況であり、AtoMのように事業担当者で様々な操作・検証を行うことは不可能であった。そのため、有識者会議にて同社より提供された情報の範囲内で検討を行った。



[bookmark: _Toc510076091]3-2.　その他の調査

　NAMA-DBに必要な機能の検討および有識者への聞き取り調査を実施した。



[bookmark: _Toc510076092]4.　業務実施体制

事業統括・指導：入澤寿美（学習院大学計算機センター教授）

会計：室田佐和（学習院大学計算機センター副手）

システム構築・検証等：小林賢司（エンジニア）

進行管理・記録作成：平野泉（立教大学共生社会研究センター）



[bookmark: _Toc510076093]5.　調査方法

5-1.　システムの検討

　AtoMについては、学習院大学計算機センター内にサーバを用意し、AtoMを実装したうえで、NAMAより提供されたデータを搭載し、システムの動きや機能について検討した。その結果は第6章「AtoMテスト稼働の結果」にまとめた。InfoLib-Archivesについては、上記の通り有識者会議での検討にとどまった。



5-2.　聞き取り調査

　文化資源を所蔵し、情報システムについて構築を検討中または構築中、あるいは構築したばかりの機関を中心に、計8機関の担当者・有識者からお話を伺った。聞き取り後に詳細なメモ（内部用）と、サマリー（公開用）を作成し、サマリーは先方に内容を確認していただき、確定版とした。聞き取り調査の詳細は第５章「聞き取り調査の結果」にまとめた。



5-3.　有識者会議

　平成30（2018）年2月28日（水）14:00～16:00に、有識者会議を開催し、二つのシステムのプレゼンテーションに基づき、５名の有識者からコメントをいただいた。有識者会議の詳細は第７章「有識者会議の結果」にまとめた。



5-4.　その他

　その他、必要に応じて文献調査、ウェブ上にある情報の調査などを実施した。そうした調査の成果は第２～４章にまとめた。



上記の調査結果に基づき、NAMA-DBのあり方について、第８章で提案する。



[bookmark: _Toc510076094]6.　事業の進行

平成29（2017）年8月28日：初回打ち合わせおよびNAMAへの聞き取りを実施した。NAMAがNAMA-DBに求める点として、①国際アーカイブズ評議会（International Council on Archives：ICA）のアーカイブズ関連記述標準に準拠した記述を搭載し、検索可能とすること　②階層構造を柔軟に設定・表現でき、さらに事後の追加や変更が可能であること ③建築資料の特性に応じた、用語統制が可能なこと　④デジタル化した図面を、特定のユーザーにのみ閲覧可能とすること、が挙げられた。

平成29（2017）年9月4日　 後藤真氏（国立歴史民俗博物館 研究部准教授、メタ資料学研究センター副センター長）への聞き取りを実施した。

平成29（2017）年9月25日　阿児雄之氏（東京工業大学博物館 特任講師）への聞き取りを実施した。

平成29（2017）年10月末：　　学習院大学計算機センターに設置されたサーバ上でAtoMを稼働し、日本語形態素解析アプリケーションであるkuromojiをインストールして日本語検索機能を向上させた。この間に、NAMAにテスト用のデータを準備していただいた。

平成29（2017）年11月14日： 第2回打ち合わせ。スケジュール等の確認のあと、NAMAが用意した「大髙正人資料」の記述データ6,700件(1.6MB)をコマンドラインからアップロードした。所要時間は約1時間。その後、データのcsvエクスポートや、画像のアクセス権限の設定など、NAMAからの要望について確認した。

平成29（2017）年11月17日　大関勝久氏（東京国立近代美術館フィルムセンター デジタル映画保存・活用調査研究事業班ユニット・リーダー）、岡本直佐氏（同、研究員）、中西智範氏（同、研究員）への聞き取りを実施した。

平成29（2017）年11月20日　 齋藤歩氏（京都大学総合博物館 研究資源アーカイブ系　特定助教）、および森本祥子氏（東京大学文書館 准教授）・宮本隆史氏（同、特任助教）への聞き取りを実施した。

平成29（2017）年11月27日　木目沢司氏（国立国会図書館 電子情報部電子情報サービス課長）、小澤弘太氏（同、課長補佐）、徳原直子氏（同、電子情報企画課課長補佐）、中川紗央里氏（同、電子情報企画課連携協力係）への聞き取りを実施した。

平成29（2017）年12月4日  木戸英行氏（公益財団法人DNP文化振興財団　ggg・ddd企画室長）への聞き取りを実施した。

平成29（2017）年12月26日　第3回打ち合わせ。新たな聞き取り先（下記IAMAS）の提案があり、実施が決まった。聞き取り先を提案してくださった松山ひとみ氏（大阪新美術館建設準備室）がAtoMについて情報交換をしたいとのご連絡があり、日程を調整した。また、NAMAの要求定義が提示され、検討を行った。その後、上位レベルの記述めがけて、その下位に位置すべき記述をまとめてアップロードする方法などを検証した。

平成29（2018）年1月15日　 上記松山氏が学習院大学計算機センターを来訪。AtoMの操作方法・機能などを実演したのち、意見交換を行った。

平成30（2018）年2月6日　　 伊村靖子氏（情報技術芸術大学院大学（IAMAS)講師）、松井茂氏（同、准教授）、山田晃嗣氏（同、准教授）、池田泰教氏（同、プロジェクト研究補助員）への聞き取りを実施した。

平成30（2018）年2月20日 　第4回打ち合わせ。有識者会議での報告内容等について協議した後、NAMAからのAtoMの機能・操作に関する要望・質問事項について、未対応の部分につき検討を行った。

平成30（2018）年2月28日　有識者会議を実施した。

平成30（2018）年3月30日　　業務報告書をとりまとめ、資料編とともにNAMAに提出し、業務を終了した。



[bookmark: _Toc510076095]7.　本業務報告書の構成

本報告書の構成は以下の通りである。

第1章　 はじめに（本章）

第2章　 国立近現代建築資料館の所蔵資料情報管理―現状と要望

第3章　　海外建築アーカイブズ検索システムの検討

第4章　　Access to Memory （AtoM） について

第5章　　聞き取り調査の結果

第6章　 AtoMテスト稼働の結果

第7章  有識者会議の結果

第8章　 まとめと提案



＊本報告書に記載されたURLは全て平成30（2018）年3月8日最終確認。





[bookmark: _Toc510076096]第２章　国立近現代建築資料館の所蔵資料情報管理―現状と要望



[bookmark: _Toc510076097]1.　はじめに

　NAMA-DBの構築に向けて、NAMAが必要とする機能の検討及びシステムの提案を行うという本業務の目的を果たすためには、① NAMAの所蔵資料関連業務の現状はどうなっているのか、②NAMAが今後実務の中で実現したいと考えていることは何か、③　①、②のうちシステムで実現できることは何か、の３点を明確にしておく必要がある。

　本章では、上記①、②についてNAMA関係者への聞き取り等により得られた情報から明らかにし、③を検討する際の手がかりとすることを目指す。



[bookmark: _Toc510076098]2.　方法

[bookmark: _Toc510076099]2-1.　使用する資料等

　この報告をまとめるにあたり、使用した資料等は以下の通り。

· 調査者がこれまでにNAMA藤本貴子氏、頴原澄子氏への聞き取りや、業務遂行のための打ち合わせ・ディスカッションの中で作成したメモ類

· お二人と調査者との間の、メールでのやりとり

· 藤本氏の書かれた記事など（章末の「参考文献」に記載）


　まず調査者が上記の資料をもとに作成したメモを藤本氏にチェックしていただき（平成29（2017）年10月18日）、それをもとに項目別に情報を整理し、検討を行った結果を再確認していただいたうえ（同年11月中旬）で最終的に全体を絞り込んでいった。



[bookmark: _Toc510076100]2-2.　文中の用語について

　本章で用いる一部の用語については、くり返しの煩雑さを防ぐため、以下の略語を用いる。

所蔵資料に関する記述情報：記述レベルを問わず、A（archival）記述

スキャンした画像など：デジタル・オブジェクト

デジタル・オブジェクト一点一点に付したメタデータ：DO（digital object）メタデータ

所蔵資料の運用・利用に関する情報：CM（collection management）情報またはデータ



[bookmark: _Toc510076101]3. NAMAにおける、資料にまつわる実務の現状

　次に、NAMAでの資料に関する業務の現状を、アーカイブズにおける一連の業務と関連づけつつ列挙してみる。



[bookmark: _Toc510076102]3-1.　方針の設定

S101	現場の意見・有識者等の専門的意見を組み入れつつ、様々な方針等を検討する仕組み（収集/企画/情報の各小委員会）が存在する。



[bookmark: _Toc510076103]3-2.　受け入れ（accession/acquisition）　

S201	収集方針はあるが、非常にざっくりしたものである。

S202	資料寄贈→寄贈契約、この段階で著作権もおおむねNAMAに譲渡。つまり、デジタル・オブジェクトそのもののウェブでの閲覧・ダウンロードを可能とすることに関しては、著作権上の問題は意外と小さい。むしろ現存する（かもしれない）建物を占有している（かもしれない）人々のプライバシーの問題やセキュリティの問題の方が大きい。また、建物の現存・現住の有無については確認がつかない場合もありそう。

S203	受け入れに際し、受け入れ記録（accession record）の意味も含めて、ISAD(G): General International Standard Archival Description （アーカイブズ記述に関する一般的国際標準）のフォンド記述を作成。



[bookmark: _Toc510076104]3-3. 整理（processing）

S301	資料の形態・種類は多様。

S302	図面（drawing：媒体も印刷方法もサイズも多様）が、プロジェクトごとに整理されて筒に入っているかもしれないし、ばらばらに筒にまとめられているかもしれない。

S303	図面を青焼きして製本したものは、サイズが大きく重いので扱いに困っているが、まとめて見られる便利さもある。現在は平積みにしており、管理が難しい。

S304	図面は写真に撮られたり、マイクロ化されたりなど、コンパクトにして保存する営みもされている場合がある。

S305	図面は報告書の中に印刷されている場合もあり、「報告書」＝文書資料と一律に考えることはできない。

S306	多くの場合、図面が資料群の中で中心的位置を占める（最も利用価値が高い）ことから、図面の整理が優先される。

S307	図面が筒に入っている場合は筒に仮番号を振り、アイテムレベルでの整理を行う場合には、図面をフラットニングし、個別にIDを付与する。一部の図面についてはスキャンしてデジタル化を行う。

S308	図面以外の文書類は、例えば「事務所の記録」と「個人資料」のどちらに属するものなのかを判別するのが困難なものなども多く、なかなか整理が追いつかないケースも。その一方で展示などに使用する資料として書簡やノートなど建築家の人となりが伝わる資料は、優先的に見つけてIDをつけて利用していかなければならないという事情もある。

S309	3D資料（モデル）や、純粋に芸術作品として制作されたものも含まれている場合がある。

S310	多様な資料の中で、図面の整理が優先されるという現状から、図面に関してはアイテム・レベルで整理が進み、デジタル・オブジェクトも蓄積していく。いっぽう、展示の要請が少ない文書資料については、なかなか整理が進まないが、そうした資料についても、閲覧請求の際や、展示したいときにふさわしい資料を容易に見いだせる程度にはしておかなければならない。

S311	展示や貸し出しは、資料群を見直すきっかけにもなる大切な業務であり、アーカイブズの整理が要求することと矛盾するわけではない。しかし双方の実務に向けられる資源が限られているなかで、どちらのニーズを優先するかは悩ましい部分もある。



[bookmark: _Toc510076105]3-4.　編成・記述(arrangement and description）

S401	藤本貴子氏は世界の建築アーカイブズで研修・見学をされており、編成・記述方法についても様々なやり方を実際に経験されている（藤本2015）。また、館としてどのような編成で資料を整理していくべきかという方針も、建築資料の編成に関するスタンダード・シリーズ[footnoteRef:1]や、アーカイブズ記述に関する国際標準、ISAD(G)第2版など、様々な標準をベースに決定されている。ただ、個々の資料群には個性があるので、もう少し柔軟なやり方があってもよいのではないかということも議論されている。 [1:  齋藤歩. 建築レコードの目録編成モデル:「スタンダード・シリーズ」 から考える.　 GCAS Report: 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻研究年報, 2014, no.3, 20-41.] 


S402	スタンダード・シリーズは、アメリカの建築記録を元に考案されたものなので、日本の建築家・建築事務所の状況に合わない部分もあるのでは。

S403	建築事務所→建築家の自宅へ運ばれ、個人的空間にいったん入って個人的管理（あるいは遺族の管理）に任されてしまった資料も多い。とすれば、「原」秩序（original order）をどこに求めるか。どこまで追求するべきか。あるいは、館としてどのように定義し、その定義を統一的に適用するか。

S404	基本的にスプレッドシートで記述を作成している。

S405	記述に際しては、ISAD(G)第2版に準拠している。

S406	記述に際しては、建築資料に含まれる様々な資料カテゴリ（図面、文書、写真等）に応じて、いくつかの異なるデータセットが設定されている。

S407	複数の異なるデータセットを相互にマッピングしたり、ISAD(G)の記述項目にマッピングする作業が必要である。また、マッピングに際しては、ISAD(G)の1項目に、複数のデータ・エレメントを入力しなければならない可能性があるため、データの互換性や加工可能性を保持するためにも、一貫した記述ルールが必要である。

S408	整理業務の現状から、A記述でもアイテムレベルの記述は必然的に充実していくことになる。それをそのまま利用者に検索させる、というオプションもあるが、やはり資料群全体の構造も、利用者が資料群を理解するうえで役に立つと思われるので、利用者に提示したい。しかし、実際には、受け入れ段階で作成されるフォンド記述（記述ステータスは「ドラフト（草案）」）と、アイテムレベルのA記述との間に入る構造の検討と決定はどうしても後回しになってしまう。そこをどう調整するのか。

S409	あるいは、「構造」を見せることの必要性は、ほんとうにあるのか・ないのか。

S410　　 ユーザー層を考えると、おおむね建築（史）を専門とする研究者である。研究者であれば、例えばデータは物理的秩序を反映したようなもので見せても、それをダウンロードして自らソートできるような仕組みさえあれば、十分使えるのではないか。どこまでユーザーにサービスする必要があるのか。

S411	さらに、AtoM（＝ISAD(G)などアーカイブズの国際的な記述標準準拠）の入力項目で、建築資料であれば当然記述すべき項目をカバーしきれない場合は、どうするのか。

S412	株式会社インフォコムとの検討で出てきているのは、資料群の物理的な状態（「原」秩序との関係でいかなる状態なのか？）をある程度反映したA記述がデータベースに入っている、ということと、利用者に検索結果をどう見せるか（＝プロジェクト単位で時系列といった知的に理解しやすい配列にするなど）、ということとを切り分けるという解決策。

S413	S412の解決策を採用するとして、ではA記述を、どの程度まで編成・記述が進んだ段階でDBに載せ、公開していくのが適切なのか。進んだ段階で、途中の階層が変わるようなことがあってよいのか[footnoteRef:2]。 [2:  この点につき、藤本氏とのディスカッションの中で、フォンド直下の階層を、textualとvisualに2分してはどうかというアイディアが出た。そもそも建築資料が、現用段階からある程度物理的な特性に応じて「置かれているはず」ということを前提にした考え方である。ただ、分ける以上必ず「これはどっちだろう」と迷うモノが出てくることは予想され、何にせよ迷うのであれば、トップ階層を完全に物理的な特性で分けるのはアーカイブズとしてどうか、という疑問もあり、採用は難しそうだという結論になった。] 


S414	記述に際して用いる様々な語句の統一（用語統制controlled vocabularyの問題）も検討していかなければならない。



[bookmark: _Toc510076106]3-5.　保存（preservation）

S501	物理的ストレージが複数個所に分散しているので、ロケーション管理がDB上でできるとよい。

S502	デジタル・オブジェクトは、サーバー上でゆるやかに管理しており、必要なときには見つけることができる。だが今後はよりしっかりした管理方法が必要。



[bookmark: _Toc510076107]3-6.　閲覧・利用（access）

S601	現在は、リクエストベースで閲覧対応をしている。利用者は主に研究者。だが、A	記述がウェブ上で検索可能となれば、利用者が増えることも予想される。

S602	デジタル・オブジェクトについても、当面館内提供のみ、将来的にウェブへ、ということになるのでは。

S603	著作権法との関連で、複写実務をどうするかを検討中である。



[bookmark: _Toc510076108]3-7.　その他

S701	公文書管理法の適用除外となる、歴史資料等保有施設である。

S702	建築資料を所蔵する他機関の情報も収集中である。ただ、長期的な情報の管理に	は課題があるとも考えている（誰が更新するのか？）



[bookmark: _Toc510076109]4.　要望

　では、今回のプロジェクトの範囲から少しはみ出る部分も含めて、所蔵資料に関して現状でのNAMAの要望を、以下に列挙する。



N01  階層的に表現されたA記述をデータベースとしてウェブ上で公開し、ユーザーが資料を発見して利用できるようにしたい。ただ、階層構造の設定には自由度がほしい。

N02  A記述を、内部的にもできる限り一貫したものとし、一元管理したい。

N03  デジタル・オブジェクトを、現時点では内部的に管理し、来館者にだけは閲覧可能としたい。そのために、アクセス管理ができるシステムがほしい。また、将来的にはウェブ上での公開も進めていきたい。

N04  可能であれば、所蔵資料の館内展示への使用、貸し出し履歴、収蔵場所などのCMデータも管理できるシステムがあればよい。

N05  建築関連資料を所蔵する他機関の情報も可能な限り集約し、ウェブ上で公開したい。

N06  N05に関連して、将来的にはA記述やDOメタデータを横断的に検索するポータルサイトを、NAMAが現時点で建築に関する唯一の国立機関であることにかんがみ、NAMAが設置・運営することになる可能性もある。

N07  ジャパンサーチなど、機関横断的なシステムとの連携も視野に入れておきたい。

N08  長期的な視野に立てば、可能な限りベンダーロックインは避けたい。



[bookmark: _Toc510076110]5.　まとめ

　当然のことながら、これまでの記述には「NAMA-DBに必要な機能等を検討する」という本業務の目的との関連で強いバイアスがかかっている。この目的から離れるほど、そもそも話題になる可能性が低くなるからである。そうした限界を認めつつ、「現状」の全項目を、多少なりとも「要望」に対応する部分があるかどうかで分類してみたのが表2-1である。

　これも当然のことながら、N01（A記述のDB公開）、N02（A記述の内部的管理）、N04（CMデータの管理）は、アーカイブズ業務の重要な部分である「編成・記述」と切り離すことができないため、この三つのニーズは、「編成・記述」の現状に関わる全項目および「整理の全体」に関する一部の項目と関連している。しかし、おそらくN04で求められる全機能をNAMA-DBでカバーするのは難しいであろう。

　N03のデジタル・オブジェクトの管理と公開については、とくに公開は基本的にこれからの業務なので、該当項目が少ない。だが、NAMA-DB上は核となる機能の一つである。

　また、N07（データに関する他機関との連携）は将来的なニーズであり、今回導入するシステムでどこまで実現するかは不明である。とはいえ、A記述に関連する現時点での実務を所与のものとしてNAMA-DBを設計した場合、連携を困難とするような記述実務が含まれていればそれを固定化することになる。そして将来のある時点で、連携のための実務を組み立てる際に思わぬ障害となる可能性もあるので、ある程度考慮に入れておく必要はあるだろう。

　また、「どんな資料を収集するのか」「それをどう整理し、利用に供するのか」「利用者として、誰をターゲットにするのか」といった、S101（全体の方針）にかかわる部分が、つねに館の活動の全領域に影響を与える。そのため、NAMA-DBもそうした全体の一部であり、独立して存在するわけではないという点に留意しておかねばならないだろう。



表2-1.　NAMAのニーズと現状の対応　

		ニーズ

		現状



		N01

		S101, S203, S307, S308, S310, S401, S402, S403, S404, S405, S406, S407, S408, S409, S410, S411, S412, S413, S414, S501, S502, S602



		N02

		S203, S307, S308, S310, S401, S402, S403, S404, S405, S406, S407, S408, S409, S410, S411, S412, S413, S414, S501, S502, S602



		N03

		S101, S202, S307, S602



		N04

		S203, S308, S310, S401, S402, S403, S404, S405, S406, S407, S408, S409, S410, S411, S412, S413, S414, S501, S502, S602



		N05

		S201, S702



		N06

		S101, S702



		N07

		S101, S401, S404, S405, S407



		N08

		該当なし







　建築記録の編成・記述を含む「整理」という、高度の専門性を求められる複雑な業務の全体にとって、その成果物であるA記述と、デジタル化した画像を検索・閲覧可能とするNAMA-DBは、業務の成果物を入れておくための容器であるというだけではなく、業務を支えるツールであり、所蔵資料と社会とをつなぐインターフェースでもある。そしてそれは建築資料の「学術的、歴史的、芸術的価値を次世代に継承」し、「近現代建築とその関係資料に対する国民の理解増進を図」る[footnoteRef:3]、というNAMAのミッションにとっても重要な意味を持つものとなるはずである。したがってNAMA-DBの検討にあたっては、それが上記のN01～05を確実に実現するものとなるかどうか、そしてそれらのニーズと照応しているNAMAの現在の実務を支え、改善するようなシステムたりうるかどうかを、慎重に検討する必要があるだろう。 [3:  国立近現代建築資料館ウェブサイト.資料館概要. 設置趣旨.　 http://nama.bunka.go.jp/gaiyo/　 ] 
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[bookmark: _Toc510076111]第３章　海外建築アーカイブズ検索システムの検討

[bookmark: _Toc510076112]1.　はじめに

　本章では、NAMA-DBのための様々な検討の参考とするため、海外でNAMAと同様の役割を果たしているアーカイブズ機関の検索システムについての調査について報告する。

　機関の選択にあたっては、NAMAの藤本貴子氏のご助言も受け、①複数の建築家・建築事務所のアーカイブズを　②少なくともナショナル・レベルで収集し　③所蔵資料を公開していることを条件とした。この条件に当てはまる機関の中から、地理的な多様性も考慮しつつピックアップしたのが下記の5館である。

　各館につき、A.　各館のウェブサイトからアーカイブズ検索システムにたどりつき、検索するまでの手順を確認するとともに、B.　検索結果として表示されるアーカイブズ記述から1-2件を選び、編成・記述方法とその表示方法について検討した。



【調査の対象とした機関】



(1) Environmental Design Archives, University of California/Berkeley (アメリカ)

(2) Canadian Center for Architecture (カナダ)

(3) Cité de l'architecture & du patrimoine (フランス)

(4) Het Nieuwe Instituut (オランダ)

(5) Akademie der Künste, Baukunst-archiv (ドイツ)



　また、この調査は、本業務の参考となる情報やアイディアを収集することを目的に行う簡便なものであり、建築アーカイブズ機関のデータベースを悉皆的に調査したり、検索システムの理想像を追求したりするためではないことを明記しておく。



[bookmark: _Toc510076113]2.　方法

以下の手順で、2017年10月18日に調査を実施した。

A. 上記5館の名称をGoogleで検索し、Googleの検索結果から、アーカイブズ検索までたどりつくプロセスを記述。

B. アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ。

C. 検索オプションを確認。

D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性の確認。

E. 特定のアーカイブズ記述（フォンドレベル）を読み、編成・記述の方法を確認。



[bookmark: _Toc510076114]3.　調査結果

[bookmark: _Toc510076115]3-1.　 Environmental Design Archives, University of California/Berkeley (アメリカ)



URL:　 https://archives.ced.berkeley.edu/

機関情報（”About”ページ）：https://archives.ced.berkeley.edu/about-the-archives

「歴史：　

1953年、ウィリアム・W・ワースターが教育のためのコレクションとしてEnvironmental Design Archives (創設当時は「建築アーカイブズ」Architectural Archives)を設立した。高名な建築史家、ヘンリ－・ラッセル・ヒッチコックの助言に基づいてのことであった。開館を記念して最初に寄贈されたのは、バーナード・メイベックの個人文書とプロジェクト記録であった。1973年、景観設計学部 （Department of Landscape Architecture）のコレクションと建築アーカイブズが一つになり、College of Environmental Designはこれらを「文書コレクション」と総称することになった。このコレクションが、正式なアーカイブズ・プログラムの設立にあたり、1999年にEnvironmental Design Archives(以下、「EDA」という。)になったのである。アーカイブズはカリフォルニア北部地域を代表する歴史的建築・環境設計関連のコレクションとなった。

　創設以来、アーカイブズはバークレーの教員により運営され、支えられている。創設当初から館の運営を担ったのは建築家ケネス・カードウェル（1953-1972）であり、その後任が建築史家のスティーブン・トブリナー（1973-2003）である。建築家・著述家のマーク・トライブ（2004-2014）がEDA設立期から教員兼キュレーターを勤め、ウェーヴァリー・B・ロウェルが初代の専門職アーキビストである。」（英語から翻訳）　



3-1-A.　Googleの検索結果から、アーカイブズ検索までたどりつくプロセス



　まず機関名称でGoogle検索すると、結果のトップにEDAが表示され、そこからすぐに所蔵資料のリスト「List of Collections」に進めるようになっている。



The Environmental Design Archives is committed to raising awareness of the significant architectural and landscape heritage of Northern California and beyond through collecting, preserving, and providing access to the primary records of the ...

		List of Collections

Names without links are collections held by the archives ...

		Monetary Donations

Financial support is critical to the survival and success of the ...







List of Collectionsをクリックすると、以下の画面が出る。



3-1-B．アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ

[image: ]



　EDAはカリフォルニア州内の機関で、カリフォルニア大学の一部なので、基本的に検索と検索結果の表示はカリフォルニアのアーカイブズ専用ポータルであるOnline Archive of California（OAC）[footnoteRef:4]で行う仕組みになっている。このページ上のリストに、建築家の姓あるいは事務所名のABC順で並んでいるコレクション名を選択してクリックすると、建築家や事務所の履歴情報と、ごく簡単なコレクションの説明が書かれたページへ飛ぶようになっている。 [4:  University of California. “Online Archive of California“.　 http://www.oac.cdlib.org/] 


　例えば、Ciampi, Marioを選択すると、次のページへ行く。

[image: ]



　Ciampiの文書についてFinding Aid（目録）を見たい場合、see the Finding Aid の部分をクリックするとOAC上で提供されているFinding Aidへ飛ぶようになっている。また、建築プロジェクトに関してはProject Indexがスプレッドシートで別に用意され、see the Project Indexからダウンロードできるようになっている。



3-1-C. 検索オプション／3-1-D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性を確認

　上記の通り、細かな検索は全てOAC上で行う仕組みになっている。

　キーワード検索の他、館の名前、地理的位置（Google Mapと連携）などから多様な検索が可能。検索結果は画面上で見られるほか、フォンドまたはコレクションレベルのFinding AidをHTMLまたはPDFでダウンロードすることも可能である。



3-1-E.　特定のフォンド記述を読み、編成・記述方法を確認

　スタンダード・シリーズ準拠である。



3-1-F.　全体的な評価

　記述情報を公開するシステムとしてはOACがあるので、そこはOACに完全に任せ、自館ウェブサイト上でできることを確実に無駄なく行っているという印象。全体にシンプルながら目に快くデザインされている。またGoogle検索から目録にたどり着くまでも、合理的な流れで情報が提示されるだけでなく、寄り道してもそれなりに楽しめるように作られている。Project Indexはスプレッドシートでそのまま提供するなど、過剰に作り込まない提供のしかたにも好感が持てる。



[bookmark: _Toc510076116]3-2.　 Canadian Center for Architecture (カナダ)



URL:　 http://www.cca.qc.ca/en/(英語ページ)

機関概要（”About”ページ）:　 http://www.cca.qc.ca/en/about（同上）

「カナダ建築センター（The Canadian Centre for Architecture：CCA）は、建築が公共の問題であるという基本認識に基づき運営されている国際的研究機関である。センターはフィリス・ランバートにより1979年に新しいタイプの文化機関として設立された。その目的は、現代社会における建築の役割についてより多くの人々に理解してもらうこと、そしてこの分野の研究を振興することである。」（英語から翻訳）



3-2-A. Googleの検索結果から、アーカイブズ検索までたどりつくプロセス

　機関名称で検索すると、検索結果のトップに表示される。


Canadian Centre for Architecture (CCA)

https://www.cca.qc.ca/en/



The Canadian Centre for Architecture (CCA) was founded in 1979 as a new form of cultural institution to build public awareness of the role of architecture in society, promote scholarly research in the field, and stimulate innovation in design practice.

		Visit

Collection access is available by appointment Monday through ...

		About

About the Canadian Centre for Architecture. Read more on the ...



		More results from cca.qc.ca »







　検索画面には直接入れないのでCanadian Centre for Architecture (CCA)をクリックして進むと、画面下方に　Visit/About/Calendar/Pastのタブがあるが、検索はない。

　画面左上にIssuesとあるのでそれをクリックするといろいろな選択肢が表示されるが、所蔵資料の検索へ行くようなものはない。

　試しに画面右上の拡大鏡のマークをクリックしてみると、これがSearchへの入り口であり、開くのが次の画面である。



3-2-B. アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ

[image: ]



　このように、フリーワードで何でも検索できるフィールドとコメントのみが表示され、建築家の名前などを知らないと何も検索できない。したがって他の入り方を探してみる。画面右上の×をクリックして機関のトップページに戻り、About→スクロールしてCollection→スクロールしてArchival Holdingsを選択すると、コレクションのリストから記述を表示させることができる。また、どの画面にいてもSearch Engineを選択すると、上記の検索ウィンドウが表示される。



3-2-C. 検索オプションの確認

　上記の通り、検索フィールドにフリーワードを入れて全コレクション（図書館なども含む）を一括検索するか、Archival Holdingsからコレクションリストへ進み、そこで特定のコレクションを選択するかの2択のようである。

[image: ]



3-2-D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性の確認

　上記から、試みに3番目に表示されているRay Affleck fonds(AP088)をクリックしてみると、

[image: ]



このようなフォンドの概要が書かれたページが開く。これで終わりのようにも見えるが、フォンド名に下線があるのでこれをクリックしてみると、下記のようなフォンド記述ページが開く。



[image: ]



しかし、このページをPDF等でまとめてダウンロードすることはできない。



3-2-E. 特定のフォンド記述を読み、編成・記述方法を確認

　上記フォンドの編成は以下の通り。（関連部分を抜粋して一部のみ翻訳）



「このフォンドはCCAへの寄贈当時、17の箱に収められ、レイモンド・アフレックの個人秘書によりおおまかにアルファベット順に配列されていた。記録の保存のため資料は18箱に入れ替えられた。現秩序は維持されている。」



　フォンドは三つのシリーズと11のサブシリーズに編成されている。シリーズとサブシリーズは以下の通り。



“AP088.S1 Professional Practice 

AP088.S1.SS1 Partnership agreements (1961-1988)

AP088.S1.SS2 General correspondence (1966-1988)

AP088.S1.SS3 Administrative files: contracts and projects (1952-1986)

AP088.S1.SS4 Professional associations (1966-1989)

AP088.S1.SS5 Advisory committees and juries (1964-1986)

AP088.S1.SS6 Participation in other groups and organizations (1969-1987)



AP088.S2 Publications, lectures and teaching

AP088.S2.SS1 Writings, interviews, panel discussions (1957-1989)

AP088.S2.SS2 Correspondence with colleges and universities (1966-1989)

AP088.S2.SS3 Documentation (1958-1986)



AP088.S3 Personal Files

AP088.S3.SS1 Personal and family files (1962-1986)

AP088.S3.SS2 Fundraising and donations (1959-1982)”



　つまり、物理的な原秩序は保存しているという事実と、それがこのように編成されていることはわかるのだが、その二つがどの程度一致しているのかはよくわからない記述となっている。



3-2-F.　全体的な評価

　特定の建築家の資料を探している利用者であれば、トップページの拡大鏡アイコンが「検索」への入り口だということさえわかれば、名前を入力して難なく検索できるだろう。そうでない利用者にとっては、なかなか手ごわいサイトである。もう少し検索への入り口、検索方法をわかりやすく表示してもよいのではないだろうか。



[bookmark: _Toc510076117]3-3.　 Cité de l'architecture & du patrimoine (フランス)

URL：https://www.citedelarchitecture.fr/

機関の概要（”About”ページ）：https://www.citedelarchitecture.fr/fr/article/les-missions-de-la-cite 

「La Cité de l’architecture et du patrimoine は国立ながら産業・商業的性格を持つ機関として2004年に設立され、2007年に一般公開された。単一の機関だが、博物館、建築センター、教育機関、専門図書館、アーカイブズ機関の機能を併せ持っている。」（フランス語から翻訳）



3-3-A. Googleの検索結果から、アーカイブズ検索までたどりつくプロセス

　機関名称で検索するとトップに表示される。しかし、検索やコレクションへのリンクはそこには表示されないので、機関のホームページに進み、右上に表示されるメニュー（三本線）を開くと、選択肢の中にDecouverte des collections（直訳すれば「コレクションの発見」）があるので、それを選択する。

　選択肢がいくつか表示されるので、Les archives d'architecture du XXe siècle（「20世紀の建築アーカイブズ」）を選択。

　アーカイブズのトップページに飛ぶので、ページ右側に表示されるAcceder à la base de données ArchiWebture（「データベースArchiWebtureにアクセス」）というボタンを選択すると、建築アーカイブズ専用の統合データベースArchiWebture（http://archiwebture.citechaillot.fr/）のページへ進む。

 

3-3-B. アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ



ArchiWebtureのトップ画面はこのようになっている。

[image: ]



3-3-C. 検索オプションの確認

　上のページの左、Recherche（検索）のところを見ると、三つのオプションがあることがわかる。

· Liste des fonds（フォンドごとのリスト）

· Recherche par formulaire　（詳細検索）

· Recherche libre　（フリーワード検索）



3-3-D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性の確認

　とりあえず、Liste des fondsから、トップにあるCharles Addaのものを選択してみる。

[image: ]



　上の画面のように、フォンド単位の概要が記載されたページが開き、この部分の情報だけをPDFでダウンロードすることも可能である。

　Présentationという見出しの上にある二つのタブから、画像のセレクションへ、あるいは詳細（完全）目録Inventaire completへ進むこともできる。

　ここで興味深いのは、この記述での分類（classement）は物理的なものらしいことである。（下へスクロールすると読めるようになっている）



“Organisation - Classement	

Cotation et conditionnement du fonds:

- 218 Ifa 001-150: boîtes de dossiers (écrits, imprimés, plans pliés),　（文書用のボックス）

- 218 Ifa 176-182: boîtes de rouleaux,　（筒）

- 218 Ifa 201: boîte plate 55 x 65 (photographies), （おそらく平置きのボックス、写真用）　

- 218 Ifa 400-521: pochettes de doc. graphiques (conservées en tiroirs de meubles à plans),（グラフィック資料収納）

- 218 Ifa 600-626: pochettes de documents hors format.（大判資料収納）”

となっており、具体的な請求番号は、形態別に付与されていることがわかる。



　前述したInventaire Completのタブを選ぶと、目録情報が表示され、
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　見たい項目だけをクリックして画面上で読むこともできるし、PDFで一部または全部をダウンロードすることもできる。画像セレクションも下に表示されている。



3-3-E. 特定のフォンド記述を読み、編成・記述方法を確認

　Charles Addaの目録をPDFでダウンロードして読んでみた。

http://archiwebture.citechaillot.fr/pdf/FRAPN02_ADDCH.pdf

　編成自体はかなり人為的で（他のコレクションも少し見てみたが、かなり自由にシリーズが組まれているようである）、シリーズの中のまとまりに付されている番号を見ると、目録上の配列は基本的に物理的管理の実態順（＝箱の種類）に分けた上で、請求番号順に並んでいるように見受けられる。



3-3-F.　全体の評価

　カナダのCCAと比べれば使いやすいが、やはり検索に入るまでにいろいろな選択をしなければならないのはマイナス要素ではないか。もう少し容易にArchiWebtureに進めるようにすることは可能だろう。ただしArchiWebtureに入ってしまえば検索は容易だ。システムを構築し、膨大なレガシー記述をこのシステムに入れ、画像を載せる作業のたいへんさが見えてくるようなシステムである。



[bookmark: _Toc510076118]3-4.　 Het Nieuwe Instituut (オランダ)

URL：https://hetnieuweinstituut.nl/

機関の概要（”About”ページ）：https://hetnieuweinstituut.nl/en/about-us 

“.... Het Nieuwe Instituut は展示や講演会、研究員制度などを企画・運営し、研究・開発プロジェクトを実施し、それらのプロジェクトの成果を公刊している。これらの活動は二つの複数年度にまたがるプログラム、「景観とインテリア」「モノと素材」および年度ごとのプログラム（2014年「第一次世界大戦」、2015年「世界の博覧会」（？）、2016年「オリンピック」）の枠組みのなかで実施されている。 

.....Het Nieuwe Instituut （以下、「HNI」という。）は2013年1月1日、the Netherlands Architecture Institute、 Premsela, the Netherlands Institute for Design and Fashion、そしてVirtueel Platform（e-カルチャー専門機関）の合併により誕生した。」（英語から翻訳）



3-4-A. Googleの検索結果から、アーカイブズ検索までたどりつくプロセス

　やはり機関名称で検索するとトップに出てくるが、そこからアーカイブズやコレクション検索に直接入ることはできない。

　機関のトップ画面に行き、左上に表示されているRijksarchief voor Nederlandse Architectuur en Stedenbouw を選択するとhttps://collectie.hetnieuweinstituut.nl/へ。

このページでMenuを開くと下の方にENとあるので、それを選択して英語表示にする。

Scroll to explore collectionsと表示されたらそれに従ってスクロールすると、ウィンドウが画面右下から上がってくるので、そこからSearch the collectionを選択。

Go to the Search Portalをクリックするとようやく検索画面である。

 

3-4-B. アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ

Search Portalに入ると、archives, objects, publications,..などのセクションに分かれているのでarchivesを選択すればよい。 
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archivesを選択すると、まずはFinding Aidレベルで683の全データがずらっと並ぶ画面になる。
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3-4-C. 検索オプションの確認

このページではOrder by....で様々なソートが可能なので、例えばTitle (asc＝昇順)でソートしてみると、フォンドタイトル（＝おおむね人名か事務所名）のABC順に配列される。またこの画面の上部に検索フィールドがあるので、「アーカイブズ」に分類される所蔵資料だけを対象に、あるいはデータベースに搭載されている全データを対象にして、特定のキーワードで検索することもできる。



3-4-D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性の確認

　例えば、全データベースを対象として「Joost Vahl」と入れて検索すると、セクションごとに何件ずつヒットしたかがまず表示される。
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出版物が見たければPublicationsに行けばよい。

ここでは１件ヒットしているArchivesに進む。
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　この画面でだいたいの内容を読むこともできるし、XMLまたはPDFで目録全体をダウンロードすることも可能。表示もわかりやすい。



3-4-E. 特定のフォンド記述を読み、編成・記述方法を確認

　このJoost Vahlの目録をPDFでダウンロードして読んでみる。

https://zoeken.hetnieuweinstituut.nl/images/archives/pdf/VAHL.ead.pdf

　それによると、このフォンドは建築家自身でかなり整理してから寄贈されたらしく（ただし、オランダ語をGoogle翻訳したので正しい理解ではない可能性がある）、寄贈時のオリジナルの番号と、HNIで付与した番号が併記されている。また、建築家自身が行った編成の概要がまとまりごとに作成されているらしく、それらの概要は各まとまりの最初のファイルに入れておいて、利用者に必要に応じてそれを参照するよう促しているなど、なかなか興味深い実務がうかがえる。



（追記）他のコレクションの目録を見ると、請求番号がコレクションID＋ｇ（文書資料）、＋ｔ（図面）、＋ｆ（写真）などのようになっていて、資料の形態がID上区別されているものもある。おそらく、こうしたコレクションにつしては、知的編成と物理的管理が別々になっていることを反映しているのではないかと思われる。

（例えば、J.B. Bakemaのアーカイブズ目録 https://zoeken.hetnieuweinstituut.nl/images/archives/pdf/BAKE.ead.pdf）



3-4-F.　全体の評価

　CCAと同様、ウェブサイト全体がスマートデバイス対応になっているせいか、PCだと微妙に使いづらい印象。オランダ語がわからない場合、まず英語表示にするのに一手間かかり、そこから検索システムまでもやや道のりが遠い。しかし、ArchiWebture同様、いったんたどり着いてしまえば比較的使いやすいシステムであると言える。



[bookmark: _Toc510076119]3-5.　 Akademie der Künste, Baukunst-archiv (ドイツ)

URL:　 https://www.adk.de/de/archiv/archivabteilungen/baukunst/

機関の概要（”About”ページから：https://www.adk.de/en/academy/index.htm

“ベルリン芸術アカデミーは、1696年に設立された、ヨーロッパでも最古の文化機関の一つである。 現在のアカデミーは芸術家の国際的なコミュニティであり、6部門に416名のメンバーを擁している（視覚芸術、建築、音楽、舞台芸術、映画、メディア・アート）」（ここまで英語）「芸術アカデミーは展示や様々な催し物が行われる場であり、芸術家と、芸術に関心のある人々が出会う場であり、芸術および文化政策についての開かれた討論の場でもある。アカデミーのアーカイブズには、1200を超える芸術家の手稿類、広範な作品コレクションおよび図書館が含まれ、20世紀の芸術に関する学際的アーカイブズのうち、最も重要なものの一つとされている。」（ドイツ語から翻訳）



3-5-A. Googleの検索結果から、アーカイブズ検索までたどりつくプロセス

　機関名称で検索すると結果のトップに表示され、右側のブロックに「Archiv」と表示される。



Akademie der Künste, Berlin

https://www.adk.de/



Translate this page

Die Berliner Akademie der Künste ist eines der ältesten europäischen Kulturinstitute mit einer internationalen Gemeinschaft von Künstlern.

		Academy

The Akademie der Künste (Academy of Arts). The ...

		Akademie

Gegründet im Jahre 1696 gehört die Akademie der Künste in ...



		Baukunst

Das Sammeln von Zeugnissen zur Architektur reicht bis ins späte ...

		Archiv

Archivdatenbank - Easydb.archive - Benutzung - Bibliothek - ...







　ArchivをクリックするArchivのページに飛ぶので、その画面の左側にあるArchivdatenbank（アーカイブズ・データベース）を選択。

データベースの説明画面に飛ぶので、そこからさらにArchivedatenbankを（いろいろなところに入り口がある）選択するとようやくDBにたどり着く。

ログインを求められるが、Gast（ゲスト）をクリックすればそのまま検索画面へ入ることができる。



3-5-B. アーカイブズ検索画面のレイアウトをキャプチャ
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　画面左側にコレクション全体の構造がツリーで表示されており、ここでHistorisches Archiv（歴史的アーカイブズ）という言葉に惑わされることなく（これを選択するとアカデミー自体のアーカイブズへ）、その下のBaukunstを開く。



3-5-C. 検索オプションの確認

　画像の上にフリーワード検索用のフィールドがあるほか、画面左側のツリーで一覧しながら望む資料にたどり着くこともできる。このツリーをアルファベット順にソートして見ることもできる。



3-5-D. 検索結果の表示方法・ダウンロード可能性の確認

　Baukunstを開き、左側のツリーを見ると、



1. Künstlerarchive/Persönliche Bestände　（アーティスト/個人文書）

2. Institutionen und Verbände（機関や団体）

3. Thematische Sammlungen（テーマ別コレクション）

4. Akademie der Künste（芸術アカデミー）

5. Archivische Hilfsmittel（参考資料）



のように分類されていて、1を開くと、コレクションが人名順に並ぶようになっている。

そして、驚くべきことに、全コレクションが以下の８セクションに分類されている。

01. Lebensdokumente（生涯に関するドキュメント）

02. Sachakten（件名・業務ファイル）

03. Manuskripte（手稿類）

04. Allgemeine Korrespondenz nach Briefpartnern （書簡、相手先別）

05. Druckschriften（印刷物）

06. Fotos（写真）

07. Pläne und Zeichnungen　（図面類）

08. Modelle und 3D-Objekte（モデルと３Dオブジェクト）



　人名の横の＋をクリックするとこれが開き、右側に分類順に情報が並んで表示される。この並び順は、分類、日付、タイトルなどで変更することができる。

　検索結果の全体(目録全体ではない)を、PDFで出力することも可能（右上のプリンタのようなアイコン）。

　各記述にパーマリンク（permalink）が付されていることも注目に値する。



3-5-E. 特定のフォンド記述を読み、編成・記述方法を確認

　フォンド記述というものが存在せず、コレクションの由来などが全くつかめない。しかし編成は上記の通り全て同じで、非常に安定している。知的な編成と物理的管理がどうつながっているのかは、全体が見えないのでよくわからない。



3-5-F.　全体の評価

　とにかく非常に独特なシステムという印象。ただ、何も知らない人でも検索画面にさえたどり着けば、ツリー表示から選択することで、様々な資料群の記述を眺めてみることはできる。また、ここから資料利用の手続きも済ませることができるらしいのも興味深い。



[bookmark: _Toc510076120]4.　調査結果の検討

　5カ国、５機関のデータベースをチェックしてみて、気づいた点を挙げておく。



4-1.　ヨーロッパの2機関（フランス、オランダ）においては、少なくとも一部のフォンドについては、物理的管理と知的編成とは必ずしも一致しないように見えた。ただ、その場合も目録上では知的な編成で資料群を理解することができるような配慮がなされている。とくにフランスのArchiWebtureでは、具体物の収納と配列が示されているので、万が一図面だけ、または写真だけ全部見たいという利用者がいた場合、そうしたニーズにも応えられるようになっている。知的な編成と物理的な配列が一致していない場合、知的な編成単位の配列と、物理的管理のために付与され、出納の際に用いられる請求番号にずれが生じてしまい、リストだけを見て利用者が請求してきたときに、館の側で「あれはこっち」「これはあっち」と物理的配列の順に並べ直して書架に向かう、などある程度の工夫が必要になる場合がある。その点でフランスの実務は参考になった（実現には多大な手間がかかるようだが）。記述の完成度も様々で、表示されるフォンド記述をPDFでダウンロードできるだけだったり、詳細なリストを部分ごとに、あるいはまるごとダウンロードできたりなど多様なパターンがあった。

　	　またEuropeana上で試してみたところ、ArchiWebtureのデータは検索にはヒットしないようだった。今後Europeanaとの連携は予定されているのか、ジャパンサーチとの関連でも気になるところである。



4-2.　EDAのやり方は非常に好感度が高かった。Google検索の結果からほぼ直接にコレクション情報に入ることができ、全体に読み物と画像が適度に配置され、検索「経験」としてとても快適であったことは特記しておきたい。またProject Indexについてはスプレッドシートでダウンロード可能にしていたり、記述データの検索はOAC上で実現して、他機関との横断検索も可能にしているなど、一つのシステムや一つの機関で全てを実現しようとするのとは異なる発想の自由さ・柔軟さを感じた。これはカリフォルニアという環境と、カリフォルニア大学バークレー校内の機関ならではの資源の豊かさが可能としていることかもしれない。　



4-３．全体にサイトの見栄えにこりすぎると、ユーザーが目的の情報にたどり着くまでに時間がかかりすぎ、ストレスフルな検索経験になるようだ。



４-4．調査者自身に建築分野の知識がないため、フリーワード検索については検討できなかったのが残念である。



4-5.　5機関それぞれに個性があり、建築分野の編成・記述およびその成果の見せ方が、国際的に標準化されるにはまだまだ時間がかかりそうに思えた。とはいえ、建築家・事務所名の典拠管理と、Project Indexのような、建築家が関わったプロジェクト情報の集約は、やはり必須のようである。



4-6.　現在NAMAで検討している二つのシステムは、基本的に一般的なアーカイブズ資料を対象としたシステムである。そのため、建築記録特有の課題―例えば複数のプロジェクトの図面が1本の筒に入っており物理的にはそのまま管理されているが、利用者としてはプロジェクト単位で資料を見たい、というときなどに生じる物理的配列―知的編成間の齟齬を、作業・運用として、整理作業→システム入力→結果表示に至るどの部分で解決するのかについては、慎重な検討が必要となるのではなるだろう。





[bookmark: _Toc510076121]第４章 Access to Memory （AtoM） について

[bookmark: _Toc510076122]1.　はじめに



Access to Memory（以下、「AtoM」という。）は、ICAのイニシアティブによりカナダのArtefactual Systems社（以下、「AS社」という。）が開発し、現在も維持しているアーカイブズ記述およびデジタル・オブジェクト公開のためのソフトウェアである。世界中の規模も性格も様々なアーカイブズ機関が、所蔵資料に関する記述やデジタル化画像をウェブ上で公開できるようにするために開発されたAtoMは、複数のオープンソース・アプリケーションを組み合わせる形で構築されており、AS社が提供するAtoM関連ウェブサイトから誰でも自由にダウンロードして使用することができる[footnoteRef:5]。同社は営利目的の民間企業だが、AtoMに関してはオープンでフリーという基本線を維持し続けている。 [5:  https://www.accesstomemory.org/en/] 


AtoMは日本国内ではほとんど利用者がおらず、英語で読める文献も多くない。そこで本レポートでは、AtoM開発の経緯と基本的機能について、AtoM関連サイトの掲載情報や、同サイトで公開されている文献を用い、簡潔にまとめてみることとしたい。



[bookmark: _Toc510076123]2.　AtoM開発の経緯

[bookmark: _Toc510076124]2-1.　ICAプロジェクトの開始からベータ版のリリースまで（2003年～2008年）　



2003年、ICAの情報技術委員会が、オープンソースのアーカイブズ資源情報システム（Open Source Archival Resource Information System: OSARIS）の機能要件についての報告書を公表した。この委員会をリードしたのは、オランダを代表するアーキビスト・アーカイブズ論者であるPeter Horsmanである。この委員会は、報告書で明示した機能要件をもとに、オープンソースのアーカイブズ記述用アプリケーションを開発することを目指していたが、資金不足から開発には至らなかったという（van Garderen 2009:15-16）。

　しかし2005年になって、ICAの人権特別委員会（Human Rights Task Force）が、人権侵害に関するアーカイブズ資料のオンライン・ガイドを作成するためにUNESCOの「みんなのための情報プログラム」(Information For All Programme (IFAP))[footnoteRef:6]から4万５千ユーロの助成金を得る。この助成には、オンライン・ガイドの作成にあたってはオープンソース・ソフトウェアを用いることが条件として付されていた。この助成金が、流れてしまったOSARISプロジェクトを再度軌道に乗せるためのチャンスたりうると考えたHorsmanは、ICA事務局の合意を取り付けたうえで、当時ロッテルダム市公文書館のプロジェクトに共同で取り組んでいたPeter van Garderenにソフトウェア開発を依頼したのである(van Garderen 2009:16)。 [6:  http://www.unesco.org/new/en/communication-and-information/intergovernmental-programmes/information-for-all-programme-ifap/homepage/] 


Peter van Garderenは、1997年にブリティッシュ・コロンビア大学でアーカイブズ学修士号を取得したのち、ソフトウェア開発企業勤務を経て、同大学のLuciana Duranti教授を代表者とする電子記録の長期保存に関する国際研究、InterPARES（“The International Research on Permanent Authentic Records in Electronic Systems”の略称）[footnoteRef:7]のプロジェクト・コーディネーターに就任。その後2001年にAS社を設立し、電子記録保存に関するコンサルティング業務に従事するようになったという。「この間、私はフリーかつオープンソースのソフトウェアに関する運動に強い関心を持つようになっていた」（van Garderen 2009:2）と語る彼は、アーカイブズ学の知識、ITスキル、フリーでオープンなカルチャーへの共感という三つの資質を全て備えており、このICAのプロジェクトに最適の人材であった。 [7:  Inter PARES　Project. “Home”. http://www.interpares.org/] 


彼の働きにより、2006年半ばにはプロトタイプがICAに提示され、2008年にマレーシアのクアラルンプールで開催されるICA大会（4年に一度）でソフトウェアをリリースすることが決定された。ICA事務局長Joan van Albadaが、このソフトウェアを“Access to Memory”と名付けたのもこの頃で、ICAの肝いりで開発されたことを明示するため、略称はICA-AtoMとすることも決まった(van Garderen 2009:16) 。

2006年9月にはプロトタイプの更新版がUNESCOに提示されたが、この頃までに、プロジェクト開始時に予定された資金と人員では、2008年大会でのリリースには間に合わないことが明らかとなった。その後プロジェクトは、世界銀行グループ・アーカイブズ、オランダ国立アーカイブズ教育・研究所、フランス国立公文書館総局、アラブ首長国連邦ドキュメンテーション・研究センターなどから資金を得て、最終的に2008年7月のリリースにこぎつけることになる。プロジェクトの資金総額は、当初のUNESCOからの助成金全額がこのプロジェクトに向けられたと仮定すると、おおよそ35万ユーロにのぼるとみられる（van Garderen 2009:16-18）。こうしたコストは、ICAの通常のプログラムからすれば大きなものだったが、同様のオープンソース・ソフトウェア開発プロジェクト（DSpace （2002年）: 2百万ドル、Fedora（2007年）：４百万ドル）と比較するとむしろリーズナブルな金額であるという（van Garderen 2009:19）。
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さて、上述の通り2008年に開催されたICA大会では、最初のベータ版ICA-AtoM1.0がリリースされると同時に、1,300枚のデモCDが大会参加者に配布された。ベータ版はオンラインでも公開され、その後AS社がホストするウェブサイト上で、全世界30機関での公式検証が始まることになる（Bushey 2012:2）[footnoteRef:8]。この検証プロセスでは、例えばフランス公文書館総局がICA記述標準との適合性を徹底的に検証したほか、多くの館がシステムのユーザビリティーをテストしたという。例えばイラン国立公文書館は、数十万件のアーカイブズ記述と典拠レコードを入力して検証を行い、既存の典拠レコードと膨大なアーカイブズ記述をリンクすることの困難さを明らかにした。こうした検証により明らかになった問題の解決策が検討され、システムに組み込まれていった（van Garderen 2009：12）。 [8:  このベータ版の検証に関する情報の一部は現在もhttps://wiki.ica-atom.org/Beta_testingに残されているが、各館での検証報告はほとんどリンク切れのようである。
] 


それと同時に、ソフトウェアの持続可能性を確保するためにもより安定した組織的基盤が必要であるとの認識から、ICA内にICA-AtoM運営委員会（ICA執行委員会へ報告義務を負う）が設置された。そこで再確認されたのが、ICA-AtoMプロジェクトの目的と価値である。

同委員会によれば、ICA-AtoMプロジェクトの目的は、以下の条件を満たすフリーでオープンソースのソフトウェアを提供することであった。

「１．様々な組織や機関が、所蔵するアーカイブズ資料をオンラインで提供できるようにすること（とくに、このプロジェクトが提供するソフトウェアがなければそれができないような組織や機関のために）

２．ICAが定める記述標準に準拠した形で、アーカイブズ記述を管理すること

３．多言語のインターフェースと翻訳機能を提供すること

４．様々なタイプのコレクションをサポートすること

５. 完全にウェブベースであり、ユーザーフレンドリーで、アクセス可能性に関するベスト・プラクティスに則っていること

６．柔軟でカスタマイズ可能なこと

７．機関の大小にかかわらず有用であること

８．単一機関でも複数機関でも実装可能であること」（van Garderen 2009:18）



　また、プロジェクトは「オープンソースの協働の精神」で進められるべきとされ、そこで求められる価値は以下のようなものであった。



「１．技術的ノウハウを公開・共有すること

２．専門職のベスト・プラクティスを広めること

３．ユーザーおよび開発者からなる活発なコミュニティを育てること

４．既存のウェブ技術を生かして、最良のアーカイブズ・ソフトウェアを開発すること

５．財政的・技術的資源が限られている組織に、解決策を提供すること

６．必要な財政的・技術的資源を有する組織に、積極的な参加を求めること

７．関連するコミュニティとの分野を超えた協働のための共通基盤を提供すること

８．ICA-AtoMが幅広く利用されることを通じてビジネスモデルを確立し、ICA-AtoMやその他のICAの活動を支える資金源を生み出すこと」（van Garderen 2009:19）



その後、さらにベータ版が数回リリースされ、ICAによる技術監査、カナダ国立図書館・公文書館（Library and Archives Canada）でのスケーラビリティ検証、そしてバンクーバーおよびトロントでのユーザビリティ検証を経て、2010年11月に最初の製品版ICA-AtoM1.1がリリースされた。

[image: A diagram of AtoM's technical architecture]　しかし、ICA内の運営委員会を基盤としたプロジェクト運営には限界もあり、その後ICA-AtoMプロジェクトは、その目的や価値も含めて丸ごとAS社に引き継がれることになった。そして2013年10月、名称から「ICA」を除いた「AtoM」となり、新ヴァージョン2.0.0がリリースされる（AtoM Wiki, Development Philosophy）。その後も順調に年2回ほどのペースで改善・更新が続けられており、2018年2月14日現在の最新版は2.4.0（2017年9月5日リリース）[footnoteRef:9]である。 [9:  Artefactual Systems, Inc., Atom, “Downloads”. https://www.accesstomemory.org/en/download/] 
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（右図：Artefactual Systems Inc. “What is AtoM?” Technical Overview. https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/overview/intro/)



　右図はAtoMの構成を示したものである。繰り返しになるが、AtoMはウェブベースのアプリケーションで、全てオープンソースのアプリケーションを組み合わせて構築され、Atom自体もGNU Affero General Public License, Ver.3[footnoteRef:10]で公開されている。OSはUbuntu(Linux)、HTMLサーバーはNginx、WebアプリケーションフレームワークはPHPで書かれたSymfony、データベースはMySQL、検索エンジンはElasticsearchを使用している。関連するドキュメンテーション（ユーザー用マニュアル、管理者用マニュアル、開発者用マニュアル）は全て同社サイト上で公開されているほか、ユーザーフォーラムでも関心のあるユーザーと同社スタッフとの活発なやりとりが行われている[footnoteRef:11]。技術的な知識とサーバー環境さえあれば、誰でもシステムをセットアップし、稼働させることが可能である。 [10:  GNU Operating System. “GNU Affero General Public License”. https://www.gnu.org/licenses/agpl-3.0.en.html]  [11:  Artefactual Sytems, Inc., on Google Group, AtoM user discussion forum.  https://groups.google.com/forum/#!forum/ica-atom-users] 


　また、基本的な操作・作業のほとんどはウェブ上のインターフェースから行えるので、操作する権限のあるユーザーであれば、いつでもどこからでも必要な作業をすることができる。ただし、様々な環境設定の変更や、大量のデータのやりとりなどはコマンドラインから行うことが推奨されている。

　

　AtoMの基本的な機能は、以下の通りである。



１）アーカイブズに関連する様々な記述情報を、複数の国際標準に準拠した形で入力・編集・検索・閲覧できる。

	国際アーカイブズ評議会が作成した四つの国際標準、

· アーカイブズ記述に関する一般的国際標準（ISAD（G）） - 第2版、1999年

· 団体、個人及び家に関するアーカイブズ典拠レコード記述の国際標準（ISAAR（CPF）） - 第2版、2003年

· アーカイブズ所蔵機関の記述に関する国際標準（ISDIAH） - 第1版、2008年

· 機能の記述に関する国際標準（ISDF） - 第1版、2007年

の他にも、カナダの記述標準Rules for Archival Description (RAD), アメリカの記述標準Describing Archives: Content Standard (DACS)、メタデータの共通語彙であるDublin Core、米国議会図書館（LC）が管理している、記述メタデータのスキーマMetadata Object Description Schema (MODS)などにも対応している。さらに、他の記述標準でも、開発者が必要な設定を行えばそれに準拠した記述をロードし、公開することができる。



２）アーカイブズ資料の階層的な構造に対応している。

アーカイブズ資料は一般に、フォンドからアイテムまでの階層的構造で編成・記述される。AtoMはそうした実務と国際標準に基づき、トップレベルの記述からはじめて、必要に応じて子レベルの記述を充実させていく流れになっている。そのため、上位レベルの記述には、下位レベルの記述に関する基本情報をあらかじめ入力しておくフィールドが用意されており、資料群全体の構造分析を進めながら編成をイメージしていく、というアーキビストの作業をサポートする形になっている。また、中間レベルの記述を後から挿入したり、記述項目を移動させることもできる。こうした階層構造は２種類のツリービューで表示され、階層構造を利用したナビゲーションも容易である。



３）複数機関の記述情報を共有・横断検索できる。

そもそも自力でシステム開発をする資源のない機関のために開発されているので、地域や分野ごとの複数機関が連携して記述情報を共有・公開できるようになっている。ユーザは機関情報からその機関が所蔵する資料へ、あるいは検索結果の記述から機関情報へと自由に移動することができる。



４）多言語対応である。

ユーザーインターフェース、記述内容ともに多言語での入力・検索・表示が可能。ただし、言語によっては、形態素解析アプリケーションの導入が必要な場合がある[footnoteRef:12]。 [12:  日本語であればオープンソースの日本語形態素解析エンジンkuromoji（https://www.atilika.com/ja/kuromoji/）などを導入。] 


５）多様な記述項目を相互にリンク可能。

各記述は他の記述と縦横無尽にリンクできるようになっている。例えば典拠レコードとアーカイブズ資料の記述、所蔵機関の記述、機能の記述、保管場所の記述などを容易にリンクさせることが可能。



６）多様なオブジェクトを扱える。

アーカイブズ記述のほか、デジタル化した資料の画像ファイルや、動画・音声ファイルなどもアップロードし、公開することができる。



７）多様なユーザーを管理できる。

AtoMに対していかなる操作も行える管理者（Administrator）、記述を入力できる寄稿者（Contributor）、記述の編集を自由に行える編集者 （Editor）、権限を付与された言語間で翻訳を行える翻訳者（Translator）、一般ユーザー（Researcher）など、様々なユーザーを様々な権限で設定・管理可能。また、各ユーザーにどのような操作を許可するか、あるいはどの記述について操作を許可するかなどは、ユーザーごとに詳細に設定することもできる。



８）アクセス権を細かに設定できる。

PREMISに対応した機能で、例えばデジタル化した画像のサムネイルは見られるが、マスター画像にはアクセスできないなど、アクセス権のレベルを細かに設定することができる。また、アーカイブズ記述を作成した際の公開ステータスはデフォルトで「draft（草稿）」になっており、その状態ではその記述は公開されず、管理者のみが閲覧可能となる。ただし、典拠レコードやアーカイブズ機関の記述はデフォルトで公開となる。draft段階の記述を公開する権限は、ユーザー管理機能を用いて個別に設定可能。



９）受け入れから記述公開までのワークフローをサポート。

資料を受け入れた際に館が作成する「受け入れ記録」を登録する機能があり、そこに入力された「資料群タイトル」「資料群作成者名」などの基本情報は、アーカイブズ記述や典拠レコードを入力する際に、再入力することなく利用することができる。また、典拠レコードに入力した作成者情報は、アーカイブズ記述を入力するときに自動的に継承されるなど、作業のなかで同じ内容の入力を反復しなくてすむような工夫がなされている。



１０）様々なタイプの用語統制が可能。

アーカイブズ作成主体（名称）、アーカイブズ機関、機能などの他にも、主題、アーカイブズ資料のタイプ、ストレージのタイプなど様々な用語・語彙統制が可能である。また、そうした用語は最初に入力すると、次に同じフィールドに同じ用語を入力する際には自動的にプルダウンメニューに表示される設定になっており、入力の手間を省くとともに、微妙に形の異なる語を誤って入力してしまうというミスを防げるようになっている。



１１）様々な形式でのインポート、エクスポート、レポート出力が可能。

記述データのインポート・エクスポートは主としてcsvとXMLで行う。ダブリン・コアやSKOS(主題などの用語）での出力も可能である。また公開された記述に関しては、目録をPDFなどの形式でダウンロードすることもできる。



[bookmark: _Toc510076127]4.　おわりに

　ごく限られた情報源によるものではあるが、AtoMについて、ICAで開発が構想された時点から現在に至るまでの道のりをたどり、最新版である2.4が提供している機能の全体像を描いてみた。

　開発経緯からは、ソフトウェアがフリーでオープンであっても、その開発と維持には多大な時間と資金、そして人材が投入されたことがうかがえる。開発プロジェクトのスタートからすでに12年。AtoM Wikiによれば、カナダ、アメリカのほか、ブラジル、スイス、ベルギー、ペルー、イギリス、アルゼンチン、ギリシャ、インドネシア、韓国など様々な国の様々な機関がAtoMを導入しているようだ[footnoteRef:13]。 [13:  https://wiki.accesstomemory.org/Community/Users] 


　また、機能としては、やはり開発者がアーカイブズ学を熟知していることもあって、アーキビストの実務をサポートするための工夫がなされている。また、資料群のコンテクストからはじめて、資料群全体を把握し、それからだんだんに小さなまとまりへ―という方向で進んでいくアーカイブズの考え方が、丸ごとAtoMには組み込まれている。したがって、ある機関がAtoMを使用することを通して、自然にそうした考え方に沿った（それは国際標準に準拠した、ということでもある）方向へ実務を再編成していくことも可能なのではないだろうか。

一般に、機関内にIT部門がある、あるいはIT専門家がスタッフとして常駐しているのでなければ、オープンソースのソフトウェアは導入しづらい。メンテナンスなどの面で不安要因があるからである。しかし、世界のアーカイブズ機関の利害を代表する国際機関であるICAが、機関の大小や財源・人材・専門的技能における格差にかかわらずアーカイブズ資料に関する情報を共有できるようにするために開発に着手したという点、そして営利企業の手にプロジェクトが移っても、その目的はしっかりと受け継がれている点で、AtoMは世界のアーカイブズ・コミュニティの協力のもと、大切に育てていくべきソフトウェアであるとも言えるのではないか。そう考えると、日本からもAtoMを利用し、AtoMの改善を支える国際的コミュニティに参加しようという機関が少しでも増えることが望まれる。利用する機関が増え、AS社やAtoMユーザーフォーラムに日本からの要望や意見がどんどん上がって行くようになれば、それらはAtoMの開発・維持プロセスに順次組み込まれていくだろう。そうなればAtoMは、バージョンアップのたびに、日本の機関も使いやすいものへと、少しずつ進化していくはずである。
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[bookmark: _Toc510076130]5-1.　全体のまとめ

[bookmark: _Toc510076131]1.　はじめに

本業務では、システム検討の際に参考となる情報を収集する目的で聞き取り調査を実施した。聞き取りの対象は、有識者会議でご発言いただく有識者を中心として、またNAMA情報小委員会委員から得た情報、あるいは実際の聞き取り調査の中で得られた情報を元に、NAMAの所蔵資料、導入を検討しているシステム、NAMAのニーズとの関連性などを考慮して決定した。

また、聞き取りにはNAMAの藤本貴子氏が同行してくださったため、NAMAの実情や要望に即したお話を伺うことができた。

　　聞き取りに際しては、お話下さる方にお許しをいただいて会話を録音し、終了後はサマリーを作成して内容をご確認いただいた。サマリーの公開についてもお許しをいただいたので、本報告書に採録することとした。
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聞き取り調査の概要は以下の通りである。



聞き取り調査（１）

2017年9月4日（月）

後藤真氏（国立歴史民俗博物館 研究部准教授、メタ資料学研究センター副センター長）	

デジタルアーカイブの動向に精通している後藤氏には、システム構築にあたって全体的にご助言いただくとともに、国立歴史民俗博物館の「総合資料学」構想の中で構築中のデータベースについてお話をうかがった。国立の機関であること、幅広く多様な収集資料を所蔵していること、複数館の所蔵資料情報をつなぐシステムを構築中であることなどNAMAの性格や関心事との共通点も多い。



聞き取り調査（２）

2017年9月25日（月）

阿児雄之氏（東京工業大学博物館 特任講師）

大学アーカイブズとしての機能も持つ博物館で、建築資料も扱っている阿児氏には、やはりシステム・データ管理全体についてお話を伺った。とくに、資料調査・受け入れからの利用提供に至るまでの具体的な作業や、館の運営の中にシステムをどう位置付けるのかという点について重要な示唆をいただいた。





聞き取り調査（３）

2017年11月17日（金）

大関勝久氏（東京国立近代美術館フィルムセンター デジタル映画保存・活用調査研究事業班ユニット・リーダー）、岡本直佐氏（同、研究員）、中西智範氏（同、研究員）

調査研究事業の中でデジタル記録長期保存のための参照モデル、Open Archival Information System(OAIS)について検討されたと聞き、そのあたりも含めてお話を伺った。フィルムの管理には、物理的な媒体のままでも、デジタル媒体でも様々な課題があり、建築図面の「扱いにくさ」や、所蔵資料の「作品」性、という点で共通する部分があり、非常に刺激的なお話が伺えた。



聞き取り調査（4）

2017年11月20日（月）

齋藤歩氏（京都大学総合博物館 研究資源アーカイブ系　特定助教）

アーカイブズ学の研究者として建築記録を研究対象とする齋藤氏には、建築記録の編成・記述をどう考え、それをシステム上でどう見せるべきか、という点を中心にお話を伺った。記録の機能に着目した論理的な編成、精密な語彙統制、といった課題に加え、プロジェクト・インデックスの扱いが重要なポイントであることが見えてきた。



聞き取り調査（５）

2017年11月20日（月）

森本祥子氏（東京大学文書館 准教授）、宮本隆史氏（同、特任助教）

新システム「東京大学文書館デジタル・アーカイブ」のベータ版をリリースしたばかりの同館では、新システム構築の理念や実装について具体的なお話を伺った。これまでの実務で蓄積してきたデータを、オープンソースでアジャイルかつある程度安定したシステムに載せるという同館の実践は、NAMAのニーズとも重なりあう部分がある。システム全体はオープンソースで公開予定であり、NAMAにとって一つの選択肢となる可能性もある。

		

聞き取り調査（６）

2017年11月27日（月）

木目沢司氏（国立国会図書館 電子情報部電子情報サービス課長）、小澤弘太氏（同、課長補佐）、徳原直子氏（同、電子情報企画課課長補佐）、中川紗央里氏（同、電子情報企画課連携協力係）

NAMAの所蔵情報を他館の所蔵情報と「連携」させることを考えたとき、必ず視野にはいれておく必要のあるジャパンサーチ（仮称。現在構想されている国レベルの分野横断統合ポータル）について、そして国立国会図書館におけるOAIS諸機能の実装についてお話を伺った。ジャパンサーチについては、NAMAはアグリゲータとして機能することを求められる可能性もあるので、システム構築にあたってはそこを見据えておく必要がありそうだ。



聞き取り調査（７）

2017年12月4日（月）

木戸英行氏（公益財団法人DNP文化振興財団　ggg・ddd企画室長）

同財団は、グラフィック・アート作品のコレクションおよび作家の個人資料を所蔵しており、2017年10月に新データベースを公開したばかり。所蔵資料の性格も似ていることから、データベース開発の経緯や格納されているデータ、データの構造などについてお話を伺った。収蔵品管理データ、記述データ、資料の画像など館の業務を一元管理できるシステムで、データへのアクセスも詳細な設定が可能。業務の筋目に沿って時間をかけて構築されたシステムの威力を感じた。



聞き取り調査（８）

2018年2月6日（火）

伊村靖子氏（情報技術芸術大学院大学（IAMAS)講師）、松井茂氏（同、准教授）、山田晃嗣氏（同、准教授）、池田泰教氏（同、プロジェクト研究補助員）

おおがきビエンナーレでの展示を含む研究プロジェクトの中で、AtoMを実装・稼働しているとのことで、導入の経緯や、使用感、メリットや課題などについてお話を伺った。機関として資料を所蔵・公開するという業務を支えるシステムとしてではなく、メディア・アートの作品と資料（その境界線もまだ微妙）を、どのように記述していくのか、まだ動いている作品、あるいは変容していく概念と、アーカイブズ記述との齟齬も含めて検討するためのツールとしてAtoMが使われているという点に、フリーでオープンなソフトとしてのAtoMの可能性を見ることができた。しかしここでも、メンテナンスは課題となっている。



[bookmark: _Toc510076133]3. 全体のまとめ

これら8回の聞き取りから見えてきたのは、以下の点である。



3-1.　業務とデータ、システムの関係

システムを単なるデータの容器と考えるのではなく、日々の業務、館の運営との関係において考えることが重要である。資料を編成・記述するという実務は個々の資料の特性と担当者の判断に委ね、どんな目録データが作成されても対応できる東京大学文書館のような発想でいくのか。それとも、システムを一種の業務標準化のための道具と考えて、既存のデータはそれに合わせて加工し、今後作成するデータはシステムに合わせる形で調整していくのか。現在示されている二つの選択肢は、どちらも後者の発想に近いが、それでほんとうによいのかをいま一度考えておく必要があるだろう。

また、博物館・美術館的な性格を持つ館では、CM（収蔵品管理）データの作成・管理は重要な課題である。しかし、今回検討対象とする記述データを搭載・公開するシステムにはそこまでを管理する機能はなく、DNP文化振興財団のようなシステムを一から導入することも難しい。そのため、CMデータは別に管理していく必要がある。そうなると、そうしたデータと記述データ用のシステムをある程度関連づけつつも、双方のデータを別々に管理し、修正・更新し、確実に保存していかねばならない。そのための実務をどう組み立てるのかは、今後の課題となりそうだ。



3-2.　データ管理

CMデータと記述データを一元管理できるシステムは業務上便利だが、前者はほぼ純粋に館内向けのデータであり、この二つはシステムとして独立している方が望ましいという意見も多かった。また、システム構築にあたって、大きな複雑なシステムをつくってそこに全てを入れるよりは、必要な機能の優先順位を見極めて、機能に応じたシンプルなシステムをそれぞれある程度独立したものとして構築し、それらを必要に応じて相互に連携させる仕組みが好まれるようである。その場合、CMデータは外部からはアクセスできないシステムとするのが望ましい。

また、データを作成して管理すること、保存すること、利用提供することは切り分けて考え、使い道に応じて「変換」するためのルールを決めて、その「変換」作業を容易にするための方策を立てていく、という発想も大切であることがわかった。



3-3.　建築記録の編成・記述

建築記録には、とくに図面の特性でもある物理的なハンドリングの難しさ（サイズや媒体）、建築プロジェクトや作品（建物）の典拠管理の重要性、日本の建築への世界的な関心など、一般的なアーカイブズ資料とは異なる特徴がある。その編成・記述には国際的にもある程度確立したやり方があるとはいえ、やはりアーカイブズ一般の国際記述標準であるISAD(G)の標準記述項目では十分に記述し切れない部分もあることは否定できない。その一方で、NAMAは、建築記録に関する唯一の国立機関であり、建築記録の編成・記述についての議論と実務をリードしていくことが求められる。その意味では、ISAD(G)という国際標準準拠のシステムを公開することで、建築記録に関心のある多くの人にシステムを使ってもらい、標準の限界なども含めて幅広く議論するための土台を用意することができるとすれば、それはかなり大きなメリットなのではないだろうか。



3-4.　利用・アクセス・権利

図面のデジタル化画像について、NAMAでは著作権の問題はクリアしているという。しかし、建物の図面には、施主の権利や建築物居住者のプライバシーを含む様々な権利がからんでおり、ネット上での公開は難しい部分もある。今回の聞き取りでも、権利処理の難しさから「主たる利用は館内上映」としている東京国立近代美術館フィルムセンター、館内閲覧からネット閲覧まで３段階のアクセスを用意している国立国会図書館など、デジタル・オブジェクトへのアクセス提供には細かな段階設定が求められる。そのため、導入するシステムもまた、そうした細かなアクセス設定が可能なものでなければならず、そうした設定機能の使いやすさは大きなポイントになるだろう。

また、建築記録の利用に関する様々な問題の所在を明らかにし、それぞれの解決策を探ることも今後の課題である。



3-5.　情報の連携

NAMAが今回実現しようとしている、建築記録を所蔵する他機関の基本情報（ISDIAHで記述）をNAMAのシステム上で公開するという点については、建築記録の専門家である齋藤歩氏からは、日本の建築記録所蔵機関の現状を踏まえ、「ぜひ実現を」との意見をいただいた。しかし、その一方で他機関の情報（いつ、何が変更となるか、NAMAの側からはわからない）をNAMAが管理・更新し続けることの難しさを指摘する意見もあった。具体的にどのような手順で情報をメンテナンスしていくのか、長期的に大きな負担とならない方法を考えていく必要がある。

また、ジャパンサーチとの連携などを考えたときに、OAI-PMH（The Open Archives Initiative Protocol for Metadata Harvesting）[footnoteRef:14]対応や固定URIの付与、あるいは今後画像をネット上でも閲覧できるようにする場合を考慮したIIIF（（International Image Interoperability Framework）[footnoteRef:15]への対応などについても繰り返し指摘を受けた。その点は最終的なシステム導入にあたっても必ず考慮すべき点と考える。 [14:  リポジトリ間でメタデータを相互運用可能とするためのメカニズム。https://www.openarchives.org/pmh]  [15:  デジタル画像を所蔵・公開するリポジトリ間での、デジタル画像の相互運用を可能とするための枠組み。http://iiif.io/communty/faq/] 




3-6.　プロプライエタリーかオープンか

システムを専門業者（企業）に開発してもらうのか、それともオープンソースのソフトを使うのか、についても様々な意見があった。初期導入のコストを低く抑えられ、特定のプロプライエタリーなプログラムに依存しないのがオープンソースの利点だが、その分、メンテナンスにあたっては、予想外の時期に予想外の出費を強いられる可能性がある。部分的なアプリケーションの更新など、つねに変化する状況を監視している必要もある。そうした点と、NAMAが国立機関として安定したサービス提供を求められる機関であることを踏まえると、専門業者に開発とメンテナンスを任せるという選択肢には大きなメリットがある。

またNAMAについては、初めて導入するシステムなので、まずは専門業者に頼む方が安心ではないかという意見もあった。その一方で、最初だからこそAtoMのような初期導入コストの低いシステムを入れて数年間いろいろなことを試し、ほんとうに必要な機能を見極めたうえで新しいシステムを構築して移行する、という選択肢もありそうだ。
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[bookmark: _Toc510076134]5-2.　聞き取り調査サマリー

[bookmark: _Toc510076135]1.　聞き取り調査（１）サマリー：　後藤真氏



日時：2017年9月4日（月）14：00-16：00

場所：国立歴史民俗博物館　メタ資料学研究センター

お話：　

後藤真氏（国立歴史民俗博物館　研究部准教授、メタ資料学研究センター副センター長）

　　略歴・研究分野等情報			https://www.rekihaku.ac.jp/research/researcher/goto_makoto/

聞き手: 藤本貴子（NAMA）、平野泉

サマリー作成：平野泉

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――



1.　アクセス：どのようなユーザーに、どのように見せたいのか？



1-1. 基本的にはNAMAが検索結果をどう見せたいのかがポイント。国立公文書館のような見せ方なのか、それともアイテムを検索できればいいのか、組織全体の方針をどちらに決めるかにかかってくる。NAMAの場合、階層構造で資料群を把握し、そのようにユーザにも見せたい一方で、デジタル化された図面の画像がアイテムレベルで蓄積しているという現実があるので、①それらのデータ群をどう管理するか　②それらのデータをユーザーにどう見せるか、の2点を決め、それに応じて①から②へと変換するルールを定めればよいのではないか。

1-2. データをどう見せるかという問題と、どう蓄積・保存するかという問題は別に考える。

1-3. 公文書館に多い階層構造を使った見せ方は、専門的知識のある研究者のようなユーザーにはよくても、そうでない人にはわかりにくい場合もある。前者を対象に作りこんでしまうと後で変更することは難しくなるので、最初によく検討したほうがよい。

1-4. 機関として必要な記述メタデータのあり方と、検索結果の見せ方とは別の問題。階層構造を上からたどるのか、アイテムレベルから上にたどるのかは、ユーザーインターフェースでいかようにもできるのではないか。



2.　データ管理：どんなデータを、どのように作成・保存・管理するか



2-1. 記述データ、およびデジタル化画像のデータをどのような形で保存・管理するかという問題と、それを「どう見せるか」という問題は切り分ける。

2-2. 記述データに関して言えば、資料の記述データ、資料作成者の典拠データ、資料保存機関のデータなど、性格の違うものを同じ仕組みで扱うことは避けた方がよい。

2-3. 記述データと画像データなども、それぞれ別管理して、リンクさせる方がよい。

2-4. 多様なリンクを可能にするためにも、相互運用性を高めるためにも、データへの固定URL、可能ならDOIの付与は必須と考えた方がよい。

2-5. データの持ち方として、EAD/XMLは処理速度が遅いなどの問題あり。メタ資料学センターでは、記述データは全てcsvをRDFに変換して蓄積している。

2-6. 画像については、当面館内利用に限る可能性が高いとしても、IIIF対応とし、できるだけシンプルなシステムで別建てにしておけばよいように思う。閲覧させられるようにしておくと、予算もとりやすくなる。

2-7. 画像を含むデータの長期保存と利用とは、別の問題として考えること。

2-8. 資料の管理・運用に関するデータ（展示利用や貸出など）も何らかのシステムで管理したいのであれば、これも記述や画像データを入れておくシステムとは別建てにして、館のスタッフのみが入出力できるようにするのがよいだろう。



3.　技術的な注意点



3-1. API（Application Programming Interface）[footnoteRef:16]をどう作るかがカギ。 [16:  ソフトウェア同士のやりとりに用いられるインターフェースの仕様のこと。] 


3-2. 固定URLあるいはDOIの付与。アーカイブズのデータベースは、検索結果が動的に生成される場合があり、それでは国立国会図書館（NDL）を中心として構想されているジャパンサーチ（仮称）には対応できない。

3-3. 将来的にジャパンサーチのアグリゲータとして機能するということが想定されるのであれば、OAI-PMH対応も必要。

3-4. 上記3点を組み込んだうええで、ベンダーロックインになり過ぎないようにすること。



4.　その他



4-1. 機関データなどには緯度・経度情報が入っていることも重要。

4-2. システムの初期構築に関して言えば、国立の機関であることを考えると企業に委託する方が安心ではないか。メンテナンスに関しては、個人のエンジニアでも対応できる人がいればお願いしてよいかもしれない。





[bookmark: _Toc510076136]2.　聞き取り調査（２）サマリー：　阿児雄之氏


日時：2017年9月25日（月）14：00-17：30

場所：東京工業大学博物館

お話：阿児雄之氏（東京工業大学博物館　特任講師）

　　略歴・研究分野等情報			http://t2r2.star.titech.ac.jp/cgi-bin/researcherinfo.cgi?q_researcher_content_number=9146b2f19e246de7359d20eb6c23d336

　もしくは、Researchmap http://researchmap.jp/ta_niiyan/

聞き手: 平野泉、藤本貴子（NAMA）

サマリー作成：藤本貴子

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――



1.　 データベースの位置づけ：どのような機能を持たせるのか



1-1. 館全体のワークフローの中でデータベースをどこに位置づけるのか考えて、機能の優先順位を決めるべき。

1-2. システムには機能を盛り込み過ぎない方がよいと思う。AtoMやInfoLibは、閲覧機能というよりも所在確認のデータストレージとして機能が高まる方がよいのではないか。

1-3. データベースで資料を閲覧した先のことを考えておくべき。閲覧だけで満足するユーザーは少なく、その先に資料利用がある。これをシステムに含めるかどうか。

1-4. リファレンス情報や貸出情報は、資料の電子化や貸出管理など運用の指針となるため、統計がとれるようになっているとよい。例えば、九州国立博物館は、平成27年度より業務システムを含む一体のシステム「文化財情報システム」で管理している。



2.　 アクセス：どのようなユーザーに、どのように見せたいのか？ 



2-1. 外部に資料情報を公開する場合は、永続性のあるURIを持つことが必要。固定URIを付与するなら、システムや階層に依存しない仕方にしておく必要がある。

2-2. URIを付与するなら、フォンドかアイテムか、その両方にするかだろう。経験的に、建築資料を扱う研究者に対しては総量＝フォンドレベルの情報と特定のキーワードを含むアイテムの情報を検索する手段があるとよいように思う。

2-3. 画像の利用を館内に限るなら、IIIFへの対応は必要ないかもしれない。



3.　 データ管理：どんなデータを、どのように作成・保存・管理するか



3-1.資料群の概念としての構造とデータベースの構造を一致させる必要はないのではないか。

3-2. データベースの移行の際にベンダーロックインにならないように、入力したデータを汎用性のある形式で出力できるようにしておく必要がある。他のシステムに移行できる状態でデータを持っておくことが大切。バックアップとして考えるのか、検討するべき。ISAD(G)に準拠して記述したデータをシステムにインポートし、同じようにエクスポートできるのか、テストしてみた方がよい。

3-3. ジャパンサーチなどとの連携を考えた際に、データさえ渡せばよいならば、CSVなどのなるべくシンプルなデータで持っていた方が対応しやすい。東工大博物館は、大きな仕組みに乗せるために人的にも柔軟に対応できる形でデータを持っておくという発想で、全ての資料情報をそれぞれHTMLで表示し、固定URLを与えることを考えている。大学のドメインは変わる可能性があるので、Internet Archive提供のPURL（https://archive.org/services/purl/）などの外部サービスを利用したパーマネントリンクの一貫性保証も検討している。

3-4. 整理時のIDを公開想定で付与するか、別途設定するか検討中だが、電子化された情報はなるべくIDで置き換えられるようにしたいと思っている（ID.jpgは画像ファイル、ID.htmlはウェブページ、ID.txtは資料情報 etc.）。



4.　ディスカッションの中で出てきた情報で、共有しておきたいこと



1-2.　について：　業務システムのうち、ユーザーからの利用申請にまつわるワークフローについて、北米でAeonというシステムが導入されているという話を聞いた（2017-02頃、UC Berkeleyのバンクロフト図書館で導入されていた。また、2017-07のアメリカ・アーキビスト協会の大会でも、ところどころで耳にした：平野）。詳細はAtlas Systems Inc.のサイトを参照のこと。https://www.atlas-sys.com/aeon/



2-1.　について：　固定URIについては、やはり北米で、California Digital Libraryが提供しているARK（Archival Resource Key）を導入する機関があるらしい（平野）。モンタナ大学図書館のブログに掲載された以下の記事が具体的で参考になる。

Mannheimer, Sara. DOIs and ARKS: What Are They, and Why Use Them? 2015-02-05, http://spirs.lib.montana.edu/blog/frontpage/dois-arks-what-and-why/





[bookmark: _Toc510076137]3.　聞き取り調査（３）サマリー：　東京国立近代美術館フィルムセンター



日時：2017年11月17日（金）10:30-12:00

場所：東京国立近代美術館フィルムセンター

お話：大関勝久氏（東京国立近代美術館フィルムセンター　デジタル映画保存・活用調査研究事業班ユニット・リーダー）、岡本直佐氏（同、研究員）、中西智範氏（同、研究員）

聞き手: 藤本貴子（NAMA）、平野泉

サマリー作成：平野泉

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――



本文中で使用する略語等

東京国立近代美術館フィルムセンター：NFC

デジタル映画保存・活用調査研究事業：BDC（Born Digital Cinema）プロジェクト[footnoteRef:17] [17:  東京国立近代美術館.　2015.10.27. BDCプロジェクトについて. http://www.momat.go.jp/fc/research/bdcproject/] 




0.　保存対象としての「フィルム」の特性



0-1. フィルム（物理的媒体としての）、フィルムをデジタル化したデータ、そしてボーン・デジタルの動的映像のそれぞれに様々な課題があること

0-2. 完成・上映された「作品」と、それに関連するネガ等、音声、放送用の複製テープやノン・フィルム資料との関連性

0-3. データ量の大きさ：ハリウッドでは１作品に対して40TBの情報を保存しているとの調査結果がある。今後、映像技術が進歩すると、さらなる保存データ量の増加が予想される。→ストレージ負担（＋＋）

0-4. 撮影・映写（再生）技術への依存性

0-5. 著作権等様々な権利について、権利者・権利を主張しうる人が多いこと（＝権利処理の難しさ）

0-6. 財産的価値・商品価値の大きさ



1.　 データベースの位置づけ：システムに何をさせるのか



1-1. システムを考えるときに重要なのは目的。利用なのか、保存なのかによって、システムに求めることも異なってくる。

1-2. 映画のアーカイブについて、BDCプロジェクト2年目で調査してみたが、具体的なシステムは多様であった。海外では、もともと館で動かしているDBと、デジタル・オブジェクトを管理するDBは別にしているところが多い。大きなフィルム・アーカイブがよく使っている商用システムがあるが、おそらく業者と協力し、時間をかけて構築したもの。この構築プロセスで議論を重ねることが大切。



2.　 アクセス

 

2-1. 基本的にはアクセスよりも保存。「保存だけしても意味がない」とよく言われるが、「保存していなければ利用もできない」とも言える。

2-2. 活用のメインは館内での上映。

2-3. そのほかに、例えばBDCプロジェクトで作成した「日本アニメーション映画クラシックス」[footnoteRef:18]のように、館内の収蔵品管理とは別に公開用のデータを整え、別のシステムで活用に供している。 [18:  https://animation.filmarchives.jp/index.html] 


2-4. デジタル展示も行っているが、それらのデータはWordPressのようなウェブ用のコンテンツ・マネジメント・システムに入っている。



3.　 データ管理：どんなデータを、どのように作成・保存・管理するか



3-1. フィルムに付与するメタデータ：FIAF（The International Federation of Film Archives: 国際フィルム・アーカイヴ連盟）[footnoteRef:19]のカタロギング・マニュアル（2016年4月公開）なども参照はしたが、現在はNFC独自のもの。 [19:  Fairburn, Natasha., et al. “The FIAF Moving Image Cataloguing Manual”. FIAF, 2016,  http://www.fiafnet.org/images/tinyUpload/E-Resources/Commission-And-PIP-Resources/CDC-resources/20160920%20Fiaf%20Manual-WEB.pdf.] 


3-2. 収蔵品管理システムは単一のデータベースで、当初はMacで開発し、6年ほど前にクライアントサーバーシステムに移行。

3-3. 「作品」を最上位に置き、作品ごとにIDを付与したうえで、film/non-filmで大別している。filmには上映されたもの、ネガ等、音声、放送用の複製テープなどが含まれ、それぞれにIDが付与され、作品と関連づけられている。non-filmには、ポスター、脚本、プレス、スチル、立体物、監督など映画関係者の遺品などが含まれる。アイテム・レベルで記述し、作品ごとに（資料の寄贈元ではなく）情報をまとめている。その全体を、映画室と情報資料室で分担して管理している。

3-4. システムの内側はすべてオープンソースのアプリケーションを組み合わせて構築している。

3-5. また、このシステムはフィルムのカタログ情報の管理のみに用いており、デジタル・オブジェクトは扱っていない。デジタル・オブジェクト自体も蓄積してきているが、これは別システムを作って管理し、将来的に統合するという方向ではないか。

3-6. 映画はデータ量が大きいので、ストレージだけではなく、様々な処理（データ格納など）にも半日から２日程の時間がかかる。連続する手続き的に処理を行うと半日以上次の作業ができないことになり、このタイムラグを避けるために、海外でもカタログ情報等を管理するシステム（Adlib[footnoteRef:20]など）と、ストレージ（Oracleなど）とを別管理し、いろいろな方法でつないでいるケースが多い。 [20:  Axiell Group.” Adlib: Flexible & Customisable Collections Management Software”. http://alm.axiell.com/collections-management-solutions/technology/adlib/] 




4. ディスカッションの中で出てきた情報で、共有しておきたいこと



4-1. 長期保存と媒体：デジタル化しても、フィルムは必ず保存（保存媒体としての実績があり、安定している）

4-2. 長期保存の手法：例えば3色分解：BGRデータを、白黒のフィルムにアナログデータとして書き込むという方法があり、それにより、そのフィルムをデジタルスキャンすれば、色を再合成することで映像を再現できるようになる。この方法の期待寿命は500年以上となる。しかし、2時間のフィルムが平均12,000フィートとすると、3色分解データを書いたフィルムはその3倍の長さとなる。また、Bits-on-filmという[footnoteRef:21]、0、1の情報にしたデジタルデータを安定したフィルムに保存していく方法も、ブラジルやメキシコでは試みられている [21:  Fachlabor Gubler AG. “Bits-on-film”. http://www.fachlabor-gubler.ch/eng/archiving/bits-on-film.html] 


4-3. 何が保存されるべきなのか？―フィルムの「真正性」とは？：例えば、公開当日に観客が見た状況を再現するのが最も大事、など多様な見解がある。フィルムには当時の映写技術では可視化できなかった様々な情報が残されており、現在の技術を用いると、公開当時より素晴らしい映像が得られる。そうなると「元のフィルムに乗っている情報は全て保存しよう」ということになり、保存すべきデータ量が何十TB、ということになってしまう。その一方で、公開当時見えていなかった、監督が意図しなかったものが見えてもいいのか、という問題が生じてくる。





[bookmark: _Toc510076138]4.　聞き取り調査（４）サマリー：　齋藤歩氏



日時：2017年11月20日（月）11：00-13：00

場所：国立近現代建築資料館

お話：齋藤歩氏（京都大学総合博物館研究資源アーカイブ系特定助教）

略歴・研究分野等情報	

https://kyouindb.iimc.kyoto-u.ac.jp/j/kR8wT

聞き手: 平野泉、藤本貴子（NAMA）

サマリー作成：藤本貴子

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――



1.　階層構造の問題点



1-1.　日本における議論では、アーカイブズの編成に階層構造を持たせることが目的化してしまっている。実際、そんなに深い階層は想定できず、そのような事例をほとんど目にする機会もない。複雑な階層構造は利用者の利便性においても有効か疑問である。

1-2.　上記の階層は物理的状態の表現にも使うが、作成者や作成組織の活動・機能を再現するものとされており、近年のアーカイブズ学の議論では後者が注目を集めている。日本では物理的状態の再現を重要視して階層構造を用いている傾向があり、違和感を感じている。

1-3.　近代までの建築資料は数が少ないためアイテムによる単層構造の編成でも充分利用価値があり、図書館の書誌情報検索システムでも見せることができる。多層構造の編成でも、コレクション・レベルのみを登録するといった書誌情報検索システムの活用事例が国際的には多く見られる。



2.　システム導入の際の論点



2-1.　現在アーカイブズ向けに提供されている日本のシステムは、項目が多すぎて機能過多だと感じる。公文書管理用に開発されたためと考えられる。こうした齟齬が生じているのは、アウトプット（事業のゴール）となるFinding Aids（検索手段）のイメージが関係者で共有されてないことによる。現場の入力作業負担を考慮し、語彙を統制すべき項目を絞り込み、その他は自由記述にするなど、柔軟に考える必要がある。

2-2.　海外のアーカイブズ研究では、ユーザビリティへの関心が高まっている。記述標準をベースにした議論から、そろそろ次の段階へ移行するべき。

2-3.　ICAに対するアジア・日本からの事例や意見の発信促進を考慮すると、文化庁のような公的な組織がAtoM（ICAが開発に関わったオープンソース・ソフトウェア）を採用することの意義は国際的に見ても非常に大きい。

2-4.　必要な情報の提示の仕方としては、新システム導入以前の東大文書館の「歴史資料等」のような見せ方で充分だと思う。

2-5.　前掲のようなシンプルな情報提供を実現したいのなら、そもそもシステムを入れる必要はあるのか。将来的に拡充していく可能性があるか、内部管理用として持つということであれば、合理的だと思う。

2-6.　同一システム内で建築資料館の資料情報とともに他機関情報をどのように持つかは難しい問題。システム構築の方法は十分に検討する必要があるが、他館の情報を持つ機能はぜひ入れてほしい。建築資料を所蔵しているが、システムを自前で用意できない中小規模の機関が市町村レベルに数多く存在する可能性があるため（2012年度と2013年度の全国調査の結果からも読み取れる）。その際、他機関間での語彙統制は必須である。システムを用意するだけでなく、有効に活用してもらうためのコミュニティ形成も重要。

2-7.　建築資料の場合、project index（プロジェクト索引）の作成・管理は必須である。運用の際、プロジェクトの統一名称を資料情報にフィードバックしないように注意が必要。

2-8.　一般的にはひとつのコレクションに対してproject indexが提供されるが[footnoteRef:22]、全資料群を横断したproject indexを作成する場合は、プロジェクト名の語彙統制に課題が生じると予想される。データの持ち方についても、エンジニアらの意見を聞きながら丁寧に議論するべき課題。 [22:  project indexの例。一般的にはプロジェクト名の後ろに、箱番号とフォルダ番号が付与される。Environmental Design Archives. “Inventory of the William W. Wurster/Wurster, Bernardi & Emmons Collection, 1922-1974”. on: Online Archive of California, 　http://www.oac.cdlib.org/findaid/ark:/13030/tf8k40079x/admin/#odd-1.8.8] 




3.　その他



3-1.　評価しているのはDigital Transgender Archive[footnoteRef:23]のシステム。サーチ（検索）だけでなくブラウズもでき、余計な情報がない。サーチとシンプルなブラウズ機能を有する同様の事例としてPrinceton University Library Finding Aidsがある[footnoteRef:24]。 [23:  Digital Transgender Archive. https://www.digitaltransgenderarchive.net/]  [24:  Princeton University, Princeton University Library Finding Aids. https://findingaids.princeton.edu/] 


3-2.　Calisphere[footnoteRef:25]とOACの関係も押さえておくべき。同一の情報を参照しながらも、アイテムから閲覧するサイトと、コレクションから閲覧するサイトを用意している。前者は所謂「デジタルアーカイブ」で、後者は古典的なFinding Aids。後者のOACに資料情報を登録して、自前のシステムは持たないアーカイブズ機関もある。 [25:  University of California. Calisphere. https://calisphere.org/] 






[bookmark: _Toc510076139]5.　聞き取り調査（５）サマリー：　東京大学文書館



日時：2017年11月20日（月）14：00-16：30

場所：東京大学文書館

お話：森本祥子氏（東京大学文書館　准教授）・宮本隆史氏（同　特任助教）

　　http://www.u-tokyo.ac.jp/history/04_j.html

聞き手: 藤本貴子・頴原澄子（NAMA）、平野泉

サマリー作成：平野泉

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――



1.　 データベースの位置づけ：システムに何をさせるのか



1-1. 東京大学文書館の新システムの目的は、文書館でこれまで蓄積してきた目録情報（現場で各担当者が資料群の特性に応じてスプレッドシートで作成）をウェブ上で共有すること。そのため、館で作成した目録の多様な階層性や粒度を柔軟に反映できるものを目指した。

1-2. 当初は、資料の多様な関係性を柔軟に描けるシステムを、Linked Dataを使って構築したいと考えていたが、サーバ環境など様々な制約があり、LAMP（Linux／Apache／MySQL／PHP）環境＋Omeka+WordPressで構築することにした。開発段階では、エンドユーザ用GUIは、アジャイルに開発しやすいWordPressを使った。



2.　 アクセス 



2-1. 名称は「デジタルアーカイブ」だが、まずは目録情報（アーカイブズ学の理論に基づく編成・記述）を検索し、その結果閲覧可能な画像があれば表示されるシステム。目録から離れたところで「コレクション」を見せるということは考えていない。可能なものについては画像も閲覧できるシステムになっている。

2-2. 外部機関とのネットワーク化については、そもそも東大文書館としては国立公文書館と横断検索できるべきであると考えているし、それ以上のことも想定している。今後、目録情報をRDF/XMLで出せるようにしていきたいと考えている。また、同じシステムのものをハーヴェストしてくることも可能になるだろう。



3.　 データ管理：どんなデータを、どのように作成・保存・管理するか



3-1. データベースに、直接一件一件データを入力することは、現時点でも可能ではあるが、実施していない。基本的はスプレッドシートのデータをインポートする形。インポートしたスプレッドシートはそのまま保存してあり、もしDB上で書き込むことになれば、新しいデータを出力して元のスプレッドシートを書き換えることになるだろう。

3-2. 業務管理データについては今後の課題だが、基本的には閲覧用のシステムとは別にするのがよいと考えている。

3-3. デジタル・オブジェクトの保存については、現在はローカルに何重にもバックアップを取ることで対処している。将来的には磁気テープで保存していきたい。



4.　ディスカッションの中で出てきた情報で、共有しておきたいこと



4-1. NAMAの構想の中で、ISDIAH情報の維持・管理にかかる手間をどうするのか。連携先が個別に自分の情報を更新していく仕組みがうまくいくか。NAMAが全てを更新し続けることは可能か。また例えばOmekaでは、デフォルトでは投稿の承認や管理の機能が十分ではない。システム上どう組み込むかが課題。

4-2. 東大文書館の新システムは、いくつかのプラグイン（例えば、SRU/SRWのOmeka用プラグインや、資料群の構造を変更したときにそれを反映させるためのプラグインなど）を開発し、全体をパッケージ化してGPL（GNU General Public License）で公開していければと考えている。 





[bookmark: _Toc510076140]6.　聞き取り調査（６）サマリー：　国立国会図書館



日時：2017年11月27日（月）13：00-15：00

場所：国立国会図書館

お話：木目沢司氏（国立国会図書館電子情報部電子情報サービス課長）、

　　　小澤弘太氏（同課長補佐）、徳原直子氏（同電子情報企画課課長補佐）、

　　　中川紗央里氏（同電子情報企画課連携協力係）

聞き手: 頴原澄子、藤本貴子（NAMA）

サマリー作成：藤本貴子

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――



1.　国立国会図書館デジタルコレクションのOAIS参照モデルへの準拠状況 



1-1.　国立国会図書館デジタルコレクション（以下デジコレ）は、国立国会図書館が収集・保存したデジタル資料（紙資料等をデジタル化した「デジタル化資料」と、ウェブサイト等で公開されたボーン・デジタルの「オンライン資料」）を検索・閲覧できるデジタルアーカイブシステムで、国立国会図書館がフルスクラッチで開発した。特徴としては、公開範囲を国立国会図書館館内のみ／図書館送信参加館内／インターネット公開等に制御する機能がある。

1-2.　デジタル化資料の収集から公開のフローは、デジタル化した画像データと目次データの納品を受け、非圧縮の画像はBlu-rayで書庫において保存し、圧縮画像を可搬型HDDからデジコレに登録し、公開する流れとなる。書誌データは国会図書館サーチを経由してデジコレに付与している。画像データの仕様（ファイルフォーマット、DPI、モノクロ（2値,グレースケール）/カラーの別）は元資料の刊行時期・デジタル化の実施等によって異なるが、ファイルフォーマットはJPEG2000又はJPEGである。録音・映像資料のデジタル化も始めている。オンライン資料は、「インターネット等で出版される電子情報で、図書または逐次刊行物に相当するもの」で、当面は無償かつDRMがないもの。フォーマットは殆どがPDFである。他機関がデジタル化したものとして、歴史的音源、視覚障がい者等用資料（DAISY）、博士論文などがある。

1-3.　OAISのIngest（受入）に相当する機能としては、コンテンツとメタデータを業務用画面でチェックし、媒体のウイルスチェックを行う処理を行っている。続いて、提出されたファイルをデジコレ用の保存用フォーマットに変換する処理を行っている。

1-4.　OAISではコンテンツ情報と保存記述情報をAIPというパッケージで保存することとしているが、デジコレの場合は、コンテンツは保存用ストレージに、保存記述情報はRDBMS（Relational Database Management System）にXML形式で、物理的に分かれて保存されている。検索のための書誌情報等のメタデータはRDBMSで管理し、検索エンジンで検索する仕組みとなっている。DIPとして出力する際にはtar形式などパッケージ化されたアーカイブ形式でも出力可能である。

1-5.　保存記述情報は、PREMISを参考に付与している。永続的識別子を付与し、メッセージ・ダイジェスト、ファイルフォーマット等を記録する。デジコレの永続的識別子は、NISO（National Information Standards Organization）が推奨していた”info:” にnamespaceとしてndljpを申請し、”pid（Persisitent Identifier）”の下に連番を振って付与している（ただし、NISOは”info:”のnamespaceの割り当てを停止してしまったため、info:ndljp/pidは国際的に一意な識別子とは言えなくなってしまった）。一部資料にはDOIを付与している。メッセージ・ダイジェストにはMD5を採用している。ファイルフォーマットは、Apache Tika等複数のツールで判定している。PREMIS（Preservation Metadata: Implementaion Strategies）にはないが、ファイルフォーマットの判定方法、判定に使用したツールも保存記述情報として記録している。

1-6.　OAISのArchival Storage（保管）エンティティに対応する機能として、装置自身のエラーチェック機能があり、災害対策としては遠隔バックアップをとっている。ストレージについては、デジコレは画像へのアクセス数が多く、システム停止が起ると利用者への影響が大きいため、容量が大きいだけではなく、信頼性やI/O性能、拡張性等を考慮に入れる必要がある。また、国の機関として調達の際の競争性も確保しなくてはならないため、特定ベンダーのストレージにロックインしないように、ストレージの増設やコンテンツの保存先管理をストレージ装置の機能に任せるのではなく、デジコレのアプリケーションで管理できるように分散管理データベースを設計した。OAISのData Management（データ管理）エンティティとしては、データベースの管理にOSS（オープンソースソフトウェア）のDBMSを使用している。主なDBとしては分散管理DBでストレージ管理を、組織化DBで書誌データの管理を、権利情報管理DBで著作権管理等を行っている。検索は、OSSの全文検索エンジンを使用して行う。

1-7.　OAISのPreservation Planning（保存計画）は、再生環境が陳腐化していないか監視を行う技術監視、ファイルフォーマットの旧式化に対応する保存戦略をたてるものだが、それらに相当する計画の策定は職員が行っている。システム実装はしていない。

1-8.　OAIS参照モデルは人や組織による運用も含めて長期保存を実現するための参照モデルであり、全ての機能をシステムとして実装しなければならないわけではない。OAIS参照モデルにとらわれすぎず、システムとして実装する範囲を現実的な開発規模内におさめることが肝要である。



2.　 ジャパンサーチ（仮称）構想の現状と今後



2-1.　2014年頃から、内閣府が事務局を務める知的財産戦略本部（本部長は内閣総理大臣）が毎年策定している「知的財産推進計画」において、国の分野横断統合ポータルの必要性が指摘されており、国立国会図書館サーチ（NDLサーチ）がその機能を担うということで検討が進められていた。だが、図書館分野で書籍の情報検索に特化したNDLサーチでは、文化財等の他分野のメタデータを扱うことが難しいという指摘があり、新たに「ジャパンサーチ（仮称）」構想に向けた検討が2016年頃から始まった。NDLの役割は従来どおり図書館分野の「つなぎ役」として書籍等の保存やメタデータの集約をしていくことに加え、多様な分野のコンテンツのメタデータを集約するジャパンサーチ（仮称）の構築も求められることになった。目指すのはメタデータの集約であり、あらゆる分野のコンテンツの収集を行うわけではない。目的は、日本のコンテンツの所在の明確化、データ提供機関へのアクセス促進、データの利活用の促進、データ提供機関への支援と、これらを通じてのビジネス・サービスの創出等。

2-2.　2020年の公開を目指し、プロトタイプのコンセプトの検討を進めている。プロトタイプの三つの顔として、①国の分野横断統合ポータル、②利活用のユースケース（「キュレーションページ」「電子展示会」の提供）、③利活用促進基盤（API・部品機能の提供）がある。①のポータルの検索機能としては、これまでのNDLサーチと同じ方式の横断検索だけでなく、「カスタム検索」という仕組みを用意する予定。カスタム検索は検索対象とするDBの範囲と項目をユーザが選択して串刺し検索できる機能。マッピングした共通項目に加え、データ提供館のオリジナルの項目も使うことができる。②の利活用のユースケースである「キュレーションページ」は、テーマごとに予め定義した検索結果等を表示し、テキストや画像、検索結果の見せ方をキュレーションしておくもの。「電子展示会」は、「キュレーションページ」と同じように連携機関が編集できる機能を備えるほか、画像をIIIF（International Image Interoperability Framework）に変換して掲載できるようにすることも考えている。③の利活用基盤の仕組みには、メタデータをAPIで提供する機能、ウェブサイトにキュレーションページや電子展示会等を「部品」として簡単に埋め込むことができる機能を提供できるようにする他、データ提供機関のページの用意も考えている。

2-3.　連携方法について、大量のデータを頻繁に更新するような機関ではOAI-PMH（データの自動収集によってメタデータを交換するためのプロトコル）が必要かもしれないが、一般的には、TSV、CSV、或いはエクセルデータといった表形式のデータのファイルを提供いただくことで連携できるようにしたいと考えている（スライド②-16）。基本的には、連携時にもらうデータは階層を持たないものを想定している。その後、データの利活用のために、NDL側でどれくらい構造化したデータに変換するかは検討中。連携元のデータベースへは、メタデータの提供時に遷移先のURLも併せて提供してもらえれば、検索結果やキュレーションページからそこに遷移して見てもらえるようになる。なお、データ提供機関にデータベースがない場合でも、エクセル等の目録情報の提供でも構わない。まずはどこに何があるかが分かるようにすることから始めることでもよいと考える。いまは、連携拡張のために、Europeanaでいうところのアグリゲーターとなる、分野ごとの「つなぎ役」となる機関を探している。「つなぎ役」に、当該分野のメタデータを集約してもらい、そこからデータをもらってジャパンサーチ（仮称）に投入できるようになることを目指したい。

2-4.　基本的な使命の一つは、永続的なプラットフォームを提供することだと考えている。受け取ったメタデータの長期アクセス保証のための取組は重要であると認識している。また、キュレーションページや電子展示会のためにアーカイブされた画像は、IIIFの規格に対応させるとともに、こちらも長期アクセス保証を目指すべきものと考えている。

2-5.　2017年4月、デジタルアーカイブの連携に関する関係省等連絡会・実務者協議会（内閣府が事務局）がまとめた「デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン」では、公的機関が作成したり、公的助成を受けて作成したメタデータに関しては、クリエイティブ・コモンズCC0を推奨している。今後検討していただけると、ありがたい。メタデータやサムネイルのオープン化には、ジャパンサーチ（仮称）の成否がかかっていると考えている。



3.　 その他



3-1.　オープンソースソフトウェア用いた場合の保守は、採用したオープンソースのコミュニティの継続性を考えると難しい問題である。オープンソースではサービス要件を満たせない場合もあり、デジコレでも当初はDspaceを使っていたが、国立国会図書館として必要な公開範囲の制御ができないため、オープンソースソフトウェアはRDBMSや検索エンジンなどソフトウェア部品レベルの採用に留め、アプリケーション本体はフルスクラッチで開発することになったという経緯がある。

3-2.　デジコレは今年度IIIFに対応する予定。公開が館内に限られる場合でも、将来的に他館との連携を考えるなら、IIIF対応ができていた方がよいだろう。仮に館内だけの公開画像であっても、館内の端末において、他館が公開している画像と一緒に見られるようになるというメリットもある。





[bookmark: _Toc510076141]7.　聞き取り調査（７）サマリー：　木戸英行氏



日時：2017年12月4日（月）13：00-15：00

場所：公益財団法人DNP文化振興財団　会議室

お話：木戸英行氏（公益財団法人DNP文化振興財団、ggg・ddd企画室長）

聞き手: 藤本貴子（NAMA）、平野泉

サマリー作成：平野泉

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――



0. 所蔵資料の特性



0-1. グラフィック・アート作品の体系的収集・公開が館のミッション。コレクションの核は版画作品・ポスターであり、作品として管理・公開（展示）されうるもの。

0-2. 2008年に田中一光氏の個人資料群を一括で受贈して以降、「アーカイブズ」としての把握・記述に適した資料を所蔵することになった。



1.　 データベースの位置づけ：システムに何をさせるのか　



1-1. アーティストの個人資料群について、当初は版画・ポスター用のDBにアイテム・レベルで入力してきたが、ISAD（G）準拠での編成・記述へと方針転換した。それに合わせて2013年頃からDBの更新を検討、これまで複数のDBで別管理してきた情報を全て統合的に管理できる新システムを構築した。

1-2. 初期の要件は　①ISAD(G)に可能な限り準拠し、②既存のDBを全て統合でき、③データを一般公開することが可能で、④日英２カ国語対応であること。

1-3. 旧システムには、コレクション管理システムとして充実した機能が盛り込まれていた。例えば、記述メタデータには資料のサムネイルがついていて、現物と容易に照合できるようになっている。また展示や貸し出しの他、資料への様々な問い合わせなどもすべて履歴として登録され、一覧可能となっている。そうしたデータを全て新システムに統合し、さらにアーカイブズ的な階層構造や「シリーズ」などまとまり単位での記述も入力・検索・閲覧できるようにした。

1-4. もともと、作品用のDBに入力していたアイテム・レベルのデータ蓄積がある。そのため、アーカイブズに関しては、上位レベルの記述とまとまりをあらためて作成し、データを加工して現システムに入力していることになる。







2．アクセス



2-1. 標準的な利用者として想定しているのは研究者。だからこそ、上位レベルの記述がすんだ段階で記述を公開することにも十分意味があると考えている。

2-2. 1つのシステムに、内部用管理データと外部用の記述データが格納されているので、公開・非公開は細かく、かつ柔軟に設定できるようになっている。

2-3. 資料を実際に閲覧するには、収蔵庫のあるCCGA現代グラフィックアートセンター[footnoteRef:26]に行っていただく必要がある。来館された方には、センシティブ情報などが含まれるとして学芸員が閲覧に適さないと判断する場合や、寄贈者・ご遺族の意向で利用が制限されている場合など、一定の場合を除いて、原則として何でも閲覧していただいている。利用制限されている資料についても、館内限定の管理用画面上でメタデータは検索・閲覧できる。ただしインターネットでは非公開にしている。 [26:  CCGA現代グラフィックアートセンター.　トップページ.　http://www.dnp.co.jp/gallery/ccga/] 




3.　 データ管理：どんなデータを、どのように作成・保存・管理するか



3-1. 現システムには8万件ほどのデータが載っており、DNPのデータセンターにホスティングしてもらっている。画像については、基本的に記述との照合が可能な程度のもののみ（400ピクセル程度）。

3-2. 超高精細画像も毎年一定量作成しているが、DBには載せず別管理している。

3-3. デジタル化するのは作品が中心だが、作品以外のものについても、スタッフが撮影した画像を登録し、外部からは閲覧できないようにしている。

3-4. 照会履歴などは、照会があればすぐに入力し、その後フォローアップで入力していく。

3-5. 登録された情報を訂正した場合などは、更新日時・更新者名は自動的に記録されるが、内容は更新者が必要に応じて管理用フィールドに記入する運用になっている。



4. ディスカッションの中で出てきた情報で、共有しておきたいこと



4-1. このDBでは、アイテム同士の関連性なども、気づいたときにすぐ入力できるようになっている。関連性を見つけたら、関連している一方のアイテムのデータ表示画面から、「Register Related Items」タブをクリックして、検索をかけて、関連資料をチェックボックスで選択して一括登録できるようになっている。

4-2. 基本的に、元のシステムで業務がうまく回っていた。

4-3. 階層構造について：一般的に美術館の担当者は、階層構造で情報を管理するという発想があまりない。CM（収蔵品管理）システムは商用のものもたくさんあるが、基本的には作品1点1点を１階層で管理する形で、作品ごとに何を記述すべきか、という方向でしか議論できない。自分自身は、データを入力するフィールドは少なければ少ないほどよいと考えている。また、デザイン資料は、作品として収蔵されず、企業などが倉庫で、段ボールのまま持っているケースも多いだろう。その場合、そうしたまとまりでざっくりとメタデータを作って公開できた方がよいだろうと思う。

4-4. デザインの場合、「作品」と「資料」との境界が微妙なものも多い。「資料」と判断すれば原秩序を尊重して、まとまり単位で整理している。判断基準はケースバイケース。



[bookmark: _Toc510076142]8.　聞き取り調査（８）サマリー：　情報科学芸術大学院大学（IAMAS）



日時: 2018年2月6日（火）14:00―17:00

場所：情報科学芸術大学院大学（IAMAS）（岐阜県大垣市加賀野4-1-7）

　　　http://www.iamas.ac.jp/

お話: 伊村靖子氏（講師）、松井茂氏（准教授）、山田晃嗣氏（准教授）、

　　　池田泰教氏（プロジェクト研究補助員）

参加：松山ひとみ氏（大阪新美術館建設準備室）

Skype 参加：小林賢司

聞き手:　藤本貴子氏（NAMA）、入澤寿美（学習院）

記録・サマリー作成：平野泉



-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------



※この聞き取りは、当日も参加してくださった松山氏から「IAMASがAtoMを実装して使っている」というお話を伺ったことがきっかけで実現した。聞き取りにあたっては、事前に伊村氏に質問事項をお送りしてあり、当日もそれにそってお話いただいた。



1.　AtoM使用の目的と、採用にいたる経緯

・目的

メディア・アートの資料をどのように記述し、研究活用できるのかという問題意識を前提とし、連続シンポジウム+資料展示による、岐阜おおがきビエンナーレ2017「メディア・アート研究事始め」[footnoteRef:27]　を開催。メディア・アート関連資料の公開へ向けたケーススタディとして、AtoMに実装したデジタルデータと目録の学内閲覧を行った（2017年12月19日〜24日）。 [27:  http://www.iamas.ac.jp/biennale17/] 




・経緯

メディア・アート関連資料に必要な記述項目の検討、デジタル・オブジェクト（画像、音声、映像、コード等）の公開方法の検討を行うために、AtoMを試験運用することとした。

作曲家・三輪眞弘の資料については、文化庁メディア芸術アーカイブ推進支援事業の助成により、平成28年度にデジタル化を実施。データベース化については平成28年度から29年度にかけて文化庁メディア芸術所蔵情報等整備事業の助成を受けている。



2. AtoMに載せている資料情報・内容

・三輪眞弘フォンド

内容：コンサートに関するパンフレット、チラシ、掲載記事（新聞、雑誌）、手紙、葉書、手稿等（1988〜2017年）



・久保田晃弘フォンド

内容：音響合成用プログラミング言語SuperColliderによるライヴ・コーディングのコード、音源、記録写真、記録映像（2005～2009年）



「Identity area」「Context area」「Context area」を中心にItemと資料概要の記述を行った他は、デジタル・オブジェクトのアップロードのみ。

久保田晃弘フォンドは、Archival historyにgithubのリンクを貼り、久保田自身によるデータのヴァージョン更新の履歴が見えるようにしている。メディア・アートの記録や保存、さらには閲覧者による二次創作を含めた可能性を考慮して、このような方法を実験した。githubのデータは久保田の勤務先である多摩美術大学のサーバーで管理されているため、通常の「所蔵」概念とは異なるが、デジタルデータの公開（共有）の事例として、従来の紙資料の記述を中心とした三輪フォンドと並置して見せることとした。



3.　入れているデータ量

・三輪眞弘フォンド

件数：114件

容量：6.27GB

データの種類：テキスト、PDF



・久保田晃弘フォンド

件数：114件 

容量：10.4MB

データの種類：テキスト、PDF+GitHubリンク+映像・音響ファイルリンク



4.　サーバーの規模など

データ総容量：OS込み全体で20GB程度

usr/以下で10.8GB

PCを一台用意する形でスタートし、その後すべてを仮想環境に移行。大規模のアクセスを想定した環境ではない。すべてAtoMのドキュメンテーションで推奨されている環境で構築している。



5.　どの程度カスタマイズをしたか

ほとんどしていない。「設定」画面でできる範囲のことだけしかしていない。



6.　どの程度技術者の方が関わったのか

入力データをcsvで作成する以外は、全て技術サイドが担当。



7.　AtoMを採用してみて感じるメリットとデメリット

【メリット】

· アーカイブプロセス自体を柔軟に構築できる可能性がある

· 使い方自体を考えること、つまりアーカイブ手法自体の開発や提案を実装ベースでできる可能性もある

· webベースなので、公開するのも容易

· 入力・編集についてもアクセス場所に依存しない

· 膨大な資料の整理には便利

【デメリット】

· ISAD(G)記述項目と公開したい情報とが一致しない。ISAD(G)記述全体の硬さや難しさ 

· UIの煩雑さ、複雑さ。初めて触れる人にもわかりやすいようなものではない。

· システム構築の技術的ハードル。様々なアプリのアップデートやセキュリティホールなどに目配りする必要があるような状況は好ましくない。

· デジタル・オブジェクトの著作権、利用権の管理をどうするか



8.　今後の運用の見通し

β版として年度内に外部公開予定。AtoMの今後の運用の見通しは、選択肢のひとつとして引き続き実践的に利用していくことになると考えている。

　7.の質問に「採用」という言葉が使用されているが、本学においては、メディア表現学専攻における「material based studies」の基盤となるインフラを探索しているに過ぎず、そもそもAtoMを「採用」したという認識はない。アーカイブズ学を実践しているわけではなく、あくまでもメディア表現学の研究基盤としての有用性を検討するという認識で利用している。つまり、AtoMをインストールし、活用することが、メディア表現学に資するかという観点で、試験運用をしている。現状では、メディア表現学が分野とする、芸術学、メディオロジー、社会学等において、アーカイブズ学に依拠したソフトウェアの活用によって、理想的な研究環境を提示できるか否か、判断を下すにはいたっていない。研究者間のクローズドな情報共有などへの活用に資するかなども検討しているが、資料に対する記述にこだわらないとすると、Googleのサービスなどの利便性には及ばないと思われる。AtoMは、オープンソースのソフトウェアとして10年以上運用されているわりには、コミュニティと、汎用性の面で、やや脆弱性を感じる。まずは、アーカイブズ学内での活用事例が増し、運用に関する問題点が減った上で、他分野における活用の見通しが立つのではないか。そうした意味では、今後もAtoMの動向には注目していたいと考えている。



9.　おおよそのアクセス数

展示期間内に館内PCからアクセスできるようにしたのみで、現在は外部からのアクセスはない。



10.　AtoM独自の定期的なシステム運用は発生しているか（検索インデックスのメンテナンス等）

システム運用については、現在はデータの追加自体があまり行われていないため、検索インデックスの定期作成の必要性は生じていない。今後想定しているメンテナンスは、前述の検索インデックスの定期作成に加え、データのバックアップ、カスタマイズ時のキャッシュクリアが想定されている。

現状は業者の仮想環境にてOSレベルでのバックアップまでは対応していないため実施していないが、近々バックアップ体制を整える予定。





[bookmark: _Toc510076143]第６章　AtoMテスト稼働の結果

[bookmark: _Toc510076144]1.　はじめに

　今回の業務では、InfoLib-ArchivesおよびAtoMの二つのシステムを比較検討することになっていた。しかし株式会社インフォコムのInfoLib-Archivesについては、年度中に公開されなかったので、同システムに関する情報としては平成30（2018）年2月28日の有識者会議での同社のプレゼンテーションおよび質疑応答から得られたものに限られ、「各システムについて詳細を比較検討」するということは困難となった。

　一方AtoMについては、第１章に示した通り実際にテスト稼働することができたので、そこで得られた知見について簡潔に報告する。また、実際のページの見え方、動き方、入力などの操作方法などについては、平成27（2015）年度に実施された委託事業「国立近現代建築資料館における情報システム構築に向けた提案書作成業務」の「報告書資料編」（有限会社地域・研究アシスト事務所、平成28（2016）年3月28日）にも記載があり、その後のAtoMバージョンアップでも基本的な部分には変更はないので、割愛することとした。



[bookmark: _Toc510076145]2.　AtoM導入の際につまづきやすい点

　AtoMのドキュメンテーションは全てAS社のAtoMサイト上で提供されており[footnoteRef:28]、だいたいのことは、そこに書かれている通りに行えばよい。しかしOSであるUbuntuのインストールから始めて、AtoMを実際に動かすまでには、いくつかつまづきやすい点がある。以下にそうした点について、コマンドラインでの操作になるが、導入を試みる場合のために報告しておきたい。 [28:  Artefactual Systems, Inc. “AtoM　Documentation”.　documentationhttps://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/　　] 




[bookmark: _Toc510076146]2-1.　Ubuntu16.04LTSのインストール関連

Ubuntuをインストール後の”update”および”upgrade”処理でエラーが出る場合がある。「Google」で“Ubuntu 16.04 update エラー”で検索すると対処法のサイトが幾つかあり、そこに記載された方法を確認し、下記の方法で対処した。原因は”appstreamcli”というプロセスが異常終了することのようである。

sudo killalｌ –KILL apt.systemd.daily

sudo mv /etc/apt/apt.conf.d/50appstream /etc/apt/apt.conf.d/50appstream.disable

sudo apt update –y

sudo apt upgrade –y

sudo mv /etc/apt/apt.conf.d/50appstream.disable /etc/apt/apt.conf.d/50appstream

sudo apt update -y



　なお、コマンド”sudo”は特権レベルで次に書かれているコマンドを実行すること、また”mv”はファイル等の移動、”apt”は様々なパッケージのマネージメント・ツールである。なお、データの変更や追加などは、Linuxに標準で組み込まれているテキストエディタ”vi”等で行えばよい。

　これらのコマンドにより行われるのは、以下の（１）～（４）である。

(1)apt.systemd.dailyというプロセスが実行されていれば、それを止める。

(2)appstreamcli実行の設定ファイルを退避し、updateし、つぎにupgradeを行う。

(3)設定ファイルを元に戻す。

(4)updateを行って、updateが正常に機能することを確認する。



[bookmark: _Toc510076147]2-2.　AtoMインストール時に注意する点

2-2-1.　AtoMのWebインストール時（http//localhostへアクセスする）に、タイムアウトしてしまう場合がある。これに対しては、表6-1「タイムアウトへの対処」の「ファイル名」に示したファイルに対し、特権レベルで、「対処」に示した変更を加える。



表6-1.　タイムアウトへの対処

		ファイル名

		キーワード

		対処



		/etc/php/7.0/fpm/php.ini

		max_execution_time = 300

		５分に変更



		/etc/php/7.0/fpm/pool.d/atom.conf

		 request_terminate_timeout = 300

		追加



		/etc/nginx/sites-available/atom

		fastcgi_read_timeout 300;

		追加







2-2-2.　ユーザーインターフェースでＣＳＶファイル等をインポートする場合、ジョブ管理プロセス（atom-worker）[footnoteRef:29]が動作していなければならない。そのため、”/usr/lib/systemd/system/atom-worker.service”ファイルの　「After=network.target」の後に、半角空白文字を挿入後に「mysql.service」を追加し、ブート時の処理順を指定する必要がある。 [29:  Artefactual Systems, Inc.  AtoM　Administrator’s Manual. “Asynchronous jobs and worker management “. https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/admin-anual/installation/asynchronous-jobs/#installation-asynchronous-jobs] 




[bookmark: _Toc510076148]2-3.　AtoMを日本語環境で使うには

2-3-1. 時刻とデフォルト言語

0. PHP：前表のphp.iniファイルで「date.timezone = “Asia/Tokyo”」にする。

0. AtoM：時刻に関しては”/usr/share/nginx/atom/apps/qubit/config/setting.yml”ファイルで、「default_timezone: Asia/Tokyo」にし、デフォルトで日本語入力モードにするには「default_culture: ja」にする。

2-3-2. 英語・日本語対応関係

AtoM運用上主として用いる言語を日本語とし、他国語（この例では英語）に翻訳して2カ国語対応にする場合の注意事項である。

0. ユーザーインターフェースを日本語（culture）表示にした場合は日本語から英語へ、Englishにした場合は英語から日本語への翻訳が可能となる。

0. CSVインポートでデータ（例えばアーカイブズ記述）を入力する際には、CSVのヘッダ行のフィールド名”culture”に対応する値を”ja”にすることにより、後に英語への翻訳がやりやすくなる。しかし、デフォルトの英-日の単語の対応関係が間違っていると、例えばフォンドの「作成者」名が表示されないというような不具合が生じてしまう。ＣＳＶヘッダ行のフィールド名としては、”eventType”, “levelOfDescription”, “PublicationStatus”, “descriptionStatus”, “levelOfDetail”がそうした不具合に関連しているので要注意。これらの対応は、ユーザーインターフェースから“アーカイブズ記述”を「追加」する画面に行き、項目に[image: ]があるところをクリックしてプルダウンメニューを開くことで確認できる。



[bookmark: _Toc510076149]3.　日本語での検索について

　上記がうまくいくと、例えばユーザーインターフェースおよびコンテンツの2カ国語表示ができるようになる。しかし、多言語対応のアプリケーションでありながら、AtoMは日本語検索という面で課題があることが知られていた。英語のように単語間に空白が入る言語なら問題なく検索できるが、日本語のような単語間に空白がはさまれない言語では、1文字ごとに分節されて検索されてしまうのである。例えば、「大髙正人」で検索すると、「大髙正人」もヒットするが、他に「大学」や「大震災」など、同じ文字が入っている無関係な単語もヒットしてしまうことになる。

　そこで本業務では、AtoMが用いている検索エンジンElasticsearchに、日本語形態素解析アプリケーションkuromojiを導入することで、日本語でも十分に検索が可能なことを確認した。



　以下がその方法である。

　なお、”#”はコメント行、”//”以降もコメント、”$”以降がコマンドである。



[bookmark: _Toc510076150]3-1. 対象環境

· OS：Ubuntuバージョン16.04

· Atomホームディレクトリ：/usr/share/nginx/atom

· Elasticsearch：バージョン1.7.6　/usr/share/elasticsearch



[bookmark: _Toc510076151]3-2.　kuromojiをインストールする

----------------------------------------------------

# elasticsearchの動作確認

$ sudo /etc/init.d/elasticsearch status



$ cd /usr/share/elasticsearch　//以降の処理をしやすくするためにディレクトリ変更



# elasticsearchのpluginの確認 （elasticsearchにkuromojiがインストールされていないことを確認する。jqは出力結果の整形のため利用しているので任意）

$ curl localhost:9200/_nodes/plugins | jq


# kuromojiをelasticsearchのpluginとしてインストール

$sudo bin/plugin install elasticsearch/elasticsearch-analysis-kuromoji/2.7.0


# elasticsearchの再起動

$ sudo /etc/init.d/elasticsearch restart



# pluginの確認（elasticsearchにkuromojiがインストールされたかを確認）

$ curl localhost:9200/_nodes/plugins | jq


AtoM

$ cd /usr/share/nginx/atom  


# コード変更（後述）

$ vi plugins/arElasticSearchPlugin/config/search.yml

$ vi plugins/arElasticSearchPlugin/lib/arElasticSearchMapping.class.php


# Webサーバnginx再起動

$ sudo service nginx restart



# AtoMのインデックスを再インデックスする

$ sudo php symfony search:populate


# japaneseの確認

$ curl localhost:9200/atom | jq '.atom.settings.index.analysis.analyzer | keys' 



# kuromojiの確認

$ curl -XPOST localhost:9200/atom/_analyze?analyzer=japanese -d '公文書の保存' | jq



データの確認

· AtoM上で検索し、分節ごとに検索がなされていることを確認してみる。



[bookmark: _Toc510076152]3-3. コード変更（下線部が変更箇所）

search.ymlのviでの変更

  index:

    configuration:

      analysis:

        analyzer:

          italian:

            tokenizer: standard

            filter: [lowercase, italian_stop, preserved_asciifolding]

          japanese: // 追加

            tokenizer: kuromoji_tokenizer

            filter: [kuromoji_baseform] //filterは調整の余地がある



arElasticSearchMapping.class.phpのviでの変更

· elastic search の https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/analysis-lang-analyzer.html に記載されているものだけが有効かと考えたが、ここに定義せずにpopulateをしても、standardが使われてしまうので必須。

  private static $analyzers = array(

    'it' => 'italian',

    'ja' => 'japanese', // 追加

    'no' => 'norwegian',

  );



-------------------------------------------



　kuromojiの導入により、日本語検索の精度は大きく向上し、日本のアーカイブズ機関にとってAtoM導入の大きなハードルとなっていた問題が一つ解決したことになる。以下は、キーワード「大髙正人」で検索した際の検索結果画面に表示される最初の5件である。



[image: ]





[bookmark: _Toc510076153]4. NAMAのニーズとAtoMが提供する機能について

　　AtoMの日本語検索の問題を解決したのち、NAMAより提供を受けたデータで、NAMA担当者の要望を伺いつつ、NAMAのニーズにどこまで対応できるかを検討した。検討にあたっては、AtoMのドキュメンテーションを参照しつつ、そこに書かれている通りに実際に行ってみた。

　また、技術的には、NAMAのニーズに合わせてAtoMのプログラム自体に変更を加えることも可能である。しかしそうした変更を加えるほど、バージョンアップ時の作業は複雑になることから、今回はデフォルトで何ができるかを検討することに集中した。検討の結果を、未解決のものも含め、表6-2「NAMAのニーズとAtoMにできること」に示す。



表6-2.　 NAMAのニーズとAtoMにできること

		ニーズ

		要望・確認事項

		AtoMでできるか



		N01

		所蔵資料の記述を、ISAD（G)準拠で、階層構造を反映した形で表示する

		デフォルトで可能



		N01

		ISAD(G)準拠の記述をcsv等でロードする

		デフォルトで可能。GUI またはコマンドラインから。6700件（1.6MB)のデータのアップロード所要時間は1時間。



		N01

		ISAD(G)準拠の記述を個別にGUIから入力する

		デフォルトで可能。



		N01

		既存の上位記述の下に、下位記述をロードする

		デフォルトで可能。Legacy ID または　qubitParentSlugを用いる。



		N01

		下位のデータを入力した後、上位階層/記述を新たに設定・入力し、下位レベルのデータをそれに関連づける

		GUIからMove（移動）機能を使う。
https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/add-edit-content/archival-descriptions/#move-archival-description
ただし大量一括にできるかどうかは未検証。できるだけアイテムレベルのデータは最低限フォルダにまとめてロードしておいた方がよい。



		N01

		デジタル・オブジェクトに最低限の記述のみを付与し、アイテム・レベルにまとめてアップロードした後、より詳細な記述をして一括入力する

		csv import: update descriptionで可能。
https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/import-export/csv-import/#update-existing-descriptions-via-csv-import



		N01

		日本語で検索できる

		kuromojiなど日本語形態素解析アプリケーションをインストールすれば可能。



		N01

		多言語で表示できる

		デフォルトで可能



		N01

		アーカイブズ記述のブラウズ画面で、表示される配列が文字コード順になっているが、変更可能か

		現時点では難しい。



		N01

		表示する項目の順序を変更できるか。例えば、資料そのものに付与されているIDが最もユーザの目につく位置に表示されるようにすることは可能か。

		現時点では管理画面からはできない。



		N01

		個々の記述項目について、公開・非公開を制御することは可能か。（例えば一定の項目は一般ユーザには見えないようにする）

		多くの機関が、一般ユーザーには見せなくてよいと判断するような項目については、visible elementsの設定から非表示にできる。



		N01

		draft（一般ユーザー閲覧不可）→published（一般ユーザー閲覧可能）の一括変更の方法

		GUIから上位レベルの記述で一括変更することは可能。
コマンドラインからも可能。https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/admin-manual/maintenance/cli-tools/#update-all-draft-archival-descriptions-to-published



		N01

		AtoMの「作成者」に、目録作業で必ず入力する図面等の作成者が入ると自動的にISAAR(CPF)データが作成されるので、それは避けたい→フォンドレベルの作成者のみ「作成者」に入れるとして、個別の文書や図面を「書いた人」はどこにどう入力すべきか。

		今のところ、作成者名を厳密に管理するのであれば、フォンドレベルなど上位レベルにだけ作成者名を入力し、下のレベルは「作成者」以外のフィールドに入力するしかない。



		N01

		作成年月日でソートできるようにするための入力方法は。

		EventDateStart/EndをISOの形式で入力



		N01

		記述を日本語以外の言語に翻訳したデータを、csvインポートで日本語・多言語同時に、あるいは一括して追加で入力できるか。

		おそらくできない。



		N01

		資料構造を表現するツリービューの見え方をユーザーが選ぶことはできるか。

		できない。



		N01

		Project Indexをどう扱うべきか。

		スプレッドシートまたはPDFで、アーカイブズ記述の画面または静的ページからリンクするという方法はどうか。



		N02

		資料そのものに付与されているID（＝請求番号）と、システム上のID（＝レファレンスコード。フォンド→シリーズ→…を重ねて自動付与される）とが一致しないことをどう処理するか

		A.　物理的に付与されているアイテムレベルIDをレファレンスコードとし、AtoMのレファレンスコードを上位レベル記述からinheritする機能をnoにする。（「設定」から可能）
B.　csv import時のlegacy IDを物理的アイテムレベルIDと完全一致させ、Alternative Identifierにも入力して「資料番号」として画面表示。AtoMのレファレンスコードはinheritして自動生成する。



		N03

		デジタル化した画像を閲覧できる

		デフォルトで可能



		N03

		デジタル化した画像の閲覧の可・不可を個別に設定・管理できる

		ユーザー管理またはPREMISベースのpermission設定を用いる



		N03

		デジタル・オブジェクトと記述データを同時にインポートし、その際に公開・非公開の別も同時に指定する方法があるか

		csv importで画像の記述をドラフトに



		N03

		記述を入力した後で画像を一括登録する場合、どのIDに紐づけるのか

		上位レベルの下位に一括登録するのであればQubitParentSlug、アイテムレベル記述に関連づけるのであればinforamation_object_id。legacyIDを一意にできるのであれば、source_name（csvのファイル名）でも可能では。
https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/import-export/csv-import/#csv-descriptions-updates



		N03

		段階的なアクセス制限が可能か

		ユーザー管理で可能



		N03

		トップページのLog in機能を隠すことはできるか（来館し、画像閲覧可能なアカウントを使ってAtoMにアクセスしたユーザーが、そのアカウントを使用して自宅などからアクセスすることを防止するため）

		可能だが、来館利用者用のアカウントを館内で厳しく管理（PWは見せない、スタッフがログインして利用させる、頻繁にアカウント設定を変えるなど）する方がよい。



		N04

		収蔵品管理情報の入力・管理

		受け入れ記録、収蔵場所などは入力できる。



		N04

		すでにエクセル等で管理されている収蔵品管理情報などについて、AtoMに一部項目を入力したとして、入力できなかった分をどのように継続して管理していくか。

		運用の問題なのでここでは検討しない。



		N05

		所蔵機関情報（ISDIAH)を登録する

		デフォルトで可能



		その他

		トップページのカスタマイズ

		可能だが、ソースコードをいじるような変更をすると、アップデート時に手間が増える。CSSでできる範囲にとどめるのがよいのでは。



		その他

		静的ページを、ウェブ展示目的に使えるか。

		可能。掲載する画像や動画のファイルはサーバーにアップすること。







本表から見えてくるのは、以下の点である。



１）　第１章で提示したNAMAのニーズのうち、N01、N02、N03、N05に関していえば、多少の工夫も必要な部分もあるとはいえ、おおむねAtoMのデフォルトの機能で実現できる。

２） 建築プロジェクト・インデックスなどを用いて建築資料特有のアクセスポイントを提供したい、など、建築資料特有の、あるいはNAMA固有の実務からくる要望については、AtoMの改変ではなく、何らかの工夫により対処していく必要がある。

　　＊下の画面：　大髙正人建築設計資料群について、建築プロジェクトのリストや資料群の構成についての情報を、アーカイブズ記述（フォンドレベル）からリンクで提供してみた例。



[image: ]



３）　多言語に対応はしているが、翻訳したテキストを一括入力する方法が不明。ユーザーインターフェースから個別に入力していく方法は、フォンドレベルやシリーズレベルなど、まとまった記述の翻訳の際にはよいかもしれないが、アイテムレベルなど、スプレッドシートであればドラッグ操作で容易にコピーできる情報なども、個別に入力しなければならないことになり、不便である。

４） 日常的なことはユーザーインターフェースから行えるが、大量のデータを一括登録する際にはコマンドラインからの入力が必要となるため、そうした操作に習熟したスタッフの確保または育成が必要となる。



[bookmark: _Toc510076154]5.　AtoMをよりよいものにする

　AtoMはユーザー側が開発側に要求を挙げていくこと、あるいはユーザー側の開発成果をAS社に還元して、アプリケーション全体の機能向上に役立てることで少しずつ良くなっていくシステムである。また、開発のための財源を得た機関がAS社と協力してシステム開発を行うと、その成果が新しいバージョンのAtoMに組み込まれてオープンになっていく。

　例えば大きなバージョンアップの際にはいつも、デジタルコンテンツ翻訳システム、Transifex[footnoteRef:30]を用いた、多言語で表示される訳語・訳文の改善のための翻訳プロジェクトがスタートする。バージョン2.4のリリース前、2017年6月～8月にかけても同様で、世界各地から多くのボランティアがより適切な訳語をAtoMに提供した。こうしたプロジェクトで訂正された訳語・訳文の全てが新バージョンに反映されることで、多言語での表示は少しずつ改善していくことになる。 [30:  Transifexウェブサイト.　https://www.transifex.com/] 


　また、プログラムの修正や改善も随時行われている。今回の検証作業の中でも、Dockerというアプリケーション実行環境に対応するためにAtoMが提供している設定ファイルにおいて、phpのバージョン指定に不備があるのに小林賢司が気づき、修正を加えた。2018年2月11日に修正ファイルをAS社に送付、同社との間でコントリビューター用の契約書[footnoteRef:31]を交わしたうえで、2月28日には修正がアプリケーションに組み込まれた[footnoteRef:32]。バグなど緊急度の高いものであれば、おそらくさらに迅速な対応がなされるだろう。このように、日本からこまめに要求事項や修正を伝えていくようにすれば、AtoMは日本のアーカイブズ機関にとっても、日本語話者であるユーザーにとっても使いやすいものになっていくはずである。 [31:  Artefactual Systems, Inc.　AtoM　Wiki,　“Contribute Code-Copyright and License”.  https://wiki.accesstomemory.org/Development/Contribute_code#Copyright_and_license.
コントリビューターは自ら貢献した部分についてAtoM以外のことにも自由に用いる権利を保持しつつ、AS社が提供するアプリケーションのユーザーにも自由な利用を認める旨の合意。これにより、コントリビューターの権利を守りつつ、オープンでフリーという原則を貫くことが可能となる。]  [32:  GitHub, Inc.　“Specify php version in Dockerfile #664”. artefactual/atom,  https://github.com/artefactual/atom/pull/664
] 




[bookmark: _Toc510076155]6.　おわりに

　AtoMは基本的に、国際標準に準拠した標準的な実務向けのアプリケーションなので、アーカイブズ機関固有の実務が増えるほど、AtoMの機能ではカバーできない部分が大きくなることになる。その点では、費用をかければ自由にカスタマイズ可能な商用パッケージに比べると見劣りする。

　しかし、AtoMを実際に稼働してみると次々にわいてくる疑問を一つ一つ解決していく作業は、アーカイブズの実務の進め方について、アーカイブズ記述やメタデータについて、あるいは文化資源に関する情報を管理し提供するためのシステムのありようについて、多くを教えてくれたのも事実である。そして、AtoMと関わることは、それを支えている国際的なコミュニティとつながることでもある。そうしたコミュニティが運営する様々なフォーラムやプロジェクトに参加することで、AtoM（あるいはその後継アプリケーション）の維持と改善に日本から貢献ができることも、AtoMの魅力である。
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＊会議でのやりとりについては、個人名ではなく、「有識者」「NAMA」「インフォコム」「AtoM」のように発言者の立場のみを表示した。また、配布資料等については巻末の「付録」にまとめて収録した。



日時：平成30年2月28日　14時00分〜16時00分

会場：文化庁国立近現代建築資料館2階会議室

有識者（50音順）

阿児雄之氏（東京工業大学博物館 特任講師）

後藤真氏（国立歴史民俗博物館 研究部准教授、メタ資料学研究センター副センター長）

齋藤歩氏（京都大学総合博物館 研究資源アーカイブ系　特定助教）

永崎研宣氏（一般財団法人人文情報学研究所 主席研究員）

森本祥子氏（東京大学文書館 准教授）



次第

1. 開会・趣旨説明（業務担当者）

2. 比較検討の対象とした二つのシステム（InfoLib-Archives、開発：インフォコム株式会社）、（AtoM、開発：Artefactual Systems, Inc.）の仕様・機能等に関する報告（各30分）

3. 有識者のコメントおよび質疑応答

4. 閉会



[bookmark: _Toc510076158]1.　開会・趣旨説明

　入澤寿美（業務統括、学習院大学計算機センター教授）



●文化庁国立近現代建築資料館　橋本祥介副館長よりご挨拶：

国立近現代建築資料館（以下、「資料館」）は建築資料を文化的資源として保存することを使命として設立され、ほぼ5年になる。開館以来収集に力を入れ、貴重な建築資料の海外流出や散逸を防ぐ努力を重ねてきた。現在9万点近い建築図面を中心とする資料を所蔵しており、今後それを幅広く利用提供していくにあたり、膨大な資料をどう効率的に整理して国民に提供するのか、という点から、データベースの構築、および他のアーカイブズ機関とのネットワーク形成を、喫緊の課題として意識。建築資料の特性、アーカイブズ資料の特性に合致したシステムを導入したい。そのために導入すべきシステム候補の絞り込みを行うため、今回の業務となった。この結果を受けてさらに導入に向けて検討していきたい。



[bookmark: _Toc510076159]2.　二つのシステムの報告

2-1.　株式会社インフォコム：InfoLib-Archives

藤原淳一氏（同社サービスビジネス事業本部・コンテンツソリューション事業部・デジタルアーカイブ営業グループ副課長）、吉田勇二氏（同上級主任）、小嶋将士氏（同事業本部・コンテンツソリューション事業部・開発第一チーム上級主任）



· インフォコムについて・公文書館向け事業について

1995年より、図書館検索システムの構築などからはじめ、デジタルアーカイブ事業へ。

公文書館向けの事業としては、国立公文書館デジタルアーカイブ、アジア歴史資料センターなどを初めとして、県・市町村レベル、大学アーカイブズなど導入実績多数。

InfoLib-Archivesは、公文書管理法施行の2011年10月より販売を開始した、業界初の公文書館用デジタルアーカイブシステム。現在多種多様な機関のシステム構築に対応可能とすべく機能拡張作業の最終段階。公表できる範囲でご覧いただきたい。



· 機能概要

· 資料群や簿冊、古文書や書籍など、多様な資料・記述単位のメタデータおよびデジタルオブジェクトを管理・公開可能。

· 目録データを階層で管理でき、項目定義により手持ちデータの形式に合わせた階層でデータを管理可能。

· 資料群や簿冊にもメタデータを付与できる。

· 階層をたどった検索・ブラウジングが可能。

· 様々なフォーマットのデジタルオブジェクトを登録・管理し、直感的に目録へ紐付けることができる。

· 高精細画像として登録するとIIIF公開も可能。

· オブジェクトやメタデータの公開・非公開を個別かつ詳細に設定可能。

· 緯度経度データが入力されていれば地図検索、時間データが入力されていれば年表検索も可能。

· 詳細表示画面では、ファイル形式に合わせたviewerでコンテンツ表示。

· スマートデバイスにも対応。



· 外部機関とのシステム連携、横断検索などに必要な機能を標準装備（SRU/SRW、 OAI-PMH、REST APIなど）。

· 目録データ一括登録・編集・出力が可能。

· Google Analytics APIを用いた利用統計機能を搭載。

· 同義語・関連語辞書を一括登録し、シソーラス検索可能。

· 公文書館で用いる申請書等を印刷する機能あり。



· 三つの機能についてデモンストレーション

A.　メタデータ編集機能

· 資料群の階層構造から目指すレベルの記述へ。

· アイテム記述の右に表示される編集マークをクリックすると編集画面へ。

· 編集画面には記述データと紐付いた画像も表示。

· 記述に画像を追加したい場合はドラッグ＆ドロップで入れられる。

· 一つのメタデータに複数のデジタルオブジェクトを関連付け可能。

· システム上に自動生成されるIDやログ、メタデータ定義なども表示。

· 権限設定：多様なユーザーグループが設定でき、グループごとにあるいはユーザーごとに閲覧権限や様々な操作を行う権限を管理可能。

· 各階層でメタデータの構造が異なる場合、階層ごとに異なるメタデータスキーマを定義可能。

· 特定のデータを選択して削除・ダウンロードなども可能。

B.　デジタルオブジェクトの登録

· 複数のデジタルオブジェクトが、フォルダなどに分類されて管理されている場合、フォルダごとアップロード画面にドラッグ＆ドロップすると、フォルダ構造を読み取ってシステム上に表示される。その後に個別のアイテムの記述編集することができる。

· 高精細画像として登録すればIIIF準拠で画像配信も可能。

· 画像の差し替え、あるいは特定の画像またはフォルダを特定の記述に紐付けることも可能（フォルダの場合、フォルダに含まれる画像は一括でその記述に紐付く）。

· 登録したアイテムは様々な項目で検索可能。

C.　公開画面でどのように見えるか

· デフォルトのテンプレート→カスタマイズ可能。

· 「ピックアップコンテンツ」や「アクセスランキング」などを表示可能。

· 画面に表示するコンテンツや画面遷移についてはクライアントの要望次第。

· 詳細検索→クライアントの要望に応じて変更可能。



【質疑応答】

有識者：一つのメタデータに複数の画像を関連づけたときに、個別の画像のアクセス制限は可能か。

インフォコム：可能である。

有識者：アップロード時にタイトルが衝突したらどうなるか。

インフォコム：アップロードできない仕様になっている。

＊検索はElasticsearch, DBはPostgreSQL.



2-2.　AtoM

入澤寿美（学習院大学計算機センター教授）、小林賢司（エンジニア）、平野泉（立教大学共生社会研究センター）



· システム概要・開発経緯・コスト試算等は「付録. 有識者会議配布資料」を参照。

· デモンストレーション

· 現在学習院大学計算機センター内のサーバー上で稼働、特定のユーザーにのみ権限を与えて管理している。ログインする権限によって、トップバーに表示されるアイコンが変わり、ユーザーができることが変わってくる。

· ユーザーグループは管理者－一般ユーザーまで5段階がデフォルト。個別のユーザーごとにも権限設定ができる。

· アーカイブズ記述（典拠レコード、機関情報は別）・デジタルオブジェクトは公開・非公開を指定できる。

· 記述はICAの４標準に準拠しており、各記述を関連づけられるようになっている。

· 建築は国際的著名人も多く、多言語対応は視野に入れてもよい。

· 資料群の構造→ツリー構造で表示。

· ISAAR記述がISAD（G）の関連項目に自動的に流れ込む。

· 機関情報もISDIAHで書ける。

· 画像は１データ１オブジェクト。



【質疑応答】

有識者：業務で使う場合の使い勝手はどうなのか。例えば画像のアップロードと、画像とメタデータの紐付け、メタデータの調整などはどのように行うのか。InfoLib-Archivesのようにフォルダごとドラッグ&ドロップは可能か。

AtoM：操作したい記述に行き、メタデータは編集、デジタルオブジェクトは「More」ボタンから入る画面でインポート。サムネイルと閲覧用画像が自動生成される。フォルダごとのドラッグ＆ドロップは不可能。



有識者：翻訳についてはどうか。また日本での導入事例は。

AtoM：記述については記述の編集画面上で、ユーザーインターフェースについては右下に表示される「ユーザーインターフェースを翻訳」から翻訳可能。このデータをまとめて送れば、次の更新に反映。日本では、テスト的に使っているところはあるが、サポートがないので本格的な導入例はないのでは。
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有識者：実際の運用を考えたときに、内部で利用する人々の権限管理がどこまで詳細に可能なのか。資料館は個人情報も厳密に管理する必要があるので、両システムの中でどうユーザーを定義して管理できるのかを聞きたい。また、資料館で開催する展示は4言語で表示しているが、記述はどこまでやるのか。InfoLib-Archivesでも多言語対応にカスタマイズできるのか。

インフォコム：「ユーザー」とユーザーが所属する「グループ」という概念がある。どちらも数に制限がなく、それぞれのグループに「入力」「編集」「公開・非公開の決定」などの権限を個別に与えることができる。グループに対してユーザーを所属させることによって、ユーザーがログインすればできる操作を制御することができる。データに対する権限と、ユーザーとして使える機能の双方を細かく設定できるので、業務ごとにユーザーと役割を定義・設定すればよい。言語については、公開画面では日本語と英語のプロファイルがあるが、プロファイルを追加することは可能。データの多言語化は、項目定義の範疇なので、メタデータ定義をすれば可能。検索画面では、英語画面のときには英語で表示するような制御をしていないので、全言語が表示されることになる。が、これもカスタマイズは可能。

AtoM：AtoMにはデフォルトのユーザーグループが設定されている。管理者には何でもできるので、その人数は制限する必要がある。



有識者：システムへのデータ入力は基本的に一括入力をイメージしているのか。それともシステム上での項目単位での入力をイメージしているのか。

NAMA：システム導入の目的は目録情報をきちんと管理・検索できることと、デジタル化した図面がストレスなく見えること。画像については一定量をデジタル化して、目録も一定量を作成してから入れる実務が多くなると思う。また収蔵品管理情報については、両システムとも対応していないので、他の形で管理していく予定。



有識者：csvについては形式に制限があるのか。インフォコムのシステムは何でも対応可能と思うが。

AtoM：AtoMはテンプレートが複数用意されているので、それに合わせて入力する。



有識者：要求定義が一般的。今回の検討で、建築資料を扱う独自のニーズはどれほど踏まえられているのか。要求定義はこれだけでよいのか。

NAMA：基本的に、あまりカスタマイズしないシステムにしたい。基本的には、アクセス制限についても、メタデータは誰にでも公開、画像は一定のユーザーのみ、内部の人間は全て見られる、の3段階を考えている。



有識者：インフォコムであれば構築・導入後の保守を担っていくことになるので、カスタマイズに沿った保守も可能となる。一方AtoMは完全にオープンソースなので、導入後の体制が問題になる。カスタマイズすれば、それを見ていくSEを手配するという想定にもなるので、将来どうしたいかによって作り方が変わってくるのでは。



有識者：AtoMは国際的な専門家コミュニティが作って公開し、みんなで使っているもの。例えばIIIFには未対応だが、コミュニティが要求していけば対応するだろう。また、オープンソースのアップデートは、ユーザーが増えるほど簡単になり、心配すべき事項は減ってくることになる。インフォコムも、オープンソースの開発にかかわり、そこでマネタイズできる方法を考えていってはどうだろうか。せっかくの開発力を世界に知ってもらえるし、会社として世界に貢献しているというアピールもできるのでは。日本の機関がAtoMを使うとなれば、やはり全体を扱ってくれる業者さんがいるといいと思う。ぜひ企業としてやってくださるとよいのだが。



有識者：資料館の要求定義にある「関係機関の情報の登録」はInfoLib-Archivesでもできるのか。典拠管理機能、語彙統制についてももう少し聞きたい。建築資料の利用者は建築家名のみならず建築作品名で検索するので、作品の正式名がわからない人でも、サーチ（文字列入力による検索）だけではなくブラウズ（固有名詞選択による検索）で調べられる方法が必要と思う。

インフォコム：関係機関の情報は典拠データの一部として考えてよければ、InfoLib-Archivesも人物名、機関名のDBを持つことができるようになっているが、典拠データは独立して登録する必要がある。ただ、メタデータを入力するタイミングで典拠DBを呼んで追加できるようになっている。建築家の作品名で検索、という件については、メタデータの構造を工夫すれば実現できるのではないか。記述自体は資料のまとまりで管理し、人物単位でクエリを投げることができるようになっている。

AtoM：AtoMは機関情報と典拠レコードは別の記述標準に準拠しているが、基本的にはどちらも典拠レコードである点ではInfoLib-Archivesと同じ。作品については、建造されなかったものも含めてプロジェクト・インデックスを記述と関連づける形で利用者に提供し、そのプロジェクト名をアクセスポイントとして入力しておくことで検索可能とするという形ならAtoMでは実現できるのではないか。



有識者：資料館のように分野が特化しているところについては、建築作品名等の固有名詞でいかに検索（ブラウズ）できるようにするかが重要。特定の分野に特化したアーカイブズは建築や美術を嚆矢にますます需要が増えていくだろうから、この機能がデフォルトでスマートなかたちで可能になれば他の分野でも利便性が高まる。

有識者：統合識別子として国際標準名称識別子（International Standard Name Identifier: ISNI）なども出てきている。作品名も入ると聞いている。



NAMA：InfoLib-Archivesを導入した場合、コストはだいたいどのくらいになるのか。

インフォコム：サーバー、UPS、ラック一式およびOSのサブスクリプション、公開系と内部系にわけるという想定では、ざっくり800万程度か。バックアップ方式やサーバの冗長化等により大きく変動する。構築費用は要件が明確でないと算出できないが、パッケージの定価は１ライセンス1500万。



４.　閉会
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まず、NAMAの要求定義と各システムの機能とがどのように対応するかを、以下の表7-1にまとめた。



表7-1　要求定義とシステム対応表

		要求事項
（重要度の高い順）

		InfoLib-

Archives

		AtoM

		コメント



		1. 文科省のサーバーに入れることができる

		○

		○

		



		2. 階層構造が表現でき、階層設定の自由度が高い

		○

		○

		



		3. 画像の登録ができる

		○

		○

		InfoLib-Archivesはフォルダのドラッグ＆ドロップで可能。AtoMは量が少なければGUIから、大量一括登録はコマンドラインからの操作となる。



		4. 関係機関の情報を登録することができる

		○

		○

		InfoLib-Archivesは典拠レコードの一部として登録・管理、AtoMはISDIAH記述として登録・管理



		5. アクセス制限がかけられる

		○

		○

		個別の画像、ユーザーカテゴリごとなどに設定可能。



		6. 典拠管理機能がある

		○

		○

		InfoLib-Archivesは辞書登録・シソーラス検索も可能



		7. 管理情報を入れることができる

		○

		△

		InfoLib-Archivesはカスタマイズで可能



		8. 固定URLの付与が可能

		○

		○

		システム内ではどちらも一意のID。DOIやハンドルなどは別に取得。



		9. IIIFに対応

		○

		×

		InfoLib-Archivesでは高精細画像で登録すればOK



		10. OAI-PMHに対応

		○

		○

		







　全体として、InfoLib-Archivesはいかようにもカスタマイズできる自由度の高いシステムであり、カスタマイズを前提とすればNAMAの要求にこたえることができる。いっぽうAtoMは、アーカイブズの国際標準をベースに設計されたオープンソースのアプリケーションなので、当然ながら、現時点ではNAMAの要求に応えられない部分がある。エンジニアが関わることでカスタマイズは可能だが、その分、オープンソースを用いるメリットは小さくなる。
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有識者会議の席上、およびコメントシートに記入していただいた質問・コメントを、以下の表7-2にまとめた。コメントは内容に応じて「ニーズ／業務」「運用／保守」「設計／機能」「利用提供」「オープン（「ソース」を略した）」の５つに分類し、「InfoLib-Archivesへのコメント」→「AtoMへのコメント」→「双方へ、あるいは全般的なコメント」の順に配列した。
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		コメントID

		システム名／全体

		質問・コメント

		カテゴリ



		C01

		InfoLib-Archives

		様々なデータを自由に入れられるので、高度なことが業務に応じてできる。

		ニーズ／業務



		C02

		InfoLib-Archives

		階層構造の出力は可能か。

		ニーズ／業務



		C03

		InfoLib-Archives

		画像から複数のメタデータのアクセス制限管理は容易か。

		ニーズ／業務



		C04

		InfoLib-Archives

		画像にひもづいているメタデータを逆引きできるか。

		ニーズ／業務



		C05

		InfoLib-Archives

		画像を差し替えるとURLも変わるのか。

		ニーズ／業務



		C06

		AtoM

		長期的には保守体制が課題となる。

		ニーズ／業務



		C07

		AtoM

		アーカイブズ管理の基本的な考え方を押さえたシステムなので、その点は問題ない。

		ニーズ／業務



		C08

		AtoM

		実務をやるにあたり、GUIはどれほど使いやすいのか。

		ニーズ／業務



		C09

		AtoM

		importXMLはファイル丸ごとではできないのか。

		ニーズ／業務



		C10

		AtoM

		大量の画像の場合のケースについて詳しい説明がほしい。

		ニーズ／業務



		C11

		AtoM

		ユーザーグループでの権限設定の基準は。

		ニーズ／業務



		C12

		AtoM

		csv入力に際してデータの調整が必要だとすると、作業量が増えるのでは。

		ニーズ／業務



		C13

		AtoM

		建築資料館のニーズにどこまで対応できるのか。

		ニーズ／業務



		C14

		全体

		日常の作業も大事。手元で何がどうできるのか。

		ニーズ／業務



		C15

		全体

		どういう人が何人くらいでどれくらいの数のデータをどれくらいの深さでいじるのか。

		ニーズ／業務



		C16

		InfoLib-Archives

		メンテナンス含めた安心感があり、アーカイブズ対応実績もあるので、基本面は問題がないと感じた。

		運用／保守



		C17

		Atom

		運用はどのように設計するのか。個人事業主や企業に委託するのか。

		運用／保守



		C18

		AtoM

		完成システムに至るまでの開発コストはどのように試算されているのか。

		運用／保守



		C19

		AtoM

		日本での導入実績がない。

		運用／保守



		C20

		全体

		運用設計についての説明がほしい。運用年数やランニングコストについて。

		運用／保守



		C21

		InfoLib-Archives

		APIを多用しているが、Googleからのインデクシングは大丈夫か。

		設計／機能



		C22

		InfoLib-Archives

		D&Dで登録したあとの、コンテンツの存在位置はどうなるのか（公開URLの設定の関係も含め）。

		設計／機能



		C23

		InfoLib-Archives

		PostGre→Elasticsearchのインデクシングのタイミングは。

		設計／機能



		C24

		InfoLib-Archives

		建築資料とその利用のニーズに対応するのがどの程度のカスタマイズにより可能となるのか、またそれによりどの程度特殊なプログラムになるのかについて確認が必要。

		設計／機能



		C25

		InfoLib-Archives

		公文書館向けシステムということだが、収集アーカイブズとの相性はどうか。

		設計／機能



		C26

		InfoLib-Archives

		辞書検索とLODとの関係は。

		設計／機能



		C27

		InfoLib-Archives

		地図はどこのを使うのか。複数の地図の切り替えは可能か。

		設計／機能



		C28

		InfoLib-Archives

		典拠データの扱いはどうなっているのか。

		設計／機能



		C29

		InfoLib-Archives

		Elasticsearchの更新にはどう対応していくのか。

		設計／機能



		C30

		全体

		典拠管理にVIAFなどを使う機能はあるか。

		設計／機能



		C31

		全体

		メタデータ、コンテンツのPermanent-linkについてはどういう設計か。

		設計／機能



		C32

		InfoLib-Archives

		利用度を高めるための横断検索は論理的に可能というだけではなく、実際に機能しているか。

		利用提供



		C33

		AtoM

		利用者画面がわかりにくい。もう少し工夫できないか。

		利用提供



		C34

		AtoM

		日本語訳をきちんとやって、更新時に反映してもらうことが必要。

		利用提供



		C35

		全体

		プロジェクト・作品名で検索したいユーザーは多いはず。そこにどう対応するのか。

		利用提供



		C36

		InfoLib-Archives

		自由度が高いだけ、ベンダーロックになりやすいという危険性がある。

		オープン



		C37

		AtoM

		オープンソースの動向に「ついていく」と言う点は課題として残る。

		オープン



		C38

		AtoM

		日本からも開発に参加して国際的に共同開発するとよい。

		オープン



		C39

		AtoM

		ベンダーロックにならないのはよい。

		オープン



		C40

		全体

		国際的に文化予算全般が逼迫しつつある中では、国際的なコミュニティの中で協力し合って予算を節約しつつ良い成果を出していくことが重要。AtoMにはがんばってほしい。

		オープン







　このほかに、今回の会議の「趣旨が見えにくい」「プレゼンはシステム紹介でしかなく、システムができることとNAMAのニーズとの対応が見えない」、また会議運営上「司会とAtoM側のプレゼンテーションの報告を同一人物が担当するのは、司会の中立性という点で問題」という指摘も見られた。

　基本的にAtoMは誰でも自由に使えるシステム、InfoLib-Archivesは構築中、という条件の差から、本業務で業務担当者側に蓄積した知見の量はAtoMの方が圧倒的に多い。そのため、二つのシステムを公平な条件で比較検討することは難しい。さらにシステム比較を難しくした要因としては、二つのシステムの性格があまりにも違いすぎる、という点もあったように思う。

　InfoLib-Archivesは企業が開発する商用パッケージで、機関のニーズに応じたカスタマイズを前提としている。しかもまだ構築中であるため、現時点ではパッケージとしてデフォルトでできることと、カスタマイズにより可能となることの切り分けが見えにくい。一方AtoMは、開発を担うのは企業だが、世界的なアーカイブズ・コミュニティが資金提供することで維持されている、オープンソースでフリーなアプリケーションである。そのため、デフォルトでできることは全て公開されている一方で、現時点で不可能なことを可能とするには、エンジニア（導入機関が手配するのであれ、AS社であれ）の関与が必要である。今回の比較検討が、カスタマイズを前提とした商用パッケージ2件、あるいはオープンソースでフリーなアプリケーション2件を対象としていたのであれば、ずいぶん議論もしやすかったのではないだろうか。



[bookmark: _Toc510076164]3.　コスト比較　



　会議上では、コストについても双方の立場からざっくりとした試算が示された。いずれも詳細な機能要件や運用条件を示されたうえでの見積もりとは異なり、具体的な作業量などが不明なことや、InfoLib-Archivesはまだ構築中であることから、あくまで参考値を示すにとどまった。表7-3はそうした参考値のまとめである。



表7-3　InfoLib-ArchivesおよびAtoMの導入（＋保守）にかかるコスト

		InfoLib-Archives

		1. サーバ環境整備：800万程度（サーバ、UPS、ラック一式、OSサブスクリプションを含み、公開系と内部系を分けるという前提）

2.　初期構築：1,500万（パッケージ定価／ライセンス。カスタマイズ別）



		AtoM

		1.　サーバ環境整備：MPC　300万程度、AWS　100-150万程度

2.　初期構築：60-110万（AtoM稼働および整形された初期データのアップロード）

3.　メンテナンス：　

· サーバ（AWSの場合）約40万／年　（MPCの場合）未算出

· システム保守：月20万

· バージョンアップ対応：最大200万程度（作業量による）
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　有識者の意見やコメントから総論的に見えてきたのは、まず第一に、InfoLib-Archivesには日本のアーカイブズ機関への導入実績に支えられた機能性と安定感がある、という点である。構築・導入時にはある程度の金額を見込まなければならないが、導入・構築時のカスタマイズに応じたシステム保守を、導入後も同社に任せることができる。貴重な建築記録の長期的保存というミッションを果たすべき機関にとって、システム保守体制の安定性は重要な要素であり、その点を有識者も評価していた。その一方で、どんなニーズにも応えられるカスタマイズ可能性という、このシステムの大きなメリットそれ自体に、ベンダーロックインの危険性を見る声もあった。

　次にAtoMについては、国際標準への準拠や、オープンであること、そして国際的なアーカイブズ・コミュニティとの協働性などを評価する声がある一方で、ユーザビリティーや、長期的なシステム保守という面での不安が指摘された。

　こうして見ると、二つのシステムの性格の違いが、有識者がそれらのシステムで実現されるとみる「価値」に反映しているともいえるのではないか。つまりInfoLib-Archivesは、（１）機関のニーズへの応答性、（２）システム保守の安定性という点でAtoMに大きく勝っている。一方AtoMは、（３）国際的アーカイブズ・コミュニティの理論動向や実務標準化の動きへの応答性、（４）オープンでフリーなシステムがアーカイブズ・コミュニティにもたらす可能性、という点では、InfoLib-Archivesよりも優れているといえよう。

　とすれば、両システムのどちらを選択するかは、（A）導入する機関がいかなる価値を優先する機関なのか、（B）機関の現状でのニーズや実務のあり方が、アーカイブズ界の理論やベスト・プラクティスとどれほど合致しているのか、（C）機関がシステムにどれほどのコスト（資金・人材）をかけられるのか、という三つの要素にかかってくるのではないだろうか。

　次章では、これらの点を検討したうえで、最終的な提案をすることにしたい。
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[bookmark: _Toc510076167]1.　はじめに

　本章では、業務の結果をまとめたうえで、NAMAが採用すべきシステムについて提案を行う。

　しかし、その前に指摘しておかねばならないのは、これに先立つ章でも何度か述べたとおり、対象となるシステムの双方を詳細に検討するための前提、つまりどちらにも業務担当者がアクセス可能であるか、あるいは最悪でも実装例をウェブ上から確認可能であるという前提が、一方が構築中であることによって崩れてしまったことである。そのため二つのシステムをほんとうの意味で比較することはできなかっただけではなく、検討のための情報として蓄積したのは、ほとんどがAtoMに関するものだった。本章での検討はそうした限界の中で行われるものであり、その結論もまた、そうした限界の中で述べるものである。
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[bookmark: _Toc510076169]2-1.　機能とコストによる比較

　第7章「有識者会議の結果と考察」ですでに述べた通り、InfoLib-Archivesは様々なアーカイブズ機関のニーズに柔軟に応答できるシステムで、パッケージとしてリリースされる部分に加えて、機関のニーズに応じたカスタマイズを行えば、NAMAの要望の大部分を実現できる可能性が高い。また、そのカスタマイズに応じたメンテナンスも受けることができるので安心である。その分導入時のコストが高くなることや、ベンダーロックインの可能性、とくに急速に変化するICT環境に適応するためにシステム更新が必要になるたびに、相当のコストを見込まなければならない可能性がある点について、それをデメリットと考えるか否かは、NAMAの意思と資源次第である。

　いっぽうAtoMは、アーカイブズの受け入れから公開までの実務の流れに沿って設計され、アーカイブズ関連の国際標準、とくにICAの4標準に準拠した記述をきれいに見せられるという魅力がある。機関内にシステムに強いスタッフがいれば、コストを一定以下に抑えつつ、ICT環境や国際標準の変化に合わせてすばやく更新されていくシステムを使い続けることも可能である。しかし、全てをアウトソースするとすれば、前章で示した通り、それなりにコストはかかってしまう。



[bookmark: _Toc510076170]2-2.　四つの価値と三つの要素

　第7章第3節、「考察」で、この二つのシステムのどちらを選択するかについて、それぞれのシステムが実現する四つの価値と、選択を左右する三つの要素により左右されるのではないか、と述べた。その四つの価値と、二つのシステムの対応を示したのが、次ページの表8-1である。



表8-1.　四つの価値と二つのシステムの対応

		システムで実現される価値

		InfoLib-Archives

		AｔｏＭ



		（１）機関のニーズへの応答性

		◎

		○



		（２）システム保守の安定性

		◎

		△



		（３）アーカイブズ学の理論・実務の変化への応答性

		○

		◎



		（４）オープンなシステムの可能性

		－

		◎







これに、NAMAの選択を左右すると思われる3要素を組み合わせると、表8-2のようになる。



表8-2.　四つの価値と三つの要素の対応

		価値のウェイト

		現状の実務が国際的なベスト・プラクティスと一致

		資源が潤沢

		InfoLib-Archives／AtoM



		（１）（２）＞（３）（４）

		Yes

		Yes

		InfoLib-Archives



		（１）（２）＞（３）（４）

		Yes

		No

		とりあえずAtoMでがんばってみる？



		（１）（２）＞（３）（４）

		No

		Yes

		InfoLib-Archives、ただし導入・カスタマイズを契機に実務も見直しを。



		（１）（２）＞（３）（４）

		No

		No

		AtoMか、あるいはそもそもまだシステム導入を考えなくてもよい。



		（１）（２）＜（３）（４）

		Yes

		Yes

		どちらでもよい。



		（１）（２）＜（３）（４）

		Yes

		No

		AtoM



		（１）（２）＜（３）（４）

		No

		Yes

		どちらでもよい。ただしシステム導入を契機に実務も見直しを。



		（１）（２）＜（３）（４）

		No

		No

		AtoMか、あるいはそもそもまだシステム導入を考えなくてもよい。







こうしてみると、どちらかのシステムが確実に推奨されるのは二つのケースのみである。つまり、



A.　機関ニーズへの応答性とシステムの安定性を重視し、現状ですぐれた実務が実現されており、資源も潤沢な場合：　InfoLib-Archives

B.　アーカイブズ学理論・実践動向への応答性とオープンソースの可能性に価値を見いだし、現状ですぐれた実務が実現されているが、資源には限界がある場合：AtoM



また、（３）（４）を重視する場合でも、ニーズへの応答性やシステムの安定性を全く考慮しない機関というのも想定しにくいので、資源に恵まれていれば、理念・価値としてはAtoMに傾いていても、InfoLib-Archivesを選択する可能性も高いように思われる。逆に資源に限界があると、当然のことながらInfoLib-Archivesを選択する可能性は非常に低くなるだろう。



[bookmark: _Toc510076171]3．提案

　NAMAは日本の建築資料の保存・公開という使命を持った国立の機関であり、システム構築にあたっては十分な資源を確保できるはずである。国立公文書館をはじめとする日本の公文書館等への導入実績からみても、InfoLib-Archivesは全体として、安定性を重視する公的な機関が導入するにふさわしい優れたシステムであるといえよう。

　ただ、今回の検討業務のなかで見えてきたのは、とくに第２章で取り上げた部分であるが、NAMAの資料整理担当者も、現状の実務が必ずしも「あるべき姿」ではないと考えていることである。そうだとすれば、現状の実務を元にシステムに投影される「ニーズ」が、システムの機能という形で固定された場合、現状の「あるべき姿」ではない実務もまた、そのまま固定されてしまう可能性もある。NAMA設立以来、展示等の業務もこなしながら試行錯誤する中で組み立てられてきた資料整理の実務と、アーカイブズ界の国際的な標準との間に、もし何らかのずれがあるとしたら、そのずれを修正する作業を行う契機が今こそ到来しているのではないだろうか。

　だとすれば、国際的に共有されたアーカイブズ学の原則に基づいて設計されたAtoMをまず導入し、AtoMが要求する業務の流れと、NAMAの実務のずれを確認しつつ、資料整理業務の全体の流れを調整することも、長期的に見てNAMAにとってはプラスになると考える。また、ICAでは現在、四つの記述標準の統合のベースとなる概念モデル、Records in Contexts（RiC）[footnoteRef:33]の構築が進められており、今後数年間でアーカイブズ記述標準の世界に大きな変化が訪れる可能性もある。現時点で精緻なシステムを作り込むことで、そうした変化への対応が遅れてしまうのも好ましくない。 [33:  Pitti, Daniel. et al. “Records in Contexts (RiC): a standard for archival description developed by the ICA Experts Group on Archival Description”. Summary and slids of the presentations on 8 September 2016, International Council on Archives, https://www.ica.org/en/records-in-contexts-ric-a-standard-for-archival-description-presentation-congress-2016.] 


　そこで、可能性として提案しておきたいのは、まずは初期構築コストが比較的安価なAtoMを導入・運用しながら、スタッフのアーカイブズや情報システムに関する知識やスキルの向上をはかり、その結果として最善の実務を確立したところで、きめ細やかなニーズに対応できるInfoLib-Archivesの導入をあらためて検討することである。その間に、AtoMの長期的保守という課題についても、日本国内でのサポート体制を整える、あるいはAS社に基本的なサポートを任せる[footnoteRef:34]などの複数の選択肢を検討したうえで、長期的な運用が可能か否かについて結論を出すこともできるだろう。 [34:  Artefactual Systems, Inc.　AtoM tech support. https://www.artefactual.com/services/atom-tech-support/] 


　InfoLib-Archivesは、販売が開始されれば多くのアーカイブズ機関に導入されるはずである。そうなれば、システムの使い勝手を、一般ユーザーとしてウェブ上から確かめることも、導入機関にヒアリングすることもできる。また、導入事例が増えることで、機能的にはさらなる向上が見込めるだけでなく、コスト面でも導入しやすい価格になっていく可能性もある。また、東京大学文書館のシステムもオープンソースで公開される予定とのお話だったので、それが公開後どのように受け止められるのかといった点も見守っていく必要があるだろう。そもそも現在のICT環境では、どんなに素晴らしいシステムを導入しても定期的に大きな更新を行わなければならない。そうした点を考えても、システムの本格導入にあたっては、パッケージがリリースされた直後よりは他機関での導入・運用という検証を経てからのほうが、情報も入手しやすく、判断もしやすくなるのではないだろうか。

　AtoMはアーカイブズ・コミュニティに支えられ、つくり続けられるシステムである。そして「コミュニティ」は、21世紀のアーカイブズ界における重要なキーワードの一つだ。アーカイブズという営み自体が、様々なコミュニティの中に位置づけられ「社会の多くの人々と共有されるべき参加的プロセス」[footnoteRef:35]であるととらえられるようになってきたのである。そうした考え方と、NAMAに資料を寄贈した建築家たちが残した言葉との間には、どこか響き合うところがないだろうか。 [35:  Cook, Terry. “Evidence, memory, identity, and community: four shifting archival paradigms”. Archival Science, 2013, Vol.13, Issue 2–3, p.114.
https://link.springer.com/article/10.1007/s10502-012-9180-7] 


　建築記録を社会に開き、人々と共有するための仕組みを「みなでつくる方法」[footnoteRef:36]の一つとして、つまり建築記録について様々な分野の人と協働するためのプラットフォームとして、オープンでフリーなAtoMを活用する。そしてそこから生まれた成果を「みなのもの」[footnoteRef:37]としていく。それができるならば、NAMAは、建築記録を残し・開き・活かすことにかかわる新しい文化を創る空間を人々に提供するという、重要な役割を担うことになるだろう。 [36:  中谷礼仁.　みなでつくる方法を求めて―吉阪隆正＋U研究室の建築について. 齋藤祐子他編.　みなでつくる方法―吉阪隆正＋U研究室の建築.　文化庁国立近現代建築資料館展覧会図録.　文化庁,　2015年,　p.04.]  [37:  同上.] 








[bookmark: _Toc510076172]付録：　有識者会議配布資料・スライド
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year by the American Institute of Architects. In the 1960s, his firm went on to
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Ray Affleck fonds

Form
archives

Lovel of archival description:
Fonds

Reference number:
APOBS

Tite:
Ray Affleck fonds

Paople:
Raymond Tait Affleck (archiva croator)
‘Arcop Associatos (architoctural firm)

Date:
18521989

Extent and mediur:
6.0 m of textual records

Scope and content:
“The Ray Affleck fonds, 19621989, documents Raymond Tail Affleck’s professional
career as an associate al Affleck, Desbarals, Dimakopoulos, Lebensold, Michaud, Sise
(1856-1870) and a principal at Arcop Assaciates (1970-1839). This extansive collaction
of toxtual rocords, moro spacifically, documont Ray Afflock's partcipation in a numbor
of partnerships, professional associations, advisory committoss, juries, seminars, and
public ovents. The fonds comprises of approximately 370 administrative fles that wore
collected by his personal secretarics from 1952 ta 1988

Textual records in this fonds primarily consist of professional correspondence relating
to Affleck's architectura! practice; other records include offers of service, contracts,
personal projects, internal memos, several versions of Arcop partnership agreements,
and meeting minutes from various commiltses and professional associations. The
fonds also contains invitations, correspondence, and meeting minutes that rslate to
Affleck's charity work and his contributions as & professor and lecturer at 3 number of
universities, seminars, and symposia. Working drafts and completed manuscripts of
his lectures, essays, artiles, and reflections are also included in this collection

Arrangement

“This fonds was originally donatad 10 the Canadian Cantro for Architocture in 17 boxes
and arrangad in rough alphabotical ordor by Raymond Afilocks porsonal secrotarios.

To ansuro the prosorvation of the rocords, materials woro rodistributod into 18 boxes

and their original ordor maintained

“The fonds has been arranged into three series and eleven sub-seriss. The series and
Sub-series are as follows:

AP08B.S1 Professional Practice
AP0S8.S1.S51 Partnership agreements (1961-1988)

AP0S8.51552 General correspondence (1966-1988)

AP0BE.S1.553 Administrative files: contracts and projects {1952-1386)
AP0S8.$1554 Profossional associations (1366-1989)

AP0S8 $1555 Advisory committcos and jurios (1364-1986)

AP0BB.S1.556 Participation in other groups and organizations (1969-1987)

AP0BB.S2 Publications, lectures and teaching
AP088.52.581 Writings, interviews, panel discussions (1957-1989)
AP088.52.552 Correspondence with colleges and universities (1966-1989)
AP088.52.553 Documentation (1958-1986)

APOBE.S3 Personal Files
AP0SE.S2.581 Personal and family files (1962-1386)
AP038.53.552 Fundraising and donations (1959-1982)

Biographical notes:
Raymond Tait Affleck was born on November 22, 1822 in Penticton, British Columbia
He was raised in Montreal, Quebec where, in 1947, he received a Bachelor degree in
Architecture from MGill University. After graduation, Affleck briefly settled in Zurich,
Switzerland. There, he completed his post- graduste studies at the Federal Technical
Institute and worked with Swiss architects Max Ernst Haefeli, Werner Max Moser and
Rudolf Steiger. In 1950, he married Belty Ann Henley and they had five children
together.

In 1955, Affleck and five other Montreal architects established the firm Affleck,
Desbarats, Dimakopoulos, Lebensold, Michaud, Sise (commanly known as Arcop).
During thase carly yoars, Arcop was rasponsibla for sovoral important commissions in
Queboc and Canada. Affleck actod as partnor-in charge for many of these projacts
including the Post Offco of the Town of Mount Royal [1958), McGill University's
Leacock Building (1965}, and Place Bonaventure (1967). Thes throe constructions
carned him Massey Medals in 1961, 1867, and 1970 respectivaly. In 1970, Affleck also
rocaived tho Amorican Socioty of Landscapo Architacts award for his work on Placo
Bonaventure; in that same yoar, ho was awarded the Canadian Contonnial Modal

With the successful canstruction of Place Bonaventur, Affleck achieved worldwide
recognition for his architectural designs. In 1968, he wes asked to give the RIBA
Annual Lecture at the Royal Institute of Briish Architects. In the late 1950, Affleck was
also invited to oversee architectural and urban design for several advisory committees
and became an important consultant to various leading professional, governmental
and private organizations.

Throughout the 1870s and 19805, Arcop was involved in numerous architectural and
urban projects in both Canada and abroad. As a principal of Arcop, Affleck was
intogral in the dosign of several prize-winning buldings. In 1980, Afflack and his
partnor Ramosh Khosla wora awardad the Aga Khan Award for thoir dosign of tho
Hotel Jughal-Sheraton in Agra, India. In 1984, Affleck's dosign for Maison Alcan was
given the Prix dexcellence of the Ordre des architectes du Quebec. He also received
personal honours such as the OAQ Medal of Honour (1983} and an honorary doctorate
from McGill University (1984,

Throughout his professionsl caresr, Ray Affleck was an active educator. From 1960-
1972, Affleck was a guest crtic and lecturer at numerous Canadian and American
institutions From 1967-1975, Affleck worked as a visiting professor at MoGil
University, the University of Toronto, and the Universily of Manitoba. Affleck was also
 member of several architectural arganizations including the Order of Architects of
Quobec, the Ontario Association of Architocts, the Now Brunswick Association
Avchitocts, the Royal Architectural Institute of Canada, and tho Association of
‘Architects in both Now York State and the State of California.

‘Afflock died on March 16, 1989 the Royal Architectural Institute of Canada
posthumously awarded Afleck with their highest Honour, a Gold Medal, for his
architectural contributions in Canada.

Conditions governing access:
Open for use by qualified researchers. Access by appointment only.

Conditions governing reproduction:
For copyright information or permission to reproduce material from the fonds, please
contact tho CCA (reproductions @cca.c.cal.

Immediate source of acquisition or transfor:
Gift of Betty Ann Affleck on December 21, 1998

Custodial history:
Ray Affleck's wife, Betty Ann Affleck, donated this fonds to the Canadian Centre for
Architecture on December 21, 1998,

Archivist's note:
‘The materials in this fonds were arranged in 1998 by the CCA. A fonds level
description was created by Paticia Di Palma on October 31, 2016,

Location:
Moniréal /sland of Montréal | Québec / Canada

Creditine:
Whon citing th collaction a5 2 wholo, uso tha following citation:

Ray Affleck fonds
Collection Centre Canadien d Architecture/
Canadian Centre for Architecture, Montrsal

When citing specifc collection material, please refer (o the object’ specific credit lne.

Language of materia:

English
Franch
Topof page

Canadian Contre for Architecture  Galleries and bookstoro closod  Sign up 1o get nows from us  Find us on Facebook, Twitter
1920, rue Baile today Instagram, and YouTube
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「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議配布資料

20180228-01



「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議コメントシート





【参考：国立近現代建築資料館要求定義】

重要度　高

　　・文科省のサーバーに入れることができる

　　　　　・階層構造が表現でき、階層設定の自由度が高い

　　　　　・画像の登録ができる

　　　　　・関係機関の情報を登録することができる

　　　　　・アクセス制限がかけられる

　　　　　・典拠管理機能がある

　　　　　・管理情報を入れることができる

　　　　　・固定URLの付与が可能

[bookmark: _GoBack]　　　　　・IIIFに対応

・OAI-PMHに対応

重要度　低
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1.　AtoMの構成　


（右図：Artefactual Systems Inc. “What is AtoM?” Technical overview.)[footnoteRef:1] [1:  https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/overview/intro/] 


[image: A diagram of AtoM's technical architecture]　AtoMは、アーカイブズに関連する多様な記述情報と、デジタル・オブジェクトへのアクセスを提供することを目的とした、Webベース、フリー、オープンソースのアプリケーションである。

主なミドルウェアは以下の通り[footnoteRef:2]。 [2:  https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/admin-manual/installation/requirements/#installation-requirements] 




· OS：Ubuntu（推奨）

· Symfony（開発環境、ＰＨＰ）

· Nginx/Apache（Webサーバ）

· Elasticsearch （検索エンジン）

· MySQL （DBサーバ）

· Memcached（キャッシュサーバ）

· Gearman job server（ジョブサーバ）



2. 　AtoM開発の経緯



2003年：国際アーカイブズ評議会(International Council on Archives：ICA)の情報技術委員会、オープンソースのアーカイブズ資源情報システム（Open Source Archival Resource Information System: OSARIS）の機能要件についての報告書を公表。

2005年：ICAの人権特別委員会（Human Rights Task Force）がUNESCOからの得た助成4万5千ユーロで、ソフトウェア開発に着手。

2006年半ば：プロトタイプをICAに提示。

2006年9月：プロトタイプの更新版をUNESCOに提示。世界銀行グループ・アーカイブズ等から追加助成を受けて開発継続。

2008年：クアラルンプールで開催されたICA大会でベータ版ICA-AtoM1.0を公開・配布。全世界30機関での公式検証実施。

＊この間にベータ版を数回リリース。ICAによる技術監査、カナダ国立図書館・公文書館（Library and Archives Canada）でのスケーラビリティ検証、バンクーバーおよびトロントでのユーザビリティ検証実施。

2010年11月：最初の製品版ICA-AtoM1.1をリリース。

2013年10月：名称から「ICA」を除いた「AtoM」（開発継続はカナダのArtefactual Systems, Inc.が担当）となり、新バージョン2.0.0がリリースされる。その後も年2回ほどのペースで改善・更新を継続。

2018年2月14日現在の最新版は2.4.0（2017年9月5日リリース）[footnoteRef:3]。 [3:  https://www.accesstomemory.org/en/download/] 




参考：AtoM採用サイト：https://wiki.accesstomemory.org/Community/Users



3. AtoMの基本的な機能

1） アーカイブズに関連する様々な記述情報を、複数の国際標準に準拠した形で入力・編集・検索・閲覧できる。

2） アーカイブズ資料／典拠レコード／機能／統制語彙等の関連性や階層的構造などを表現できる。

3） 複数機関の記述情報を共有・横断検索できる。

4） 多言語対応である。

5） 多様な記述項目を相互に（多くは自動的に）リンクできる。

6） 多様なオブジェクト、多様なファイル形式を扱える。

7） 多様なユーザを管理できる（管理者から一般ユーザまで）。

8） 記述情報やデジタル・オブジェクトへのアクセスの可否を細かに設定できる。

9） 受け入れから記述公開までのワークフローをサポートしている。

10） 様々なタイプの統制語彙・アクセスポイントが管理できる。

11） 様々な形式でのインポート、エクスポート、レポート出力が可能である。



4．サーバ構成の方針

4-1.　条件

· a. サービスレベル

· 休業中も稼働する

· 99.4%稼働想定（363日/365日）

· b. 負荷

. 閲覧ユーザ数: 同時接続数が 1 request/秒 以下）



· c. データ量（「【参考】データ量試算」より算出）

. テキストデータ: 24MB

. 画像データ: 340GB



4-2.　構成の方針

· 同時接続数がそれほど多くない想定：Webサーバ（DB以外のnginx, elasticsearch等々をすべて載せる）とDBサーバのみで分ける。高スペックなCPUは不要。

· サービスレベルから、Web/DBともに2台での冗長化

· データ登録（管理者によるジョブ実行）はベストエフォートと想定

· 画像は冗長化したWebサーバから見られるようにサーバとして独立

（Webサーバが2台存在するため、画像をそれぞれのサーバには保存できない）




[image: ]



以上より、ロードバランサー2台 + Web 2台 + DB 2台 + 画像サーバ 2台 の構成とした。

※ ロードバランサーはWebサーバA, Bへ振り分けを行うサーバ





4-3.　文部科学省プライベートクラウド（Mext Private Cloud：MPC）環境での試算

· ロードバランサー x 2台

· OS: CentOS

· CPU: 4コア

· メモリ: 2GB（最小）

· ディスク容量: 50GB（最小）





· Web用サーバ x 2台

. OS: CentOS

. CPU: 4コア

. メモリ: 4GB

. ディスク容量: 50GB（最小）

· DB用サーバ x 2台

. OS: CentOS

. CPU: 4コア

. メモリ: 4GB

. ディスク容量: 50GB（最小）

· 画像用サーバ x 2台

. OS: CentOS

. CPU: 4コア

. メモリ: 2GB

. ディスク容量: 350GB（上限1TBまで）



ポイント

MPC環境は、管理されたセキュアな環境である一方、構築／保守においては

· さまざまなサーバをスクラッチで構築する必要がある

· 保守範囲が広い（何か問題が起きたらすべて対応しないといけない）

ため、初期構築費用／保守費用が多くかかる。



4-4.　【参考】データ量試算

テキストデータ、画像データともに倍のバッファを持つと想定。

テキストデータ：約24MB

· アイテムレベル記述データ：24,000,000byte = 約24MB

· ファイルレベル記述データ：240,000byte = 1MB未満

画像データ：約340GB

· 画像A1サイズ200dpi: 216GB

· 2MB×54,000件（総図面数の90%）×2

· 画像A0サイズ200dpi:  120GB

. 10MB×6,000件（総図面数の10%）×2



4-5.　【参考】AWSでの試算

Amazonが提供するクラウドサービスAWSでの構成も検討。（AWSはクラウドサービスの中でデファクトになってきているため）。

· ロードバランサー x 1台

· ELB

· Web用サーバ x 2台

. EC2 (t2.medium)

· DB用サーバ x 1台

. RDS (db.t2.small)



· 画像用サーバ x 1台

. S3



目安

https://calculator.s3.amazonaws.com/index.html#r=NRT&key=calc-0EC4DA58-018A-4DF1-997E-9DC00DD81EF6



· MPCと同程度で、およそ$200〜$300/月程度



ポイント



· AWSはロードバランサーやDBや画像サーバなどのサービスが提供されているので、初期構築は比較的安価（ただし設定作業と、Web用サーバの構築は必要）

· ElsasticSerach（検索用のミドルウェア）は、AWSで提供しているものがあるが、バージョンが合わないため、Webサーバ上に構築する必要がある。



4-6.　 【参考】構築・維持コストの参考値

A. サーバ初期構築費

AWS：100-150万

MPC：300万以上

B. 構築したサーバに、AtoMを載せて動くようにする（初期構築、稼動確認）
　　　動かすだけであれば50万〜100万程度
C.　初期作業としてデータをアップロード

データが整形されており、インポートする程度であれば10万ほど

D. 年間契約でのシステム保守： 

· ベストエフォート（営業時間内にできる範囲で対応）の範囲内：月20万

· バージョンアップ対応：作業量不明のため計算困難、最大200万程度

E. サーバーの年間費用

· AWSで300ドル×12か月＝3600ドル（約385,000円）

· MPCについては料金テーブルを把握していない。算出は可能。




-------------------
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